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　西せい暦れき二〇××年二月十四日──後のちに〝Ｂ─ＤＡＹ（ＢＡＤ　ＤＡＹ）〟と世界で呼ばれる日──日本に一つの隕いん石せきが飛来した。

　隕石が地球に飛来すること自体は珍めずらしいことではなく、大たい気き圏けんで燃もえ尽つきない隕石でさえ年間五百個程度存在する。

　そのため当時、この隕石の影えい響きようはほとんどなく、翌日の地方紙に小さく、




　──〇×県内の山間部に小型の隕石が飛来。隕石による死し傷しよう者しやゼロ。




　という内容の記事が出ただけである。

　たったそれだけの出来事だった。




　……しかし問題は、隕石に付着していたと推すい測そくされるウィルスだった。




　隕石の落下後、僅わずか数日で病院に駆かけ込こむ人間が爆ばく発はつ的てきに増えた。医者たちは懸けん命めいに調べたが、その原因は明らかとならなかった。

　あっという間に感染は全国、そして世界に広がり、感染者は乗じよう数すう的てきに増えていった。

　二週間経たち、おびただしい病人と死者を前にしてわかったのは、人類にとって何ら意味のないことだけだった。




　〇ウィルスの構造や性質が地球上のものとは根本的に違っており、宇宙からの飛来説が有力

　○ウィルスの発生理由、感染経路、ともに不明

　〇高熱等の症しよう状じようが発生するのは人間の男性のみ

　〇発症後三日から一週間以内に死亡。致ち死し率りつは九十九％以上




　同年、三月一日。

　ＷＨＯ（世せ界かい保ほ健けん機き構こう）は世界的大流行パンデミツクを宣言。日本政府及および世界各国は男性の隔かく離りを実行した。

　だがしかし時遅く、ほとんどの男性はウィルスに感染していた。そして運良く助かったのはウィルスに対して先天的に抵てい抗こう力りよくを持つ僅かな者だけだった。

　……その結果、世界の男性の九十九％が死亡。




　世界には少数の男性と、多数の女性が生き残った──













　　その一　驚天動地のハイスクール・ガールズ







　Ｂ─ＤＡＹ以後──男性のほとんどが死亡したことで、世界は混乱した。政治、経済、流通、あらゆるものがストップし、犯罪が急増。食しよく糧りよう事情は急速に悪化し、各国で飢き餓がが発生した。

　食糧の奪うばい合あいにより世界情勢は冷え込み、隣りん国ごくへの不信感は増大。火種はあちこちで上がったが、臨りん時じで政権を握にぎることになった女性たちは、世界を一つの国に見立てることでこの困こん難なんな情勢を収めていった。

　これは生き残った女性たちの危き機き感かんが成なし得えた偉い業ぎようと言えた。多くの人間が人類存亡の危機と悟さとり、一致団結して立ち向かうことに決めたのである。

　そのおかげで状況は改善。少しずつではあるが、世界は好転していった。




　そして、Ｂ─ＤＡＹから四年の月日が経過した──




　ウィルスの脅きよう威いにより地上から男性が駆く逐ちくされても、男性が絶滅したわけではない。各地に設もうけられたシェルターでは、生き残った男性たちが地上に出られる日を信じて暮らしていた。

　当時は一時的な避ひ難なん場所として移動した彼らだったが、その後ウィルスに対して明確な対処法が見つからなかったことから、そのまま居住することを余よ儀ぎなくされていた。

　幸さいわい、暮らしぶりは悪くない。

　食料、電気、水道など、生活に必要と思われるものは満足できる水準が満たされていた。地上の情勢が改善されるにつれ、住居スペースは徐じよ々じよに拡大されていき、プライベートを持てるほどとなった。また事態の長期化に対応するため、教育も実じつ施しされるようになった。要望に応じ、テレビやゲームといった娯ご楽らくも補ほ充じゆうされた。地上が混乱している中、男性の生活は地上にいる女性たちよりも上と言えた。

　これほどの支し援えんがされたのは、女性たちが男性を必要としていたからだった。

　これは男性が子供を作るために必要だから、という意味ではない。

　医学の発展により、女性だけ──もしくは男性だけでも、子供を作ることはできた。しかし男女の営いとなみにより子供が生まれることこそ正常と考える人間は多かった。

　女性が自じ己こを犠ぎ牲せいにしてでも支援したのは、男性に対する大きな愛と言えるものかもしれなかった。それほど大層なものでなくても、女性は男性がいなくなったことで、寂さびしさを感じた者が多数を占しめたのは事実だった。多くの女性は、男性を〝希望の象しよう徴ちよう〟とし、いつか戻もどってくる日を信じて、現実の困難に耐たえたのである。

　最初、緊きん急きゆう避ひ難なん的てきに始まった〝男性避難計画〟も長期化するにつれ、世界で統一したルールが作られていった。

　その中でも〝絶ぜつ対たい遵じゆん守しゆ〟とされたのは、男性と女性が面会をしないことだった。これは調査の結果、すべての女性は症しよう状じようが出なくともウィルスを保有していることがわかったためだった。

　そのためシェルター内のことは極きよく力りよく男性たち自身が行った。食事、洗せん濯たく、掃そう除じなど、かつては女性が主おもにやっていたことを、男性たちは自分たちでやらなければならなかった。また男の赤あかん坊ぼうは母親との接触が断たれたため、男性たちが共同で育てた。




　──こうして、男性と女性はかけ離はなされて四年間を過ごすこととなった。




　　　♀♀♂♀♀




　某ぼう所しよ、核かくシェルター。

　避難所として認定されたここでは、生き残った男性たちが互たがいに協力し合い、生活を営いとなんでいた。
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　香こうばしい匂においと食欲をそそる音が食堂に広がっている。もやし、にんじん、キャベツ、ピーマン──色とりどりの野菜がフライパンの上で飛とび跳はねる。

　鼻歌混じりでフライパンを振ふるうのは高校生ぐらいの少年である。

　彼は頃ころ合あいと見て、塩こしょうを投入した。醬しよう油ゆは少し焦こがし、香かおりを付ける。そして隠かくし味あじのごま油を全体に馴な染じませた。

「っしょっと！　いっちょあがり！」

　少年はできた野菜炒いためを並べられた皿さらに小分けにした。そして今度は一度に四枚を持って受け取り口へ運び、お盆ぼんに載のせていく。

「きたきた。あんちゃんの飯めし、うまいから毎日楽しみにしてるんだよ」

「あじゃーす！　今日のも自信作っすよ！」

「今日の朝当番もお前か。いつもいつも朝からよくやるぜ」

「まあ、趣しゆ味みみたいなもんっすよ。他の仕事と代わってもらってるんで大だい丈じよう夫ぶっす！」

　列がなくなったことを確認した少年は、厨ちゆう房ぼうに戻もどって一息ついた。

（一区切りついたか……）

　少年にとって、料理を作ることはいい気晴らしだった。

　以前はまったく興きよう味みがなかったことだったが、シェルター内で生活する一人として分担している家事の中に料理があった。そこで料理を作る楽しみを知り、喜んでくれる人の声が嬉うれしくて、いつの間にか他の家事を代わってもらってまで料理に没ぼつ頭とうするようになっていた。

（今日はこんなものかな）

　少年はエプロンを外はずした。

　ふと、少年は立ち止まって厨ちゆう房ぼう内ないを見回した。

　汚きたないけれど、どこか温かみがある光景。今は修しゆ羅ら場ばが去って落ち着いているけれど、立っているだけで夕食時の忙いそがしさを思いだし、血が熱くなるのを感じた。

（随ずい分ぶん慣なれちまったもんだな……）

　最初は目玉焼きさえ焦こがしていたのに、今では簡かん単たんな料理であれば身体からだが分量を覚おぼえている。

　緩ゆるんだ緊きん張ちよう。そのちょっとした心の隙すきをつき、少年の胸むねにふっと暗いものがよぎった。

（……別に今の生活は、悪いものじゃない）

　でも──

（俺おれ、ずっとこのままなのかな……）

　少年──久く我が原はら湊みなとは重いため息をついた。

　避ひ難なん当初は父や友達たちが死んだことで悲ひ嘆たんに暮れていたが、周囲も同じ環かん境きようだったことと四年の時間が経たったことで心の整理はついていた。しかし中学校三年間と高校一年間に当たる時間がシェルター内で過ぎ、未いまだ終わりが見えないのは、気持ちを憂ゆう鬱うつとさせるのに十分なものだった。

（あいつ、元気でやってるのかな……）

　湊の脳のう裏りに昨夜見た夢が蘇よみがえる。

　それは四年前に離はなればなれとなった、同い年の義妹──有あり栖すとの思い出だった。




　　　♀♀♂♀♀




『やーい！　お前とあいつ、血が繫つながってないんだろ？　なのに何で〝お兄ちゃん〟なんだよ！』

『しかも同じ年なのにおっかしいんじゃねぇの？』

『お兄ちゃんはお兄ちゃんなんだもん！』

　小学三年生──湊の父と有栖の母が再さい婚こんし、二人が兄妹になったばかりのころ、湊はそんなやり取りをよく見かけた。

　有栖に突つっかかっているのは学年で有名ないじめっ子。泣き虫の有栖は格かつ好こうの的まとだった。

『おい、お前ら何やってんだよ！』

『お、〝お兄ちゃん〟の登場だ！』

『よっ、〝お兄ちゃん〟！　今日は何だよ？』

　いじめっ子たちはわざとらしく挑ちよう発はつする。

『うっせぇよ！　さっさと行けよ！』

　湊みなとが怒ると、いじめっ子たちはニタニタと笑いながら距きよ離りを取った。

『うわ～、お兄ちゃんが怒ったぞ！』

『逃にげろ！』

　湊はいじめっ子の背せ中なかを見つめながら、ぐっと我が慢まんした。

『お兄ちゃん……』

　有あり栖すが涙なみだを流しながら近寄ってくる。

　湊は冷たく言った。

『お前さ、もう俺おれのことを〝お兄ちゃん〟って呼ぶの、やめろよ。からかわれるだけだろ？」

『………………やだ』

『やだじゃなくてな……』

『やだもん。お兄ちゃんはお兄ちゃんだもん……』

『…………』

　湊はため息をついた。

　こうなってはダメなのである。有栖は一度頑がん固こになると、決して譲ゆずらない。

　もっと言ってやりたい──そういう気持ちが湊にはあったが、これ以上責せめられなかった。なぜなら有栖にとって〝お兄ちゃん〟が特別な言葉であることを知っていたためだった。

　有栖には〝本当のお兄ちゃん〟がいたらしい。ただ有栖が生まれる前に死んでしまったそうだ。

　ここに〝父親が物心つく前に事故で死んでしまったこと〟〝母親がいわゆるキャリアウーマンであったため、有栖は家に一人でいることが多かったこと〟の二つが重なり、〝お兄ちゃん〟がいたらいいなと昔から思っていたそうである。

　そんなところへ、両親が再さい婚こん。〝お兄ちゃん〟ができたのだ。

　その喜びが、湊には痛いほどわかった。湊も小さいころに母親が死に、寂さびしい思いをしてきた。そのため新あらたな家族ができて嬉うれしかったし、母親と妹ができて家庭が一気に明るくなったことに、例たとえようのない喜びを感じていた。

　だから──責められない。でも学校で〝お兄ちゃん〟と呼ばれ、からかわれるのも──我慢ならなかった。

　思いついた解決方法は、至いたって単純だった。

『おい、お前らふざけてんじゃねぇぞ！』

『いてっ！　やりやがったな！』

　放課後、湊は有栖をいじめた二人を公園に呼び出し、殴なぐりつけた。せっかくできた大事な妹を泣かせるなんて許せることじゃなかった。

　このことは有栖には内ない緒しよだった。心配をかけるのも嫌いやだし、何より妹のために行動するなんて、恥はずかしくて知られたくなかった。

『今度有あり栖すを泣かせたら、もっとボコボコにしてやるからな！』

　辛からくも勝利を収め、吐はき捨すてる。

　そんなところで夢は覚さめた。




　──懐なつかしい思い出だ。




　湊みなとは厨ちゆう房ぼうの天井を見上げた。

　あの後、喧けん嘩かしたのがバレバレだったため、両親に言い訳をするのが大変だった。有栖絡がらみで喧嘩したことを隠かくすため『むかついたから殴なぐった』と言ったら、警けい官かんだった父にぶち切れられ、滅め茶ちや苦く茶ちや説教されたのだ。

　でも結局、両親にはバレていたのだろう。当時は理解できなかったが、翌日新しくできた母親が豪ごう勢せいな夕食を作ってくれ、

『有栖のこと、よろしく頼むわね～』

　と言ったのは、事情を知ったからに違いない。

「ミナトくん、朝のお仕事は終わったかい？」

　厨房に響ひびく声。

　湊の視界に、見み慣なれた顔が映うつし出だされた。

「……ホルストか」

　モデルとしても余よ裕ゆうで通じるであろう端たん正せいな顔立ちとスタイル。

　フルネームは山やま田だ・アッヘンバッハ・掘ほる須す斗と。ドイツ人とのハーフであり、シェルターでは唯ゆい一いつ湊と同い年の少年である。

　ホルストは元々湊の隣となりの地区に住んでいたが、二人に面めん識しきはなかった。だがここで一いつ緒しよになって以来同い年ということで何かと共に行動することが多く、いつの間にか友人に近い関係となっていた。

「あれ、どうしたの、ミナトくん。今日はテンションが低いね」

「ちょっとな。夢で妹のことを見たんだよ」

「ああ、君の血の繫つながってない妹さんのことね。心配かい？」

「まあ、ちょっとな。あいつ泣き虫だったし。俺おれは──兄貴だからな」

「でも四年前の時点では喧嘩ばかりしていたんだろう？」

「まあな。それだけに懐かしかったんだよ」

　湊は頰ほおを搔かいた。

　そう、兄妹となった当初、有栖は泣き虫で『お兄ちゃんお兄ちゃん』と言って後ろからついてきていたというのに、いつの間にか気が強くなり、Ｂ─ＤＡＹが起こるころは喧嘩ばかりしていた。

『お兄ちゃん！　まただらしない格かつ好こうして！』

『うっせぇな、俺おれがどんな格好してたってお前に関係ないだろ！』

『関係あるわよ！　学校で恥はずかしい思いをするの、わたしなんだから！』

『はいはい。優ゆう等とう生せい様は大変ですね』

『ああ、もう！　お兄ちゃん、逃にげないの！』

　なんて喧けん嘩か、四年前まではよくしたものだ。

　年が経たつにつれてわかってきたのは、有あり栖すが物もの凄すごく優秀だということだ。

　勉強ができる。運動もできる。礼れい儀ぎ正しく、面めん倒どう見みもいい。顔も相当整っている──らしい。らしい、と言うのは、兄としてはそれほどではないと思っているのだが、やたら周囲のやつらが可愛かわいいとベタ褒ぼめしていたからだ。

　有栖はそんな完かん璧ぺきな優等生だった。

　そして問題だった引っ込み思案も、母親があまり家にいなくて寂さびしかったことが原因らしい。新しい家族ができて親しむうちに明るくなっていき、泣き虫ではなくなってしまった。

　今はどうなっているのだろうか？

　義理の母親──京きよう子こさんからは元気でやっていると通信で聞いたが、四年間顔は見ていない（両親は許可を取ればテレビ電話越しに面会できるが、兄妹は禁止されている）。当初は父親がＢ─ＤＡＹで死んだため、ひどく落ち込んでいたそうだが、今はしっかり学校にも通っているという。

「ま、心配してもしょうがねぇよな。いつまでここにいなきゃいけないかわからねぇし」

「ボクはこのままここにいてもいいんだけどね……ふふふっ」

　ホルストの艶つやのある視線が突つき刺ささる。瞳ひとみに宿るのは、狩人かりうどが獲え物ものを狙ねらう〝ソレ〟だ。

「キモイ」

「うぐっ」

　喉のどを突いて黙だまらせる。

　苦しんでいたホルストだったが、いつも通りすぐ復活した。

「君の激はげしいプレイに、ボクはもう絶頂しそうだよ」

「ほう、もっとやって欲しいか？」

「じゃあ、ベッドに行こうか」

「死ね」

　的確に先ほどと同じところを突く。さすがに二度目とあってホルストは悶もん絶ぜつした。

　そう、なぜ〝友人〟ではなく、〝友人に近い関係〟であるのかは、ホルストの個性にある。




　──ホルストは同性愛者ホモである。




　隠かくすこともなく自みずから公言し、何ら恥はじることもない清すが々すがしいホモである。

　シェルター内において、同性愛者は少なくない。

　四年間異性と接することがなかったことが影えい響きようしているのか、密ひそかに隠していた者──新あらたに目め覚ざめた者──が次々とカミングアウトし、当たり前とまではいかなくとも、珍めずらしいことではなくなっていた。

「ふふっ、まったくつれないんだから。まあ、そこがまたいいのだけれど」

「とか言いながら手を回してくるな！」

　湊みなとはホルストの手を叩たたき落おとし、何度も聞かせたセリフを口にする。

「俺おれはお前と違って、女の子が大好きなんだよ！」

「わかってる。君は照れ屋なんだね」

「違うわ！　どういう頭をしていたらそんな発想になるんだよ！」

「なでたかったら、なでてもいいよ」

「誰だれもそんなこと言ってねぇ！」

　あいかわらずコンスタントに殺意を刺し激げきしてくるやつである。

「あのなぁ、ホルスト。お前は漫まん画がとかでラブストーリーを読んだことないか？」

「もちろんあるよ。平へい凡ぼんだと自じ称しようしながら自じ虐ぎやくに恍こう惚こつを覚おぼえて純情ぶるクソみたいなあばずれ女が、心優やさしくイカした男の繊せん細さいで一いち途ずな想おもいに対して煮にえきらない態度で袖そでにしたあげく、さして大切でもない貞てい操そうを惜おしんで騒そう動どうを巻き起こすというシュールコメディのことだろう？」

「お前が何を言っているのか全然わかんねぇよ！　俺が言いたかったのは、女の子って可愛かわいいだろ？　ってことだよ！」

「えっ!?　その発想はなかったよ……たまげたなぁ」

「その発想がないことに驚おどろきだわ」

　ホルストは深いため息をついた。

「やれやれ、まだわかっていないんだね、ミナトくんは。口を酸すっぱくして言ってることだけど、もう一度言うよ」

　ホルストは真剣な眼まな差ざしで断言する。




「女は──悪あく魔まだ」




　このことを語るときのホルストには、いつも鬼き気き迫せまるものがある。

「女はね、気まぐれで、自分勝手で、自じ意い識しき過か剰じようで、狡こう猾かつな悪魔さ！　外見に騙だまされちゃダメだよ、ミナトくん！」

「アホか！　女の子は可愛くて、優やさしくて、とにかく最高なんだよ！」

「本当にそうなのかな？　四年間、君は女の子と触れ合っていないよね？　どうして断言できるんだい？」

「それはお前もそうだろうが」

「ボクは君のように幻げん想そうを持っていないからね。客観的に判断できるのさ。もし漫まん画がやゲームでの女の子を指しているのなら、あれは幻想だよ？　あんな女の子、現実にはいない。いないからこそ、漫画やゲームで描えがかれるのさ」

「うっ──」

　ホルストの言葉には、妙な説得力がある。

　湊みなと自身、四年間男性ばかりの環かん境きようにいて、女性のことは想像でしかわからなくなっていた。

　だが、強きよう烈れつな憧あこがれはある。

　可愛かわいい子は最高だ！　見ているだけで幸せな気持ちになれる！　外に出ることができたら、絶対女の子と仲良くなってやる！

　そう決めているが、ホルストがあまりに確信を持って語るため、ちょっと怖こわくなることがある。

「ボクはね、君が幸せであればいい。でも君が女のことを誤解し、騙だまされ、傷きずつくのは見たくないんだ。どうかボクの言うことを心に留とどめておいて」

　ホルストの言葉はあくまで心配しての言葉である。それが心から言っていることがわかるだけに湊は無む下げにできず、

「わかったわかった。まあ、一応気をつけておくぜ」

　とだけ言っておいた。

「おい、ホルスト。もう八時二十五分だぞ」

「おや、もうそんな時間なんだ。ミナトくんと話していると、時間が短く感じてしまうね」

「はいはい、じゃあ俺おれは行くぞ」

「待ってよ、ミナトくん！」

　一足先に厨ちゆう房ぼうを出る。ホルストは駆かけ寄よってくると、思わぬ話題を振ふってきた。

「そういえばミナトくん、聞いたかい？　今日の一時間目は急きゆう遽きよ中止になり、大事な連絡があるそうだよ」

「どうせまた外に出られるかもと期待させておいて〝教育方針の転てん換かん〟とかだろ？」

「さぁ、それは聞いてみないと何とも。何にせよ変化は喜ばしいことじゃないのかい？」

「……まあな」

　教室代わりに使われている第三会かい議ぎ室しつには六人分の席があり、それぞれにはモニターがついている。イメージとしては視し聴ちよう覚かく室しつに近い。

　湊が第三会議室に入ると、同世代の男子三人がすでに座っていた。

　チャイムが鳴なり響ひびく。時刻は八時半。授業開始である。

　いつもならそれぞれの時間割に応じた先生がモニターに出てきて、授業が始まる。だが今日はホルストが〝急きゆう遽きよ一時間目が連絡に変わった〟と言うだけあって、一いつ斉せいに全員の画面が同じものに変わった。

「おおっ、理り沙さ先生！　あいかわらずお美しい！」

　画面に現れたのは若い女性である。その溢あふれる色気から、シェルター内の高校生──ホルストを除く四名──での人気ランキング堂々一位に君くん臨りんする真ま舟ふね理沙先生（担当：数学）だった。

「久く我が原はら君、授業中ですよ」

「すんません！　先生があんまり綺き麗れいだったもので！」

「あら、嬉うれしいけれど、静かにしましょうね」

　あいかわらず大人の対応である。

　理沙は態度だけでなく、容よう貌ぼうも大人っぽい。ふんわりとパーマがかかった髪かみが色気を発し、〝こんな人が先生だったら、僕ぼくはもう……っ！〟とショタならずとも言いたくなるフェロモンが全身から垂たれ流ながされている。

「調子に乗るなよ、〝淫いん乱らんクソババア〟」

　ぽつり、とホルストがつぶやいた。

　ホルストには女性に最悪なあだ名をつける癖くせがある。

　他の女じよ教きよう師しにも〝行き遅れフェニックス〟〝よく見なくてもブス〟〝オヤジのナイトメア〟〝静かなる加か齢れい臭しゆう〟〝井出サンクチュアリ〟などと名づけて幾いく人にんも引退に追い込み、『女教師クラッシャー』との悪名を持つ生徒──それがホルストだった。

「ホルストくん、先生はババアではありません。まだ二十六です」

「おやおや、聞こえちゃいましたか。でもボクから見れば十分ババアですよ、淫乱先生」

「淫乱でもありません。そういう言葉遣づかいはいけません」

　毎度毎度のやり取りだけあって、さすがに理沙は落ち着いている。

「淫乱でもボクは軽けい蔑べつしませんよ。女性はそういうものだって思ってますから。それに先生は二十二で周まわりから男性がいなくなったんです。欲求不満になってもしょうがありません。ダーツバーでストレス発散をするのも限界がありますからね」

「なっ、どうして私がダーツバーに通っているって……っ！」

「ふふっ、とある情じよう報ほう網もうから耳にしまして。あ、そうそう。『バカヤロ～！　どうして結けつ婚こん適てき齢れい期きに男がいないんだよっ[image: ～][image: ～]！』とわめき散らすのはちょっとやめておいたほうがいいのでは？」

「きゃ[image: ～][image: ～]！　違うのよ！　それはお酒が悪いのよっ！　ウィルスが悪いのよっ！」

「『湊みなと君って男の子、可愛かわいいのよ～。もう二、三歳さい年を取ったら……ふふふっ』」

「なっ──本当か、ホルスト！　理沙先生はそんなことを言っていたのか!?」

　いつも通りの口論だったため様子を見ていたが、そのセリフは聞き捨てならない。

「言ってない！　言ってないわよ！　私を淫いん乱らんにしようとしてもそうはいかないわ！」

　……ちぇっ、やっぱりホルストの作り話か。どうせそんなことだろうと思ったよ。

「ホルスト君、ひとまず黙だまりなさい！　そして後でゆっくりお話をしましょう……」

「見たかい、ミナトくん。全部別のもののせいにして、自分は悪くないと開き直る。これが女だよ」

「とりあえずお前は沈しずんでろ」

　湊みなとはホルストの首を抱かかえると、グキッと折った。

「先生、ホルストは黙らせました」

「あ、ありがとう、久く我が原はら君」

「それで先ほどのセリフ、本当は……」

「何のことかしら？　そんなこと言ってないわよ」

「ですよねー」

　くそっ、ちょっぴり期待したのに……まあ、そりゃそうか。

　湊が落らく胆たんしつつ席に戻もどると、理り沙さが咳せき払ばらいをした。

「今日はあなたたちに重要なお知らせがあります」

　いつにない堅かたい声色。しかも〝重要なお知らせ〟。まさか、これは……。

　湊は手が汗あせばんでいることに気がつき、拳こぶしを握にぎりしめた。

　理沙は深呼吸をすると、一気に吐はき出だした。

「……今まで情報は伏ふせられていましたが、一年前、全世界を覆おおった未知のウィルスに対し、特効薬が開発されました」

「「「「ええっ！」」」」

　皆みなが驚おどろきを示す中、いつの間にか復活していたホルストのみ湊を見て、笑顔を向けている。

「情報が伏せられていたのは、避ひ難なんしている男性たちにぬか喜びをさせないためです。特効薬開発後、世界総出で検証が行われ、昨日、ＷＨＯより安全宣言が出されました。それに応じ、現内閣は男性をシェルターから出すことに決定しました」

「つまり──」

「はい、長いシェルター生活が終わります。本当にお疲つかれ様さまでした」

　いつも温かな目で見守ってきてくれた理沙の瞳ひとみには涙なみだが浮かんでいる。

　湊は一いつ瞬しゆん、信じられなかった。

　いつまでも続くと思っていた生活が、今、このときをもって終しゆう了りようした。

　じわりじわりと胸むねの内から喜びがこみ上げ、それが一定量を超こえたところで湊はたまらず飛び上がった。

「……や、やった！　やったぞ、ホルスト！　出られるんだ！」

「よかったね、ミナトくん。ボクは君が喜んでいることが一番嬉うれしいよ」

「久く我が原はら君、席に戻もどりなさい。まだ連絡は終わってないわよ」

　理り沙さにたしなめられる。しかし怒っている雰ふん囲い気きはなく、その表情は柔やわらかい。

「あなたたちがシェルターに避ひ難なんしてから四年、外では様々なことが変わりました。無論、変わらないもののほうが多いですが、外に出ることで、あなたたちが知っておかなければならないことがあります」

　理沙は真ま顔がおのまま告つげた。




「──女の子は強くなりました」




「………………………はいっ？」

　予想外の言葉に、湊みなとは思わず聞き返した。

　無理もない、といった表情で理沙が説明する。

「シェルター内での放送では伏ふせられていましたが、ウィルスの影えい響きようは女性にもあったのです」

「それが……強くなる、ですか？　死ぬとかじゃなくて？」

「ええ。男性には致ち死し性せいのウィルスですが、女性には好影響が発生したのです。──これを見てください」

　おもむろに理沙は腕うでを振ふり上あげると、背はい後ごにある黒板を殴なぐりつけた。




　──バキッ！




　鈍にぶい音と共に現れた光景が、湊には信じられなかった。

　理沙の拳が黒板を貫き、その奥にあるコンクリートの壁がえぐれている。

　最初、湊はトリックかと思った。しかしそんなことをする意味がないことはすぐに理解できた。

　だとすれば──事実。しかしなかなか信じることができない。

「見ての通り、女性の身体能力は男性を遥はるかに超こえました。もはや女性と男性の腕わん力りよくの差は、大人と子供以上にあります」

「冗じよう談だんじゃないんですよね……？」

「はい」

　湊は改めて理沙の身体からだを凝ぎよう視しした。

　見たところ理沙の肉体はふくよかで、大人の魅み力りよく満まん載さいな均整の取れた素晴らしいプロポーションである。

　特に胸むねとお尻しりの肉付きが素晴らしい。あえてもう一度言おう。本当に素晴らしい肉付きだ。

　身長だって自分のほうが高いように見える。そのため見た目だけなら、力で負けるように思えない。

　湊みなとが首を傾かしげていると、表情で察したのか理り沙さが補足した。

「もしあなたたちが女性の強さを言葉で理解できなかったときのために、映像も用意してあります。こちらをご覧ください」

　モニターの映像が変わる。画面一帯が白い。ひどい吹雪ふぶきのようだ。

　広々とした雪原に、時折見える木々。吹雪さえなければ大自然の絶景と言えそうな雰ふん囲い気きだが、どこなのだろうか。

「場所はアラスカ。これは、ある女性格かく闘とう家かを密着取材した映像です」

「女性格闘家……？」

　湊が目を細めてみると、画面の真ん中に金きん髪ぱつ女性がいた。

　雪中にもかかわらず、裸足はだしで空手の道着を身につけている。なんとも異様な光景である。

　すると前方に──

「ぎゃおおおおぉぉぉぉ！」

　巨大な熊くまが現れた。

「全長三メートル。体重四百五十キロ。最大級のグリズリーです」

「ぐっ……ぐりずりぃぃぃぃ[image: !!??]」

「ご覧ください」

　女性格闘家は〝こぉぉっ！〟と呼吸を整えると、気合を全身にみなぎらせて襲おそいかかった。

　蹴ける、殴なぐる、極きめる！

　グリズリー相手に一方的な展開……のようだ。ようだ、と曖あい昧まいな表現なのは、動きが早すぎてよく見えないからである。

　そして──

「ぎゃおおおおぉぉぉぉ！」

　グリズリーは断だん末まつ魔まの叫さけびを上げ、巨体が崩くずれ落おちた。

「戦闘開始から二十三秒。余よ裕ゆうの一本勝ちです」

　女性格闘家は喜びのあまりダンスを踊おどり始はじめた。それにしてもこの格闘家、ノリノリである。

　と、ここでアクシデント発生！　格闘家がグリズリーにつまずき、巨大な爪つめで手を切ってしまった。これにはスタッフ一同、苦にが笑わらいである。

「あのー、先生」

「なんですか、久く我が原はら君」

「この人、本当に人間ですか？」

　理沙は目め尻じりを釣つり上あげた。

「久我原君！　今の発言はいけませんよ！　それこそが、現在女性が一番恐おそれていることなのです！」

「……えっ？」

「女性の身体能力は向上しました。しかし、心が変わったわけではないのです！」

「あっ……」

〝強い〟というのは、男性にとっては褒ほめ言葉でも、女性にとってはあまりいい意味で使われない。桁けた外はずれな強さについ〝本当に人間ですか？〟と言ってしまったが、考えてみればひどい言い方である。普ふ通つうの女の子がこんなこと言われたら、怒って当たり前だ。

「すいません、先生……」

「わかってくれればいいのです」

　理り沙さは優やさしく微笑ほほえんだ。

「あなたたちは今後、あるべき学校生活に戻もどります。そのとき周囲は女の子ばかりになっています。ですが、忘れないで欲しいのは、どれだけ身体能力が向上しようと、同じ年とし頃ごろの、繊せん細さいな女の子なのです。だからあなたたちは驚おどろくかもしれませんが、思いやりの気持ちを忘れないでください」

　理沙が今後の生活について説明する。

　──が、

（ふふ……ふふふふ……。出られる……ということは、女の子がたくさんいる！　強くなってたって関係ない！　女の子がいるんだ！　ぐふふふふふ……）

　湊みなとの頭の中は、女の子のことでいっぱいとなっていた。




　　　♀♀♂♀♀




　──国こく立りつ四し季きノの森もり学がく園えん




　〇×県の男性保護区に設置された、小高い山の上にある全ぜん寮りよう制せいの高校である。

　この学園には他の学園とは違う特とく徴ちようがある。その特徴がため、昨年度は新設高にもかかわらず、千二百名（各学年四百名）の募ぼ集しゆうに対し、全国からの応募者は六万名に達したことで、地元では大きな話題をさらっていた。

　それだけの応募者がいた理由とはただ一つ──




〝男子生徒の入学を予定している〟




　ためである。

　なぜこのような事態になってしまったのか。それは無論、男性の九十九％が死亡してしまったためだった。

　現在日本で生存している男子高校生は千六百二十一名。男子高校生はＢ─ＤＡＹ以前、約百六十万人であったため、生き残ったのは千人に一人だった。男性の百人に一人が死んだというのは全ぜん年ねん齢れいを合わせた数値であって、実際は子供のほうが抵てい抗こう力りよくが弱いため、年齢が低いほど死し亡ぼう率りつは高い。

　さらにこの約千六百名のうち『肉親の死』『四年間に及およぶシェルター生活』『ウィルスの後こう遺い症しよう』といった理由で、精神又または肉体に影えい響きようがあり、通学困こん難なんとなった者が多数いた。そのため実際通学するのは千五百名ほど。これを各県均等に分散していると仮定すると、一県で約三十名、一学年なら約十名ほどしかいない計算となる。




　つまり──男子高校生は貴き重ちようなのである。




　希き少しよう性せいは付加価値を生む。当たり前に行われていた〝恋愛〟は、ダイヤモンドよりも貴重なものとなった。

　このような事態を受け、国会では〝一いつ夫ぷ多た妻さい〟制度について討とう議ぎが行われていた。男女の不ふ均きん衡こうは人類の大きな課題であり、種の保存の観点からも肯こう定てい的てきな意見が少なからず出た。




　──〝一夫多妻〟はかつての日本では倫りん理り的てきに問題がありましたが、世界を見れば肯定している国も多々あります。これ以上の人口減少は国家の危き機きです。ゆえに〝一夫多妻〟を認めることは理に適かなっています！




　そんな意見もあった。

　しかし結論としては──否ひ決けつされた。

　一つの要因に、すでに医学の発達によって、相手がいなくても子供を作ることができることが挙あげられた。そのため男性がいようといまいと、人口減少とは因果がないと弁べん論ろんされた。

　問題は精神面である。

　これには現文もん部ぶ科か学がく大だい臣じん神かん原ばら幸ゆき恵えの発言に同調するおもむきが強かった。




　──では逆に考えてみましょう。九十九％の女性が死亡したとき、男性はどのような選せん択たくをするでしょうか？　〝一いつ妻さい多た夫ふ〟制度を導どう入にゆうするでしょうか？　……私は導入しないのではないかと思います。この場合、男性たちは数少ない女性を巡めぐって競きそい合あうことを選ぶのではないでしょうか。その結果、魅み力りよくのある男性──容姿、頭ず脳のう、身体能力、性格など、優すぐれた男性が数少ない女性の愛を勝ち取る世の中となるのではないでしょうか。わかりますか？　すでに我々は〝恋愛戦国時代〟に突入しているのです！




　男性のいない世界で四年間過ごした女性たちは〝恋愛戦国時代〟を肯こう定ていした。

　国こく立りつ四し季きノの森もり学がく園えんが通つう称しよう〝恋愛戦国学園〟と呼ばれるのはそのためである。

　そして──そんなことは露つゆ知らず、久く我が原はら湊みなとは四季ノ森学園に通うことになっていた。




　　　♀♀♂♀♀




　湊は寮りようの一室で支給された学生服に袖そでを通していた。

　最終確認として、今日の予定を見直してみる。

　朝、クラス発表（男子生徒のみ）。その後、発表のあったクラスに移動。クラスでは男子が登校初日のため、ホームルームのみで終しゆう了りよう。入学式がないのは、すでに三日前、女子生徒が入学式を終えているためらしい。

　これは男子生徒の検けん疫えきが予想以上に長引き、入学式に間に合わなかったためだった。そのためクラス発表も女子はすでにされており、改めて今日、男子生徒のクラスが発表されることになっている。男子生徒は全員編入扱あつかいであり、日程を急きゆう遽きよ変えられなかったため、現在の処置になったのだった。

　Ｂ─ＤＡＹから四年。外の世界が完全には落ち着いていないことを示す出来事と言える。

　でもそんなことはどうでもいい──と湊は思っていた。

　鏡を見て、慣なれないながらも髪かみ型がたを気にしてみる。

（今日から女の子との高校生活、か──）

　そう、大事なのはそのことである。

　昨日から妄もう想そうが止まらない。芸能人みたいにキャーキャー言われたりしたらどうしようとか、靴くつ箱ばこに手紙が入っていたらどうしようとか、そんな未来絵図ばかりが浮かんでは消える。

　とはいえ、可能性はゼロではない。なにせ同学年の女の子の数は男の千倍だ。この学校では百倍ほどらしいが、それでも男一人に女の子が百人。

　図にすればこんな感じだ。
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　ちょっとした〝ウォーリーを探せ〟である。

（これならモテる……っ！）

　……はずだと思う。少し自信がないのは、

（いくら男が少ないと言っても、俺おれがカッコよくなったわけじゃないしな……）

　と思うためだった。

　ホルストのような美形じゃないし、頭がいいわけでもない。元々小学校のころモテるタイプではなかったのである。期待しすぎて肩かたすかしを食らうのも怖こわい。

　しかし──

「ふふふふ……」

　にやけが止まらないのも事実だった。

　──だが、頭を悩なやませる問題もある。

　一ヶ月ほど前、シェルターを出る前日のこと。

　湊みなとが身み支じ度たくをしていると、突とつ如じよ通話室に呼び出された。

　そして──

『あっ、みなとちゃ～ん。お母さんよ～』

　四十近いとは思えないほど若く、美人で、そして子供っぽい義理の母親──京きよう子こがモニターに映うつし出だされていた。

『京きよう子こさん！　どうしたの、急に？』

『あらあら～、前見たときより随ずい分ぶん大人っぽくなっちゃって～、お父さんに似てきたわ～』

　京子はマイペースでよく話が通じない。

『あの、京子さん。話があるんだよね？』

『あ、そうそう～。あのね、みなとちゃん、わたしみなとちゃんを迎むかえに行けなくなっちゃったの～』

『えっ!?』

　シェルターを出る際、家族が出迎えに来てくれることになっている。そのため湊みなとも当然、京子が迎えに来てくれると思っていた。

『仕事が忙いそがしいの？』

　京子はこう見えて、キャリアウーマンである。元々キャリアウーマンだったが、女性ばかりになり、より重じゆう職しよくを任されるようになったと聞いている。

『うん、それもあるんだけど～、家族じゃなくなっちゃったから～』

『………………………………………………はっ？』

『わたしね、姻いん族ぞく関かん係けい終しゆう了りようをしたの～。だからみなとちゃんとは他人になっちゃったのよ～』

『え、えーと……、それって、父さんと離り婚こんしたってこと？』

『死後離婚はできないからちょっと違うけど、意味的にはそんな感じよ～』

『はあああぁぁぁぁ？　ど、どど、どうして！　父さんとあんなに仲良かったじゃないか！』

『もちろん今もパパのこと愛してるわよ～。でも今のままだと、みなとちゃんとありすちゃんが結婚できないでしょ～』

『……………………えっ？　ちょ、ちょっと待ってよ、京子さん！　俺おれと有あり栖すが結婚ってどういうこと!?』

『あ、当然結婚は本人同士が決めることよ～。でも男の子少なくなっちゃったし、ありすちゃんのお婿むこさん候こう補ほも少ないでしょ～。それならわたし、みなとちゃんがいいんじゃないかって思って～』

『きょ、京子さん！　有栖は妹だぜ！』

『もう妹じゃないわ～。あ、ありすちゃんはこれからみなとちゃんの通う予定の学校にいるから、仲良くするのよ～』

　有栖が妹じゃなくなった!?　しかも同じ学校!?

『きっとパパも二人が結ばれることを望んでいるわ～。二人はあんなに仲良かったんだもの～』

　あかん、完全に妄もう想そうの世界に行っている。

『ということで、頑がん張ばってね～。わたし早く孫の顔が見たいなぁ～』

『俺と有栖は兄妹として暮らしてきたんだぜ？　そんな気持ちになるなんてあるわけ──』

『お金の心配はいらないから～。男の子はその辺の優ゆう遇ぐう制せい度ど、整っているのよ～。それでももし困ったらわたしに言って～。ちなみにわたし、今週から数ヶ月南米に飛んでるから、連絡がつかなかったらごめんね～』

　マジで聞いてねぇ……。

『また連絡するからね～。じゃあね、みなとちゃん～』

　──と、いうことがあったのだ。

　湊みなとはため息をついた。

　はっきり言って馬ば鹿からしい話だと思う。有あり栖すのことは、四年間妹として見ていたのだ。それが急に妹じゃなくなったと言われて、恋愛対象として見られるだろうか？　元々血は繫つながっていないとはいえ、そんなことができるはずがない。

　きっとそれは有栖も同じだろう。母親のマイペースぶりにずっと付き合っているだけあって、呆あきれているに違いない。

　ただ問題は、非常に気まずいということだ。

　四年間家族として暮らして、四年間離はなればなれとなって、今度は他人に戻もどった。

　まったく複雑だ。そんな相手とどうやって接しろというのだろうか？　余計なことをしてくれたものである。

「ミナトくん、準備はできてるかい？」

　ドア越しの声に、湊は顔を上げた。

　寮りようには二十名ほど宿しゆく泊はくできる設備があるが、ホルストの他に居住者はいない。他の男子生徒は皆みな、母親と近くに住んでいるらしい。

　なお、ホルストは元々父子家庭であり、父親が死んだため、天てん涯がい孤こ独どく。同じく湊も例の姻いん族ぞく関かん係けい終しゆう了りようによって天涯孤独。そのため寮にもかかわらず二人っきりとなっていた。

「ああ、今行く」

　湊は着き慣なれぬ学生服に違和感を覚おぼえながら、ホルストと共に寮を出た。

　すると玄げん関かんで、ホルストが耳に口を近づけてきた。

「ミナトくん、昨日も言ったけど──」

「わかってる。女の子には気をつけろ、だろ？　もう耳にタコができたって」

「女の誘さそいに乗ってはいけないよ。きっと狡こう猾かつな罠わなが用意されているから」

「はいはい、わかったわかった。もう行くぞ」

　湊は歩き出した。

　しかし、ホルストがついてこない。どうしたのかと思って振ふり向むくと、ホルストは周囲を埋うめつくす茂しげみの一角をじっと見ていた。

「どうした？」

「……ううん、何でもないよ、ミナトくん」

　ホルストの変わらない笑みに湊は安心し、

「ならいいけど」

　とつぶやいた。




　　　♀♀♂♀♀




　──四し季きノの森もり学がく園えんの女生徒には決められたルールがある。




「……アルファーワンより伝達。ターゲットは寮りようを出ました」

　男子寮近くの茂しげみ──制服姿の少女が身を隠かくし、携けい帯たい片手に湊みなとを目で追っていた。

「しかし、本当にホルスト先せん輩ぱいのほうはよろしかったでしょうか…………はい、わかりました。昨日の打ち合わせ通り対象から外はずしておきます。……それでは引き続き任務を遂すい行こうします」

　少女──四季ノ森学園一年・水みず島しま小こ萌もえは通話を切ると、〝リスに似て愛らしい〟と言われているぱっちりとした瞳ひとみをターゲットに向けた。




　久く我が原はら湊──数少ない男子高校生の生き残り。




　四年ぶりに小萌は男性を見た。
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　昨日は女生徒がこっそり見に行くことを教きよう師しが予見していたため、外がい出しゆつ禁きん止し令れいが発令されていた。そのため今日このときまで、見ることができなかったのである。

　久しぶりの男性に、きっちりと仕事をこなしつつも小こ萌もえは驚おどろきと喜びを隠かくせなかった。

（わっわっ、本当に男の人がいる……！）

　入学する男性の名前、容姿、身長、体重、経歴などを小萌はすでに手に入れていた。これは小萌の先せん輩ぱいの親族が大臣であったため、入手できた情報である。

　しかし恋に恋する少女たちには口止めなど抑よく止しとならない。いつの間にか男子生徒の情報はほとんどの女子が知ることとなっていた。

　その中でもっとも注目されていたのは、湊みなととホルストのコンビだった。

　湊は特別に顔がいいというわけではない。勉強も不ふ得え手てで、男女が同数いる世の中であれば、特別目立つような男子生徒ではなかった。

　しかし運動が好きで正義感の強かった父親譲ゆずりの性格という噂うわさは、〝男性らしさ〟に飢うえていた少女たちの乙女おとめメーターを刺し激げきした。

　また湊が注目されているのは、四年間共に過ごしたホルストの影えい響きようも大きい。

　ホルストの容姿は、四し季きノの森もり学がく園えんに通うことになった男子生徒の中で、ダントツ一番と言っていい。もし男性がウィルスで死ななかった場合でも最上位に属するほどの容姿は、少女たちにとって例たとえようもなく魅み力りよくだった。

　しかし──少女たちはホルストの写真と共に、彼がホモであることもキャッチしていた。

　そこで〝ホモでもいいから抱いて派は〟〝ホモは勘かん弁べん派〟〝ホモが嫌きらいな女子はいません派〟に別れて闘とう争そうが起こったが、全体的にはちゃんとした恋愛がしたい〝ホモは勘弁派〟が圧あつ倒とう的てき多数であり、興きよう味みが湊へ移ったのである。

　湊の注目度の高さには、男同士の友情への憧あこがれもある。そこに〝ホモが嫌いな女子はいません派〟の熱い期待が加わり、湊及およびホルストのコンビに対する興味は、男子生徒の中で随ずい一いちという状態だった。

　小萌自身は純愛に憧れるタイプのため、自然と興味は湊に向いていた。

　女性とは明らかに違うフォルムに、意思とは関係なく胸むねが踊おどっていく。

（写真は小学生のときのだったから、やっぱり雰ふん囲い気きが違うなぁ……。写真よりずっとかっこいいかも……）

　ぽーっ、とつい見とれる。

　しかし次の瞬しゆん間かん、小萌は我われに返り、頭を振ふった。

（何を考えているの。ダメだよ、わたしなんかじゃ。数少ない男性なのだから、優ゆう秀しゆうな先輩たちに譲ゆずらなきゃ……）

　小萌は予想以上に心が惹ひきつけられている自分を恥はじた。

（先輩に注意されたじゃない。久しぶりに男性を見るからって、心を見ないのは恥ずかしいことだって……。そう、わたしたちはいくら男性が少なくなっても、それだけでなびく安い女じゃないんだから……）

　四し季きノの森もり学がく園えんの生徒は倍ばい率りつ六十倍を乗り越えて入学を許された、一種のエリートだった。それは単に学力だけではなく、容姿、家いえ柄がら、スポーツや芸能など、多た岐きにわたる項こう目もくが評価されてのことである。そしてそれを〝恋愛戦国時代〟の中で、〝恋愛を許された特権を得た者〟として認にん識しきする少女たちもいた。

　そんな彼女たちには、選び抜かれたプライドがある。安い女ではないのである。

　そのため恋愛をする相手にも、相応のものを求める一いつ派ぱがあった。




　通つう称しよう〝常磐ときわ会かい〟。生徒会長・三さん条じよう常磐の名から取られた集団である。




　常磐会は四季ノ森学園にいくつかある〝会〟の中でも有力な派は閥ばつであり、会長である三条常磐の強きよう烈れつなカリスマ性によって成り立つ集団だった。

　常磐は会を作る際にこう語っている。

『世の中から男性が減り、世界は変わってしまった。しかしかつての道徳を捨ててしまっていいのだろうか？　例たとえば、恋愛とは男女が惹ひかれあって成り立つものだ。それは美しい行こう為いであり、奨しよう励れいすべきものだ。しかし男性が減ったことで、恥はじ知しらずなアピールをする者が出てくるのではないだろうか？　私たちはそんな安い女ではないはずだ。〝男が少ないから、消去法として彼を好きになった〟〝男の歓かん心しんを買うために媚こびを売る〟──こういったことは恥はずべきものだ！　諸君、世界は変わっても、私と共に一人の女として誇ほこり高たかく生きていこうではないか！』

　この言葉に同調した少女たちでできたのが、常磐会である。

　そのため、常磐会には〝シンデレラシンドローム〟と言えるような独特の空気がある。

　常磐会の少女たちは一人の乙女おとめとして真剣に恋に憧あこがれ、それに相応ふさわしい自分であろうとし、それゆえ〝白馬の王子様がいつかやってきてくれる〟と思っているところがあった。常磐会が他の会に比べ禁欲的で保守的と言われる由ゆ縁えんである。

　ゆえに常磐会はホルストを恋愛対象から除外している。彼女たちの観念から言えば〝同性愛者は恋愛対象とならない〟ためである。

　これは差別ではなく、単純に〝恋愛は双そう方ほうが好きになって成立するものである〟という感性を反映した結果だった。相思相愛となりえない同性愛者と恋愛に陥おちいることはないと判断したため、常磐会はホルストを監かん視し対象から外はずしていた。

　なお、四年間男性がいなかったことにより女性の同性愛者は急増し、四季ノ森学園にも〝百合ゆり会かい〟という会がある。常磐会は百合会と対立しているわけではないが、旧世界の常じよう識しきを重んじる常磐会にとって百合会と仲があまりよくないのは無理もないことだった。

「ミナトくん、正門はこっちだよ」

「すまんすまん。広すぎて迷子になるよな」

「ボクとしてはこの坂道を何とかして欲しいよ。男性を保ほ護ごするために山を丸ごと学園にした意味は理解してるんだけどね」

「俺おれは嫌きらいじゃないけどな。シェルターじゃ緑が少なかっただろ？　自然がこんなにもいいものだなんて昔は気づかなかったぜ」

　湊みなとの動きに合わせて小こ萌もえは茂しげみを移動し、監かん視しを続ける。

　だが──音はまったくしない。

　これは彼女の特とく殊しゆ能力と言っていい力だった。

　小萌はその小こ柄がらな体たい軀くと愛らしい容よう貌ぼうから、周囲からマスコットキャラクター的扱あつかいを受ける少女だった。頰ほおの輪りん郭かくに沿って巻き込むようなブラウニーボブショートと前向きで頑がん張ばり屋やな性格は〝小動物的キャラクター〟付けに一役買い、その地位を確立した。

　ただ、それだけが水みず島しま小萌という少女ではない。

　小萌は臆おく病びようだった。だから空気を読み、周囲に同調しようとした。そのため〝マスコットキャラクター〟という地位は、彼女の努力によって作り上げたと言えるものだった。

　そうした性格と努力はウィルスによる身体能力向上と共に、彼女の中で力を開花させた。

　それが意い識しき的てきに気け配はいや音を消し去る能力──【少女は見ていたベイビーステツプ】である。

　小萌は常磐ときわ会かいの中で、【少女は見ていたベイビーステツプ】と臆病な気性による自制を見込まれ、斥せつ候こう役やくを託たくされたのだった。

　常磐会の選せん択たくは正しかった。小学校のころから女じよ学がく院いん附ふ属ぞく育ちの小萌には、男子生徒──しかも先せん輩ぱいに対し、気軽に話しかけることなど、できることではなかった。

　小萌は男子に憧しよう憬けいと畏い怖ふを覚おぼえている。常磐会の教えもある。それだけ小萌にとって女性と男性とは違う存在だった。

　しかし──

（もし機会があれば、私も少しお話してみたいな……）

　そんな小萌でさえ、男性への興きよう味みを止めることは叶かなわなかった。

　その事実は、彼女のような気持ちを持つ女生徒がほとんどであることを示していた。




　──四し季きノの森もり学がく園えんの女生徒には決められたルールがある。




　大人たちは少女たちが男子生徒に興味を持つことを予見していた。

　そして予見できるがゆえ──懸け念ねんしていた。

　乙女おとめたちの暴走により、険悪な状じよう況きようが繰くり広ひろげられ、貴き重ちような男性が負ふ傷しようしてしまうことを。

　また圧倒的に女性が多いという状況に付け込み、男性が図に乗ることも避さけておきたい事態だった。

　以上の理由により、内閣は男子生徒を受け入れる学園に対し、以下の通達を出した。




　──四し季きノの森もり学がく園えんの女子生徒は男子生徒に対し、恥ずべき行為を慎つつしむべし。




　非常に曖あい昧まいな言葉である。

　そのため教きよう師したちはこの通達から具体例をいくつか作った。




　〇性差発言及および能力の意味のない使用は慎むこと

　〇男子生徒を見かけたとき、大声を上げたり、好こう奇きの目で見たりしないこと

　〇教室に押おしかけ、自分勝手に話しかけたり、物を渡わたしたりしないこと




　これらは男子生徒の奪うばい合あいの激げき化か及び秩ちつ序じよの崩ほう壊かいを懸け念ねんしたものである。

　教師たちは特効薬の検証にかかった一年の間、来たる男子生徒の到来に向けて、口を酸すっぱくして女生徒たちに指し導どうした。また保守的な常磐ときわ会かいはルールの順守を表明し、積極的な啓けい蒙もうと勧かん告こくを行った。

　そうした土ど壌じようの上で、教師たちはこう脅おどした。

『もしルールを破ったときは、相応の罰を与える』

　教師たちはあえて罰ばつの内容を決めなかった。実際にルールが破られた状じよう況きようにならなければ罰を決めにくいというのがその要因だったが、恐おそろしい罰があると暗示をかけることで、抑よく止しに効果が上がることを期待した。

　実際のところ、少女たちは教師たちの期待以上に、恐きよう怖ふした。

『もしかしてルールを破れば、退学させられるのではないか』

　そう考えた。六十倍の倍ばい率りつをくぐり抜ぬけてせっかく入学したにもかかわらず、退学させられては何にもならない。そのため少女たちはルールを犯すことを強く恐れた。

　かといって、大人しくしていることなど、少女たちにはできなかった。

　だからこそ少女たちは、許容されるラインがどこまでか──探さぐった。

（男の人って、やっぱり背せが高いなぁ……）

　小こ萌もえは湊みなとの背中に熱い視線を送る。

　少女たちの調査結果の一つとして〝男性や教きよう職しよく員いんに知られなければすべて問題ない〟というものがある。つまり〝気がつかれないストーキングであれば問題ない〟のである。無論、バレればルールに抵触し、完全にアウトである。その場合、何らかの罰則が小萌に課せられることは間違いない。

　しかし小萌の能力への自信と男性への興きよう味みは、恐怖を忘れさせるほどのものだった。

（久く我が原はら湊みなと先せん輩ぱい、かぁ……）

　自制と好こう奇き心しん──

　この二つを兼かね備そなえつつも、恋愛真まっ盛さかりの時期におあずけをくらっていた乙女おとめたちの行動力は、かつての常じよう識しきから言えば、常じよう軌きを逸いつしようとしていた──




　　　♀♀♂♀♀




　四し季きノの森もり学がく園えんは正門から校舎までまっすぐ坂が続く。坂の途中には寮りようへの分ぶん岐き点てんがあり、正門から中に入って右に行くと男子寮、左に行くと女子寮となる。

　そのため湊とホルストが寮の分岐点に出ると、少女たちの姿が見え始めた。

　最初はじろじろ見ては恥はずかしいと思っていた湊だったが、段々と興きよう味みに負け、周囲を歩く女の子たちに目移りするようになっていた。

　四年ぶりの生なま女子高生である。当時は女子高生なんて年が上過ぎて興味がなかったが、いざ自分がその年ねん齢れいになってみると、存在自体が新鮮だった。

（みんな可愛かわいい……）

　最初は新鮮だから可愛く見えるのかと思ったが、ちょっと落ち着いて考えてみてもレベルが非常に高い。

　苦あれば楽あり。シェルター内での生活が噓うそのような楽園パラダイスである。

「おい、おいおいおいおい、なんだよこれ！　周まわりみんな女の子だぞ！　わかってたけど凄すごいな……なぁ、ホルスト！」

「……わかったから落ち着いて、ミナトくん」

　ホルストは女の子が見え始めてからずっと不ふ機き嫌げんだ。そのためか口調もそっけない。

「それよりミナトくん、顔がにやけてるよ」

「おっと──」

　慌あわてて口を隠かくす。

　ホルストはこれみよがしにため息をついた。

「まったくボクは情けないよ。あれだけ言っていたというのに、君はボクの話を何も聞いてないんだね」

「わかってるって。俺おれもこうして騒さわいでるけど、話しかけるのは怖こわいって思ってるんだ。これはお前の話を聞いてたからだぞ？」

「ならいいんだけど」

「でも男だらけのところからいきなりこれだぜ？　驚おどろいたっていいだろ？」

「まあ、確かに……ね」

「でもさ、思ったより注目されないんだな」

　もっと興きよう味み津しん々しんな視線を集めるものと思いきや……普ふ通つうだった。ちらっと見てくるくらいはするが、キャーキャー言われたりはしない。

「く～、絶対モテると思ったのに……」

　ホルストはクワッと目を見開いた。

「ミナトくん、君はそんなことを考えていたのかい……？　今すぐそんな汚けがれた思想は捨てるんだ！　よしっ、わかった！　ボクの溢あふれる愛で浄じよう化かしてあげるよ！」

「とか言いながら手を握にぎるなっ！」

　湊みなとはいつものようにホルストをエルボーでダウンさせた。

　しかしここはシェルター内とは違い、外である。その差は奇き声せいが上がることで訪れた。




「キャ───っっっ！」




　声を発したのは〝ホモが嫌きらいな女子はいません派は〟の一人だった。今まで妄もう想そうで繰くり広ひろげていた光景が現実となり、感動を抑おさえられなかったのである。

　それに対する周囲の少女たちの行動は早かった。

　すかさず一番近かった少女が口を塞ふさいで黙だまらせると、

『退学したいんか、ワレ』

　と耳元で脅おどした。突とつ然ぜんの脅しに恐きよう怖ふで顔が引きつったところ、別の少女が首元に手しゆ刀とうを落とす。それで奇声を上げた少女は気絶した。

　少女たちの動きは巧たくみで、そして自然である。

　口を塞いだ少女が心配そうに〝ホモが嫌いな女子はいません派〟の少女を抱きかかえれば、手刀を放はなった少女は山に目を向け、

「あんなところに蛇へびが……。よっぽど怖こわかったのね……」

　とつぶやいた。

　彼女たちは顔見知りというわけではない。まったく見ず知らずの他人でありながら、とっさの機き転てんによってこれだけのことを成なしていた。




　──そう、少女たちは湊たちを注目していた。




　ただ、湊が気づけなかっただけである。

　あくまで慎しん重ちように、だが湊の意い識しきが向いていないところでは大だい胆たんに、湊を凝ぎよう視ししていた。

　だがしかし、湊が感知できないのは無理もない。




　──女の子は強くなったのである。




　湊みなとがこちらを見そうだと感じるや否いなや、男では感知できぬほどのスピードで顔を背そむけ、素知らぬ振ふりをしていた。残のこり香がさえ感じさせないのは、少女たちの異常な集中力があってこそのことだった。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　湊が駆かけ寄よると、介かい抱ほうをする二人の少女は不安げな顔で囁ささやいた。

「ええ、たぶん驚おどろいて気絶しただけなので」

「そっか！　じゃあ助けなきゃな！　保健室に連れて行くんだろ？　手伝うぜ！」

　湊は胸むねを張って協力を申し出た。

（これは女の子と仲良くなるいいチャンスだ！）

　男としていいところを見せておきたいという感情が湊にはあった。もちろん倒れた女の子を助けるのは男として当然だ、という意い識しきもある。

　しかし湊は気がついていなかった。この展開が少女たちによって画かく策さくされたものであるということを。

　湊の申し出こそ、彼女たちが待ち望んだものだった。

　彼女たちにとってホルストが湊の手を握にぎったのは驚きよう天てん動どう地ちの事態であり、〝ホモが嫌きらいな女子はいません派は〟の少女がつい奇き声せいを上げてしまうのも無理はないという感情があった。それだけにこのことで退学にさせられてしまうのはかわいそうだという思いもあった。

　しかしそんな優しさだけで助けたわけではない。

（この騒さわぎに便びん乗じようすれば──）

（男性との接点ができる……っ！）

　いきなりアタックすることが禁じられている学園において、〝いかに自然に男性と接点を持つか〟というのは大きなポイントだった。

　彼女たちの思おも惑わくは見事的中した。

　しかし彼女たちの攻こう勢せいはまだ終わっていない。追い打ちをかけるべく、控ひかえめに応じる。

「でも、悪いよ……」

「男性は学園に来るの、今日が初めてですよね？　そんな人に手伝ってもらうなんて、申し訳なくて……」

「いや、男だからこそ任せてくれよ！」

　心配している表情は崩くずさず、彼女たちは心でにやける。




　──計画通り。




　大だい胆たんな行動と細心の配はい慮りよ。それが結実した瞬しゆん間かんだった。

「じゃあ、お言葉に甘あまえて──」

「うん。こんな風に言ってくれていますし──」

「──待つんだ、ミナトくん」

　横よこ槍やりを入れたのはホルストだった。

「君が行っても邪じや魔まなだけだよ」

「おい、ホルスト。邪魔ってことはないだろ」

「だって女は君よりずっと力があるんだよ？　それに君は保健室の場所すら知らない。それでホームルームに遅れたら、周まわりが困るんだよ？」

　一理ある、と湊みなとは思った。男性が希き少しようであるためか、理り沙さから『あなたたちが学校に遅れると教きよう師しが捜そう索さくすることになるので、絶対遅れないように』ときつく言われている。

　しかし、湊はこのチャンスを逃のがしたくなかった。可愛かわいい女の子とお近づきになれるチャンスがいつあるかわからないのである。ならばホームルームをサボってでも、仲良くなっておきたいところだった。

「ホルスト、か弱い女の子のためだ。男が一ひと肌はだ脱ぬぐのは当然だろう？」

　キラリと白い歯を見せて、男らしさをアピールする。

「か弱い、ねぇ……」

　ホルストは苦く渋じゆうの表情を浮かべると、少女たちに低い声で尋たずねた。

「おい、そこの二人。本当に二人で持てないのか？　言ってみろ」

「えっ？　えーと、それは……」

「ねぇ……」

　少女たちは曖あい昧まいにはぐらかし、どうも要領を得ない。そのことにホルストがブチ切れた。

「ファ○ク・ユー……。ぶち殺すぞ、このビッチども……」

　場が凍こおりつく中、ホルストは構かまわず続ける。

「これだから女はクズなんだ……。できるくせにカマトトぶりやがって……。てめぇら、さっさと正直に言わないと便所の中まで追ってぶち殺して──」

「ご、ごめんね！　俺おれたち先に行くから！」

　本当は延えん髄ずい蹴げりをしたいところだが、女の子がいるためそこは我が慢まん。まずは引ひき離はなすのが先決と考え、湊は泣く泣くホルストを摑つかんで無理やり山の中に引っ張った。そして少女たちが見えないところまで引きずると、襟えりを摑んで木に押おし付つけた。

「おい、ホルスト……どういう了りよう見けんだ……」

「き、君は騙だまされていたんだ……っ！　あれは女たちの罠わなだよ……っ！　ああいう風に心配しているように見せて、君にいいところを見せようとしていたんだ……っ！」

「お前、被ひ害がい妄もう想そう強すぎだぞ……。あんないい子たちだったじゃないか！　くぅ～、せっかくお近づきになれるチャンスだったのに！」

「──それよりミナトくん」

「あぁ？　なんだよ」

「何だか、キスしそうな雰ふん囲い気きだね」

　山の中。木を背せに向かい合う男二人。見ているのは小鳥だけ……。




　アッ─────────！




　湊みなとはホルストのみぞおちに拳こぶしを叩たたき込こんだ。

「今度同じこと言ったら殺すぞ……」

「ご、ごめんよミナトくん！」

　湊はホルストの哀あい願がんを無視し、背を向けた。

　そのとき合わせて動き出した一団がいた。こっそり二人を追っていた少女たちである。彼女たちは通学路近くから山の中を覗のぞき込こんでいたが、二人が動き出したことで即そく座ざに散開した。

　なお、この少女たちの中に湊とホルストが向かい合っているシーンを激げき写しやしていた少女がおり、写真は少女たちの秘密クラブにおいて一枚千円で飛ぶように売れるのだが、それは湊の預かり知らぬところの話である。

『よかったね、思ったより変わってなさそうで。女の子に弱いの、いかにもミナトンらしいよ。それとすんなり騙だまされるのもミナトンらしいよね』

『お兄ちゃんったら！　何よ、デレデレしちゃってっ……！』

　そしてまた、単純な興きよう味み本ほん位いで見に行った少女たちと別の感想を抱いだいていた少女がいたことも、湊は知らなかった。

「そ、そうだ、ミナトくん！　さっきあの女が山で蛇へびを見たって言ってたけど、それ以外もいるようだから気をつけたほうがいいよ」

　本来の通学路に戻もどったところで、ホルストがフォローをしようと話しかけてくる。

　まともな話題であったため、湊は少し機き嫌げんを直し、話に乗ることにした。

「それ以外って？」

「人口が半減したから、荒あれ放ほう題だいの山が多いらしくてね。どうも野生動物が激げき増ぞうしているらしいんだ」

「へ～、じゃあここにも──」

　と言いかけたところで、

「キャ───っっっ！」

　本日二度目の奇き声せいである。

　しかし響ひびきは一度目とは違う。その声には純じゆん粋すいな恐きよう怖ふが込められていた。

「おっこ○ぬしよ！　またおっこ○ぬしが出たわ！」

「おっこ○ぬし……？」

　湊みなとが前方に目を向けると、丘の頂上辺りの少女たちが道を空けたところだった。

　少々距きよ離りがあり、伝わってくるのは少女たちの動どう揺ようばかりだ。彼女たちは〝おっこ○ぬし〟から逃にげようと、通学路を戻り始めている。

　少女たちが校舎や山に向かわず、あえて通学路を逆走しているのは、湊たちに少しでも自みずからの姿をアピールしようという涙なみだぐましい努力だった。そのため向上した身体能力によって楽々逃げられるにもかかわらず、

「いや～ん、こけちゃった♪」

　といったドジっ子アピールが続出したが、肝かん心じんの湊はおっこ○ぬしと呼ばれた物体を見て、それどころではなかった。

「ちょ……おいぃぃぃ！」

　デカぁぁぁぁいッ 説明不要ッッッ！　なイノシシだった。

　さすがにアニメや漫まん画がに出てくるようなものに比べれば常じよう識しき的てきな範はん疇ちゆうだが、それでも胸むねほどまである巨体であり、その顔は凶きよう悪あくだ。おっこ○ぬしの名が付けられるのも納得のイノシシである。

　おっこ○ぬしはターゲットを定めたらしく、湊の斜ななめ前まえにいた二人の少女向けて突とつ進しんを始めた。

　だが二人は恐きよう怖ふで動けないのか、固まっている。

「危ない……っ！」

　とっさに湊は飛び出し、少女たちの前で両手を広げた。

「今のうちに逃げ──」

　と声をかけて逃がそうとしたところで──

「邪じや魔まぁ！」

　助けようとしたツインテールの少女に蹴けり飛とばされた。

　あれである。瞬しゆん時じに斜め前方に現れて蹴り飛ばされる、あれである。

　予想外のことに、湊は放心状態のまま後方に飛ばされた。

　通学路は坂のため、勢いを止めなければそのまま転ころげ落おちる。そんなところをキャッチしてくれたのは、助けようとしたもう一人の少女だった。

「いって～」

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ……」

　助けようとした二人の少女のうち、一人に蹴られ、もう一人には逆に助けられ、湊は情けなさのあまり死にたくなった。

　しかし二人の少女は気にしていないようだった。

「こっちは大だい丈じよう夫ぶよ、千ち湖こ！」

「オッケー」

　湊みなとを蹴けり飛とばした小こ柄がらなツインテールの少女──千湖は、自分の背せ丈たけほどあろうイノシシに対し真っ向から受け止める体勢を取った。

「ちょ……さすがに無理だろ……っ！」

　体格差がありすぎる。身長こそ同程度だが、おっこ○ぬしは横よこ幅はばが広く、体重で言えば十倍は軽くある。

　そんな巨体が助走をつけて、猛もう然ぜんと千湖にぶつかっていった。




　──ドスンッ！




　重みのある衝しよう突とつ音おん。だが──千湖はきっちり鼻についた牙きばを摑つかみ取とり、押おさえ込こんでいた。

「大丈夫なのかよ!?」

　湊は思わず突つっ込こんだ。

　どんだけ強いんだよ、現代の女子高生……。これだけの力があれば、さっきホルストが言ったように、人一人を運ぶことなんて簡かん単たんなことである。

「ぐぐぐっ……」

　しかしさすがに力比べは劣れつ勢せいなようで、靴くつがコンクリートを滑すべり、じりじりと押されていく。

「さすがにやるね……。でも今日は新技を用意したから負けないよ」

　因いん縁ねんがあるのかよ!?　っていうか、何真ま面じ目めにバトルしてるの!?

　あれか、この学園には日常的にイノシシとバトルし合うような女子高生がいると、そういうことか……。

　すでにかつての常じよう識しきが欠片かけらも通用しない。なんて恐おそろしい世界になってしまったんだ……。

　千湖は気合を込め、叫さけぶ。

「行くよ！　これがアタシの新技──」




　　　〝女子高生式ＤＤＴ〟




　ＤＤＴとは相手の頭部を片かた脇わきに捕らえ、そのまま相手の頭部をマットに叩たたきつける投げ技である。アメリカ合衆国のプロレスラー、ジェイク・ロバーツが開発し、殺さつ虫ちゆう剤ざいのＤＤＴから由ゆ来らいしているとインタビューで発言していることから、プロレス実じつ況きようにおいてＤＤＴは『リング上の殺虫剤』『プロレス人間殺虫剤』とも形容されている。

　さすがのおっこ○ぬしもコンクリートに頭を叩きつけられ、無事では済まなかったようだ。ピクピクと痙けい攣れんして、地面に横たわった。

「やったわね、千ち湖こ」

「ふふんっ、任せてよ」

「って、誰だれも突つっ込こまないのかよ！　そもそも『女子高生式』って何だよ！」

　千湖が上じよう機き嫌げんで解説する。

「いいところに気がついてくれたね！　『女子高生式』は、スカートがめくれないよう配はい慮りよしていることからアタシが名づけたものだよ！」

「その前にＤＤＴを巨大なイノシシにかます女子高生のほうがどうかと思うぞ」

「まあまあ、気にしない」

「気になるわ！」

　湊みなとのツッコミを無視し、千湖は気絶するおっこ○ぬしを見下ろした。

「お前は強かったよ。でもアタシのほうが強かった……。だけど安心するといいよ。君の力は、アタシの中に宿るのだから……」

　湊は突っ込もうとして、やめておいた。

　少女にとって、相手は獣けものだろうと因いん縁ねんがあったほどの好敵手だった。ならば突っ込めば少女を傷きずつけかねない。

「よーし、供く養ようも済んだし、今日の夕ご飯はご馳ち走そうだよ！」

「って、食うのかよ!?　美しいライバル関係はどこにいったんだよ!?」

「えっ？　だって美味おいしいよ？　イノシシ」

　食欲優ゆう先せんかよ！　た、たくましすぎるだろ、女の子ぉぉぉ！

「今は食料事情がだいぶよくなったけど、一時は大変だったの。食料は大切にしないと」

　助けてくれた少女が背はい後ごから声をかけてくる。

「えっ？　そ、そうだったのか……」

　ならば女の子のたくましさも、世界の変へん貌ぼうを考えれば当たり前のことなのかもしれない──と湊は納得しておくことにした。

　声をかけられたことで、湊は何気なく振ふり返かえった。そして次の瞬しゆん間かん、硬こう直ちよくした。

　そこにいたのは、まさに理想を体現したような少女だった。

　一言で言えば──〝良家のお嬢じよう様さま〟。

　腰こしまであるロングストレートからフローラルな香かおりが漂ただよってくる。髪かみの一部が三つ編みにされているのがまた素晴らしい。清せい楚そさを強調する、実に見事な仕事ぶりである。くりっとした眼と透すけるような白い肌はだもたまらない。まさに非のつけようのない美少女ぶりだ。ニーソックスに包まれた足はスラリと伸のび、スレンダーかつ均整の取れたプロポーションは見事な造形美と言えよう。一つ難なん点てんをつけるとすれば小ぶりな胸むねだが、胸に貴き賤せんはない。どんな胸でも尊いのである。

「あれ……？」
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　何だろう、この鼓こ動どうは。

　可愛かわいい女の子は大好きだ。でもそれだけじゃない、特別な高鳴りを感じる。

（お、俺おれ、もしかして──）

　先ほどから添そえられている彼女の手が、今は妙に熱い。

　彼女と話したい。彼女に触れたい。なのに無茶苦茶恥はずかしくて、動くことができない。

「そういえばミナトン、大だい丈じよう夫ぶだった？」

　千ち湖この声で湊みなとは我われに返った。

「ん、ミナトン……？」

　随ずい分ぶん前に呼ばれていたあだ名。そう、まだシェルターに入る前、友達に呼ばれていた名だ。

「あれ、ミナトン、まだ気づいてないの？　それはないんじゃない？　ね、アリス」

「えっ──」

　千湖の視線は、すぐ後ろにある。

　ということは、さっき助けてくれた少女が──

「久しぶり……お兄ちゃん……」

　はにかんだ笑顔がかつての記き憶おくと一致する。

　そこにいたのは、四年間家族として暮らし、四年間離はなればなれとなり、そして今は他人となった少女──紫し桃とう有あり栖すだった。

　湊みなとは少女が有あり栖すとわかった瞬しゆん間かん、頭が真っ白になっていた。

　そして次の瞬間に襲おそってきたのは、猛もう烈れつな恥はずかしさだった。

　四年ぶりに会って、妹がわからなかった──ここまではまだいい！　だが妹を見て、この感情はどうよ？　ありえないだろ？　有栖は妹なんだぜ？　それが、それが──

「どうしたの、お兄ちゃん？」

「ぬおおおぉぉぉ！　何やってんだよ、俺おれぇぇぇ！」

　この世に生まれ落ちて十六年、人生最大の過あやまち……いや、屈くつ辱じよくだ！

　この屈辱をどう表現すればいいのだろうか。そう、家に帰ってみたら机つくえに母子もののエロ本が綺き麗れいに積まれ、一番上に『ほどほどにね』と手紙が置かれていた気分だ。何かもう『違うんだ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！』とご近所を叫さけびながら走り回りたい。

「お、お兄ちゃん!?　どうしたの？」

　有栖の視線が痛い。兄としての尊そん厳げんがぶち壊こわしである。恥ずかしすぎて顔を見返すことさえできない。

「アリス、きっとミナトンはアリスがあんまり美人になってたから照れてるんだよ」

「なっ──」

「えっ──」

　最悪のタイミングで最悪の爆ばく弾だんを投下したにもかかわらずニコニコと笑うのは、先ほどおっこ○ぬしを見事撃げき沈ちんしたツインテールの美少女である。

「な、ななな、何言ってんだ、お前！　ちっ、ちげーよ！」

「まあまあミナトン、照れない照れない。うんうん、アタシにはわかってるから」

「わかってねーよ！　どうして俺が妹に照れなきゃいけないんだよ！」

「もう妹じゃなくなったんでしょ？」

　有栖の友達なのだろうか。事情を知っているようである。

　だとしても湊は、彼女の言葉を認めるわけにはいかなかった。

「妹ってことを抜いても、こんな貧ひん乳にゆうに俺が照れるわけないだろ！　滅め茶ちや苦く茶ちや言うなよ！」

「ひ、貧乳──」

「ミ、ミナトン、それはまずいって！」

　制止されるが、もう止まらない。

　恥ずかしさが一周回って怒りに達し、滑すべるように舌が回る。

「女の子のチャームポイントってさ、やっぱり胸むねだよな～。やっぱりこう、もっと胸が大きくないと、女の子って言えないって。だから有栖を女の子として見るなんて、妹じゃなくてもやっぱり無理というか──」

「……お兄ちゃん」

「ん？」

　首を反転させる。そこには仁に王おう立だちした有あり栖すの姿があった。

「最っっっ低っっっ！　久しぶりに会ったっていうのに、何でそんなこと言うの！　もっとこう、言うことがあるんじゃないの！」

「なな、何だよ！　そんなに怒らなくたっていいだろ！」

「怒って何が悪いのよ！　こっちはずっと心配してたっていうのに、その態度は何よ!?」

「はぁ？　それはこっちのセリフだろ！　お前がピーピー泣いてないか心配してやっていたのに、いきなり突つっかかってくるんじゃねーよ！」

「先にひどいこと言ったのお兄ちゃんでしょ！」

「はっ、昔は泣き虫だったくせに！」

「どうしてそこで泣き虫が出てくるのよ！　全然話と関係ないでしょ！　それにわたしはもう泣き虫じゃないわよ！」

「ふ～ん、それはどうだかな～」

「いつからお兄ちゃんの頭は止まってるのよ！　お兄ちゃんの頭、スポンジみたいになってるんじゃないの！」

「何だって！」

「お兄ちゃん、昔から頭悪かったもんね～。そんなこと覚おぼえてないなんて、もうお猿さるさんと同じレベルじゃないの？」

「なんだと～！」

「スト[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ップ！」

　千ち湖こが間に割り込んだ。

「二人とも四年ぶりの再会なんでしょ!?　何でいきなり喧けん嘩かしちゃうの!?」

「いや、だってさ、有栖が……」

「だってお兄ちゃんが……」

「もうさ～、言い訳の内容まで四年前から全然変わってないじゃん。二人とももうちょっと成長しようよ～」

「い、言い訳じゃないわよ！」

「はいはい、わかってるって。わかってないけど」

「わかってないじゃない！」

　湊みなとは首をひねった。

　千湖という少女は、かつての知り合いのようだ。なのにどうも記き憶おくと繫つながらない。千湖という名前までわかっているのに、さっぱり思い出せずにいる。

「あれ？　ミナトン、まだアタシのこと思い出せないの？　冷たいなぁ。よく一いつ緒しよに遊んだじゃん」

「よく遊んだ……？」

　その言葉に、湊みなとの記き憶おくがくすぐられた。

　有あり栖す以外でよく遊んだ女の子と言えば──

「あっ……チーコか！　チーコだろ！」

「そう！　やっと思い出した？　遅いって！」

　確か本名は千ち賀が浦うら千ち湖こ。しかし当時は苗みよう字じや名前で呼んでおらず、〝チーコ〟としてしか認にん識しきしていなかった。

　昔の千湖はまるで男の子のような活発な少女だった。完全に男友達扱あつかいで、一いつ緒しよにサッカーや野球をやっていて、〝男おとこ女おんな〟とまで呼ばれていた。

　千湖だと女っぽいから、あだ名はチーコ。ジーコっぽくて、女を感じさせないため、誰だれかが名づけたのだ。そのころは一いち人にん称しようも〝アタシ〟じゃなく〝ボク〟だった。

　だが今は可愛かわいらしいツインテール──しかも豊かなボリュームやエアリーな質感に秀ひいでた〝天使の翼つばさ〟と形容されるような、最上級のラビット・スタイル・ツインテールである。

　これでは一発でわかれと言うほうが無理だろう。

「いや、気がつけないって。お前、男同然だっただろ？」

「まあ、それはそうなんだけどね～」

　妙に話しやすいはずである。

「しかしお前、女の子っぽくなったなぁ……」

　小こ柄がらなのはそのままだが、胸むねとお尻しりの出っ張り具合がまるで違う。正直、この部分に関して有栖はまったく相手にならない。細身ながら引ひき締しまったラインはメリハリを強調し、もはや男同然なんて冗じよう談だんでも言えないほどである。

　ただ千湖に対してはいやらしい目で見ようという気が起きなかった。幼なじみのせいだろうか、ちょっと他の女の子とは感覚が違う。なんというか、友達なのだ、やっぱり。

「ミナトンさぁ……」

「ん？」

「ば[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っかじゃねぇの!?」

　ああ、そうだ。こいつ、結構ズケズケ言うやつだった。

「あのさ、ミナトン。アタシを褒ほめたってどうしようもないじゃん」

「いや、思ったまま素直に言っただけだが」

「は[image: ～][image: ～]、どうしてアタシには素直になれて、有栖には素直になれないの？」

　ぶっ、と思わず湊は吹ふいた。

「ばっか、俺おれは誰にでも素直だよ！」

「どこが？　じゃあ有栖について言ってみてよ？」

「………………………………」

　有栖がじーっと見つめてくる。何なんだよ、その訴うつたえるような目は。

「……………………あ[image: ～][image: ～]、もう何だっていいだろ！」

「もう、ミナトン！　何で逃にげるの！」

「逃げてねぇ！」

「ミナトくん、いいかな？　そろそろボクにも二人を紹しよう介かいして欲しいんだけど……」

　少し離はなれて見ていたホルストが寄ってきた。

「正直お前には紹介したくないんだが」

「時々ひどいよね、ミナトくん」

　そりゃそうだろう。女の子を毛け嫌ぎらいし、散々先生たちを引退に追い込んできたやつに、妹と貴き重ちような女友達を紹介するのはちょっと気が引ける。

　湊みなとが迷っていると、ホルストがこっそりと囁ささやいてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。君が大切にしている妹と幼なじみであることはわかってるから。そんなにひどいあだ名はつけないよ」

「別に妹は大切にしてない。だがまあ、かわいそうだからあだ名をつけるのはやめろ。あいつ、泣いちまうからな」

「へぇ、大切にしていない、ねぇ……」

「それよりお前にあだ名をつけない、という選せん択たく肢しはないのか？」

「ないね」

「……やっぱりやめるか」

「冗じよう談だんだよ！　そんなに嫌いやならあだ名をつけるの、やめておくからさ！」

「……まあ、それなら」

　こんなやつでも四年間もっとも時を同じくした〝一応の友達〟である。それを紹介しないのは、あまりに不義理であるように思えた。

　湊は咳せき払ばらいをすると、ホルストに手を向けた。

「有あり栖す、チーコ、こいつは山やま田だ・アッヘンバッハ・掘ほる須す斗と。フランス人とのハーフだっけ？」

「ドイツだよ」

「ああ、そうだったな。ドイツ人とのハーフで、シェルターで唯ゆい一いつ同い年だったやつだ。山田って呼ぶと怒るから、ホルストって呼んでやってくれ」

「へ～、イケメンさんだね～。アタシは千ち賀が浦うら千ち湖こ。ミナトンとは小学一年からの遊び友達だよ！　よろしく！」

「わたしは紫し桃とう有栖。よろしく、ホルストくん」

　さすが有栖、完かん璧ぺきな笑顔である。こういった外そと面づらの良さと成せい績せきの良さから、有栖は小学校のころ教きよう師しや友達から信しん頼らいされる学校一の優ゆう等とう生せいだった。

　ホルストは柔にゆう和わなイケメンスマイルを浮かべた。

「ふふふっ、よろしく、〝貧ひん乳にゆう偽ぎ善ぜん者しや〟さん」

「なっ──」

　有あり栖すの完かん璧ぺきな笑顔にヒビが入る。

「──て、てめっ、ホルスト！　やりやがったな！」

「ああ、〝アーパー原人Ｚ〟さんもよろしく」

「おいこら、ホルスト……無視してんじゃねぇよ……ちょっとこっちに来いや……」

「いた、いたたたっ！　それ痛いよ、ミナトくん！」

　湊みなとはホルストの耳を摑つかみ、木々の影に引っ張り込んだ。

「お前さ、さっき約束しただろ……。いい加減にしないと、マジで切れるぞ……？」

「敬意を表して〝さん付け〟をしたじゃないか？」

「……あだ名の件は？」

「あれはミドルネームさ！」

　どやぁ……と言わんばかりのいい顔である。

　ミドルネームってあれか？　ホルストで言えば〝アッヘンバッハ〟の部分か？

「アホか！　んなこと言ったら、紫し桃とう・貧ひん乳にゆう偽ぎ善ぜん者しや・有栖とか、千ち賀が浦うら・アーパー原人Ｚ・千ち湖こになるだろうが……っ！」

「実にお似合いだと思うよ、あのメス豚ぶたどもには……」

　この世のありとあらゆる怨おん念ねんがこもっていそうな暗い目つきである。

　このまま眠りについてもらったほうが世のためと思い、湊はみぞおちをえぐって地面に沈しずめた。そしてそのまま放置し、有栖と千湖のところに戻もどった。

「すまん！　あいつ、女の子相手だとおかしいんだ！」

「アタシは全然気にしてないからいいよ～」

　千湖はニコニコと笑っている。言い方もカラッとしたもので、傷きずついている様子はない。

　さすが千湖。ホルストのあだ名をまったく気にしない女の子は初めてである。

「でも、アリスのほうは──」

「ひ、貧乳……。偽善者……」

　的確に気にしている部分をえぐられたようだった。

「大だい丈じよう夫ぶだって、アリス。成長期だからすぐに大きくなるよ」

　千湖が激げき励れいを込めて、有栖の肩かたにポンッと手を置く。

　有栖は一いつ瞬しゆん顔を明るくしたものの、千湖の胸むねに目が行き──

「ううぅぅぅぅぅ……っ！」

　絶望に叩たたき落おとされ、涙なみだ目めになっていた。

　そんな有栖に対し千湖は、

「あ、なんかゴメン。別に悪いと思ってないけど」

　と謝あやまっているのか謝っていないのかわからない返答をするのだった。













　　その二　一触即発のクラスルーム







　掲示板に張り出されたクラスは、湊みなとにとって最善と言えるものだった。

　湊、有あり栖す、千ち湖こは二─Ｃ。ホルストは二─Ｄ。

　男を固めるか、バラバラに配置するか、どちらだろうと湊は気になっていたが、バラバラに配置したようである。他の学年を見ても全員男子は別のクラスになっていた。

「どうも俺おれたちの学年、男は俺とホルストだけみたいだな」

「そうだね。でも、ま、アタシと有栖がミナトンと同じクラスになれてよかったよ」

「ああ、ホルストが違うクラスなのも助かったぜ」

「あ～、あれをフォローするのは頭が痛くなるよね」

　湊は千湖と話しながら、昇しよう降こう口ぐちで上うわ靴ぐつに履はき替かえた。振ふり返かえると、有栖は仏頂面のまま携けい帯たいを眺ながめていた。

　さっきから有栖が会話に入ってこない。それどころか、こちらをちらりとも見てこない。先ほどのことを相当怒っているらしい。

　気になるのはクラス分けを見ているとき、有栖にメールが届いたことだ。それから何度も携帯を見直している。

「あのさ、ミナトン」

「えっ!?　あ、うん、何だ？」

「チーコって呼ぶのはやめてもらっていいかな？　アタシのことはチコでいいよ」

「ん？　どうしてだ？　恥はずかしいか？」

「う～ん、そういうわけじゃないんだけど……さっきね、小学校のころのことを思い出して、ちょっと悲しくなっちゃったから」

　湊はハッとした。奇跡的に湊は生き残ったが、一いつ緒しよにサッカーボールを蹴けった友たちは、すでにこの世に一人もいない。

「……わかった。これからはチコって呼ぶことにするぜ」

「そだね。そうしよ」

　しんみりとなってしまった空間。えへへ、と千湖は笑った。

「でもなんか嬉うれしいなぁ。本当にミナトンなんだね。よく生きていてくれたよ」

「……運がよかったんだよ。ホント、それだけ」

「それで十分だよ。アリスもずっと心配してたんだよ？」

　湊は有栖に視線を移した。すると有栖は何かを言いかけ──そっぽを向いてしまった。

「はぁ[image: ～][image: ～]、ホント成長がないよね、二人とも」

　千ち湖こが深々とため息をつく。

「アタシなんておっこ○ぬしを倒せるくらい成長したのに」

「おまっ……あれと比べるな！　お前は成長しすぎだ！」

　ちなみに千湖が倒したおっこ○ぬしは先生がやってきて回収してくれた。どうも本当に寮りようの夕食に使われるとのことである。

「どんだけ強いんだよ」

「ん～、ミナトンなら三秒で肉団子にできるくらい？」

「こえぇよ！」

　ヤバイな……ということは、女性を怒らせると命がなくなる可能性もあるということだ……気をつけよう……。

「あ、そうだ」

　千湖は廊ろう下かの真ん中で突とつ然ぜん止まった。

「ミナトン、アタシに触ってみてよ」

「さ、触る……？」

　つい視線が行ってしまったのは、その張りのある豊かな胸むねである。

「あ、胸触ったら惨ざん殺さつするから」

「殺すだけにしろよ！　むごたらしくする必要ねぇだろ！」

「はいはい、じゃあ胸以外で」

「じゃあ……」

　無ぶ難なんに肩かたくらいがいいだろうと思い、手を伸のばす。そして千湖の肩に触れたと思った瞬しゆん間かん──手が千湖の身体をすり抜けた。

「──残像だ」

　声と同時に背はい後ごから頭に生徒手帳を突つき立たてられる。もし生徒手帳ではなく日本刀だったら、きっと頭を貫かん通つうして絶命していただろう。

「おい……おいおい……おいおいおい……」

「お兄ちゃん、驚おどろきすぎ」

　呆あきれ気ぎ味みに突っ込む有あり栖すを無視し、湊みなとは叫さけんだ。

「すげぇじゃねぇか！」

　湊には〝空を飛ぶ技〟と〝瞬時に目の前から消える技〟に憧あこがれた時期があった。

　その二大憧れ技の一つを披ひ露ろうされ、湊は興こう奮ふんした。

「名付けて【巨人殺しジヤイアントキリング】。小よく大を制すのって、アタシ好きなんだ」

「じゃあさっき俺おれの前にいきなり出てきて蹴け飛とばしたのも……」

「そう、それなんてまさに【巨人殺しジヤイアントキリング】があってこその技だよ。あれ練習したんだ～」

「マジか！　いいなぁ！　俺おれもやりてぇ！」

「お兄ちゃん、馬ば鹿かじゃないの？　廊ろう下かの真ん中でなに興こう奮ふんしてるのよ」

　ぴしゃりと冷や水を浴びせ、有あり栖すが先を歩いていく。湊みなとは追おうと思ったが、喧けん嘩かとなることが目に見えたため、やめておくことにした。

「……チコ、ちなみに有栖にもなんか技ってあるのか？」

「あるよ。【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】」

「ばんだーすなっち……？　何だそりゃ？」

「〝不ふ思し議ぎの国のアリス〟の続編、〝鏡の国のアリス〟の中にある〝ジャバウォックの詩〟に出てきた架か空くうの生物で、〝燻いぶり狂くるえるバンダースナッチに近寄るべからず〟──とあるらしいよ」

「うおぉぉ、何か凄すごそうだな……」

「ピアノで鍛きたえた指と先天的な器用さがあるアリスにしかできない〝固有能力〟だよ」

「今の女の子には固有能力があるのか……やべえな……」

「ま、実際どんなのかは今度見せてもらうといいよ」

　ふと千ち湖こが廊下の先にいた少女に向けて手を振ふった。

「あ、トッコ～！」

　どうやら友達がいたらしい。素そ朴ぼくな顔立ちをしており、地味だからこそ〝俺おれだけが知っている実は可愛かわいい子〟と思わせる可愛らしさがある少女である。

「センセン～！」

　センセンというのは、千湖のあだ名のようだ。

　そうか、〝千ち〟賀が浦うら〝千〟湖だからセンセンなのか。

「ごめん、ミナトン。ちょっと先に行くね」

　千湖が駆かけ出だした。軽く走り出したにもかかわらず勢いが尋じん常じようじゃないが、周囲の女の子たちが驚おどろいていない以上、これが平常運転らしい。

　やむなく湊は一人教室に向かった。

　すると周囲の情景がよく見えてきて、あまりのアウェイっぷりに不安がこみ上げてきた。

（やっぱ、ちょっと心細いな……）

　目移りするほど女の子がたくさんいるのは嬉うれしい……のだが、あまりにも多すぎてちょっと尻しり込ごみする。小学生時代、母親に連れていかれたランジェリーショップと同じアウェイ感である。

（この状じよう況きように慣なれなきゃな……）

　そう思いながら、湊はＣクラスのドアを開けた。

「────」

　コンマ一秒にも満たぬ空白。それは確かに異変として存在した。

　無論、異変とは湊に対する少女たちの注目である。

『来たわよ……』

『あれが久く我が原はらくんね……』

　彼女たちが湊みなとに向ける熱い視線の内容は、各個人によって違う。

　先月可決された〝男だん性せい保ほ護ご法ほう〟によって、男性は社会に出たとき、忙いそがしさに応じたボランティアが義務付けられ、その見返りとして十分に食べていけるだけのお金が支給されると決まった。これは女性が男性と接する機き会かいを増やすために作られた法律である。

　男性がいることで周囲の女性にやる気がみなぎり、好こう循じゆん環かんに陥おちいることはデータとして実証されていた。男性ばかりの場所に女性が一人入ると、皆みながやる気になるのと同じ現象である。そのため社会の活力が減退しないよう、男性をボランティアとして様々な場所に派は遣けんし、活力溢あふれる社会を作り出そうというのがこの法律の趣しゆ旨しだった。

　また男性が結婚し、子供が生まれれば、一人当たりかなりの大金が支給されることも法律に含ふくまれている。

　その結果、男性は一生金きん銭せん的てきに困らない生活が用意されることとなった。これは男性が〝まともに生きている〟だけで、十分な価値があると見られているためだった。

　そしてその恩おん恵けいは、結けつ婚こんした相手にももたらされる。つまり男性と結婚すると、無む駄だ遣づかいをしなければ遊んで暮らすことが可能だった。

　そのため──

（久我原湊くん、あたしがゲットしてあげる。そうすれば、一生遊んで暮らせるもんねっ）

　とあからさまにお金目当ての少女もいた。

　またこのような少女もいる。

（彼と付き合えばみんなに自じ慢まんできる……っ！　そうすれば私を馬ば鹿かにした子たちに、目にものを見せてやれる……っ！）

（男と結婚するのは女としてステータスよね……。結婚してると出世が優ゆう遇ぐうされるって話も聞いたことがあるし、今のうちに唾つばをつけておかないと……）

　と邪よこしまな欲望を抱いだく少女もクラスには少なからずいた。

（手を繫つないで……一いつ緒しよに映画を見て……それで、それで……きゃっ！）

（あたしは別に男なんてさ……。でもこのドキドキはなんなんだよ……）

　様々な欲望が渦うず巻まき、教室を飲み込んでいく。

　そんな彼女たちの注目に湊は気がつかず、クラス内を見み渡わたし、

（可愛かわいい子ばっかりだな、ホント……）

　と、しみじみと思っていた。

　あまりキョロキョロしているのも目立つと思い、湊は自分の席を探した。

　机つくえには番号が貼はられている。出席番号と一致する席に行けばいいようだ。

　ぱっと見では番号が小さくて見えない。そのため最も寄よりの席に近づいて見ると、そこが有あり栖すの席だった。

「お、ちょうど良かった。有あり栖す、出席番号七番ってどこだ？」

「窓まど際ぎわの一番後ろよ。それくらい自分で確認してよ、お兄ちゃん」

　何気ない会話。しかしクラス内の少女たちには、衝しよう撃げきが走っていた。




　──お兄ちゃん……？




　普ふ通つうの感性で言えば、同級生に〝お兄ちゃん〟はありえない。しかも男性が少なくなり、その単語を聞く回数も減っている。そのため泥でい濘ねいのようなわだかまりが少女たちの心に溜たまり、強きよう烈れつな不信感を呼んでいた。

「別にこれぐらい聞いてもいいだろ」

「もう高校生なんだから自分のことは自分でやってよね」

「たまたま聞いただけだろ？　言われなくたって大たい概がいのことは自分でやってるっつーの。何だよ、感じ悪ぃな」

「どっちがよ」

「なに？　さっそくまた喧けん嘩か？」

　口論を聞きつけた千ち湖こが寄ってくる。

「まったくさぁ、教室でも喧嘩することないじゃん」

「これは有栖が……」

「何よ、お兄ちゃんが悪いんでしょ？」

「はいはい、アリスもミナトンもとりあえず黙だまって。みんな、呆あきれてるよ？」

　湊みなとが顔を上げる。しかし周囲は普通に談笑しており、変化の様子は見られない。

　湊は首を傾かしげたが、その間少女たちは自みずからの動どう揺ようを鎮しずめるのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　少女たちにとって、始業式の日である今日が共通のスタートラインだと思っていた。しかし有栖は〝お兄ちゃん〟と呼び、千湖は〝ミナトン〟と親しげに話しかけている。

　焦あせり、妬ねたみ、戸と惑まどい──少女たちの胸きよう中ちゆうはまさに張はり裂さけんばかりに入り乱れていた。

「ねぇ、センセン。センセンと紫し桃とうさんって、久く我が原はらくんと知り合いなの？」

　そう尋たずねたのは、先ほど千湖がトッコと呼んだ少女である。

　少女たちは心の中で、トッコに喝かつ采さいを送っていた。

　──よくぞ聞いてくれた。

　一人の少女がこっそりトッコの机つくえに食券十枚を入れたのは、感かん謝しやの意を僅わずかばかりでも形にしようとしたからである。その他の少女は具体的な行動を起こさなかったが、感謝しているという気持ちでは一致していた。

　千湖がトッコに説明する。

「うん、アタシ、ミナトンと同じ小学校だったんだ」

「あ、そうなんだ」

「アリスとミナトンは元兄妹だよ」

「……元？」

「小学校三年生のときに、二人の両親が再さい婚こんしたんだ。それで兄妹」

「じゃあ何で今は兄妹じゃないの？」

　その問いには有あり栖すが答えた。

「うちのお母さんがね、最近勝手に姻いん族ぞく関かん係けい終しゆう了りようしちゃったの。だから兄妹じゃなくなっちゃったの──形だけは」

「あれ、でも苗みよう字じはどうして変わってないの？」

「再婚だったし、お兄ちゃんとは同学年だったから、学校ではずっと通つう称しようを使ってきたの。もちろん正式な書類では入れ替わってるけど」

「そうなんだ」

　トッコと呼ばれた少女は素直に納得しただけだった。

　しかし問題はその背はい後ごで様子を見守る少女たちだった。

『義理の兄妹!?　じゃあ血が繫つながってないんじゃん!?』

『しかも現在兄妹じゃないって、そんなの他人と同じじゃないの……』

『でも紫し桃とうさんの様子を見てると、やっぱり意い識しき的てきには兄妹なんじゃないのかな？』

『だとしても、油断できませんわ。兄妹でなくなった理由、怪あやしく思いません？』

『それよりセンセンだよ！　小学校からの幼なじみって、超ちようポイント高いよ！』

『ううん、簡かん単たんに友達を紹しよう介かいしたところを見ると、千ち湖こは安あん牌ぱいとして見ていいのかも……』

『そうだね、あの子天然だから……』

『むしろセンセンに久く我が原はらくんと仲良くするきっかけを作ってもらったほうが……』

『今行くべきか、行かざるべきか……それが問題ね』

　彼女たちにとって、元兄妹という予想外の爆ばく弾だんをどう扱あつかえばいいのかすぐには判断できなかった。

　ただでさえ、水面下で主導権争いが激げき化かしつつある。敵は有栖と千湖だけではない。自分以外がすべてライバルなのである。誰だれかに比重を置きすぎると、抜けがけをされかねない。

　少女たちは牽けん制せいをしつつ、湊みなとに話しかけるタイミングを計っていた。しかし結局のところ、誰一人行こうとしなかった。

　この慎しん重ちようさは〝湊とクラスメート〟であるがゆえと言える。

　彼女たちは男子がいないクラスの少女とは境きよう遇ぐうが違う。時間さえ経たてば、いずれチャンスがあるクラスメートなのである。そのため迂う闊かつな行動で変な風に見られてしまい、取り返しがつかなくなることをもっとも恐おそれた。そのためはやる気持ちを抑おさえ、静せい観かんを選んだのである。

　少女たちの思おも惑わくが交こう錯さくする間に湊は雑談を終え、自分の席に向かっていた。

（ん……？）

　湊みなとが席にカバンを置くと、隣となりの席の少女が熱心に雑誌を読んでいることに気がついた。クラスメートのほとんどが友達と固まっているため、一人でいるのは珍めずらしい。

　雑誌は年とし頃ごろの女の子が好むティーン誌らしく、表紙には鮮せん烈れつな煽あおり文ぶんが掲けい載さいされている。

『春きゅん☆男の子が振ふり向むくゆるカワコーデ』

『ワンランク上へステップアップ！　めいっぱいおめかししちゃった☆』

『男の子を落とす百のアプローチ　～彼はもうあなたのもの……～』

　……いや、うん……女の子はこういうのを好んで読んでいるんだな……勉強になったぜ……。

　湊はどんな女の子が読んでいるか気になり、身体からだを斜ななめに倒した。

「うおっ……」

　湊はのけぞった。正視できないほどの輝かがやきが彼女にはあった。

　美少女揃ぞろいの学園でも、とびきりといっていい美少女である。

　明るいブラウンの髪かみ色いろが、清せい楚そな女の子が多い中で目を引く。セミロング自体は珍しくないが、ちょっと派は手でなピアスが印象的だった。

　当初は〝ギャルなのかな？〟と湊は動どう揺ようしたが、よくよく見てみると、フランクな雰ふん囲い気きが強く、垂たれ目めに愛あい嬌きようがあって可愛かわいらしい。流行はやりのファッションに身を固め、繁はん華か街がいで友達と笑い合っている姿が目に浮かぶようだ。

　顔から下に視線を降ろしていく過程で、湊は驚きよう愕がくした。

「っ──」

〝巨〟というより〝爆ばく〟。言うまでもなく、胸むねのことである。

　不ふ沈ちん戦せん艦かんとでも言うべきか。制服の胸きよう部ぶがはちきれんばかりに盛り上がっている。その肉感たるや、脳のうをかき回す麻薬に近いものがある。グラビアでも巨きよ乳にゆうの子はいたが、目の前で見ると迫力が違う。

（やばっ、鼻血出そう……）

　湊は上を向き、首の付け根を叩たたいた。

「ん？」

　少女が雑誌から視線を外はずし、顔を上げた。

「あっ……、いやっ、何でもないんだ！」

　少女が可愛らしく小首を傾かしげる。

　不ふ審しんがられただろうか──と湊は懸け念ねんしたが、すぐに思考を変えた。

　これはピンチじゃない。チャンスだ。

　シェルターにいたとき、どれだけ可愛い子と仲良くなることを夢見てきたことか。

　今、話しかける絶好の機き会かいである。ならば行くしかないじゃないか。

「俺おれ、久く我が原はら湊っていうんだ。隣になったみたいだし、これからよろしく」

　何気なく、あくまで紳しん士しを心がける。無論、変態ではない紳士である。

　すると少女はにっこりと微笑ほほえみ、和なごやかに話を振ふってきてくれた。

「こちらこそょろしく。男の子ゎずっとシェルターに避ひ難なんしてたんだょね？」

　甘あまったるい、舌足らずな声。人によってはイラッとくるかもしれないが、その甘さには洗せん脳のうされるような魔ま力りよくがある。

　湊みなとは思わずにやけてしまいそうになり、慌あわてて口元を引ひき締しめた。

「ああ、一ヶ月前に出てきたばかりなんだ」

「それじゃゎからなぃことも出てくるょね？」

「今のところ大だい丈じよう夫ぶだけど、そのうち出てくるかも」

「何かぁればぃつでもあたしに聞ぃて。お隣となりさんだし、力になるょ。あたし、出席番号十四番、夏なつ秋あき瞳ひとみ。季節の夏と秋で夏秋。瞳ゎおめめの瞳ね」

　瞳はわざわざ自分の目を指し示す。その仕草が、湊の脳天を直ちよく撃げきした。

　うん、可愛かわいい。おめめとか言っちゃうところがたまらない。しかも話しやすい。なんていい子なんだ！

「夏秋って変わった苗みよう字じだよな。この辺出身？」

「ぅぅん、九州だょ」

「じゃあ寮りように住んでるのか？」

「女の子ゎ全員寮だょ」

「あ、そうなんだ」

「結構知らなぃこと多ぃんだね。そんなんじゃ心配だなぁ。何かぁれば遠えん慮りよなく聞ぃてょ」

「そう言ってもらえるのは正直助かるぜ。ありがとな」

「ぃぃょぃぃょ」

　摑つかみがうまくいったことに湊が気分をよくしていたころ、この僅わずかな会話でクラスはすでに〝魔ま境きよう〟へと墜おちていた──

『ちっ、うまいことやったわね……』

『漢字をわかりやすく言うことで覚おぼえてもらおうって寸すん法ぽうか……あざといな』

『掲示板を見たとたんダッシュしてたからおかしいと思ったら……』

『あたし、さっきトイレでセリフ練習してるところ見たよ』

『おめめ……おめめって……』

『お兄ちゃん、何にやけてるのよ！　みっともないじゃない！』

　学園のルールから言えば、クラスメートだからって無理やり話しかけたりアピールをしたりすればアウトである。だが〝たまたま隣りん席せきとなったから手助けをする〟ことに何の問題もない。

　見事スタートダッシュに成功した瞳が、湊が窓に目を移した隙すきをつき、高速でガッツポーズをかます。クラス中に見せびらかす〝勝利のガッツポーズ〟である。




　メラッ……。




　見えない炎ほのおが燃え上がる。

　押おしつぶされそうな重圧に耐たえ抜ぬき、目的を達成した瞳ひとみはそのくらいのプレッシャーなどものともしない。彼女は〝恋愛戦国時代〟の中で、一いち番ばん槍やりを上げたほどの猛も者さなのである。むしろ嫉しつ妬との視線は賞しよう賛さんとばかりに、鼻で笑うほどの余よ裕ゆうを持っていた。

『見ていなさい、喜ぶのも今だけよ』

『まだ慌あわてる時間じゃない。勝負は始まったばかりだ』

『それで勝ったつもり？　いいわ。後こう悔かいさせてあげる』

『同じクラスになれただけでもかなりの幸運なんだもん！　チャンスはこれからだよ！』

　見かけは清せい楚そ。しかし少女たちの内側には、黒い感情が渦うず巻まいている。

　男女比一対三十九という四年前からは考えられない非ひ均きん衡こうなクラス構成が、何の変へん哲てつもない教室をうら若き乙女おとめの欲望が荒あれ狂くるう狂気の園へと変へん貌ぼうさせていた──

　だが異様な熱気の最さ中なか──

（さっそく隣となりの子とは話せたし、みんな可愛かわいい子ばかりだし、何だか幸さい先さきいいなぁ）

　と湊みなとは何も知らず頰ほおを緩ゆるませていた。




　　　♀♀♂♀♀




　チャイムが鳴り、ホームルームが始まる。と、同時に担任の先生がクラスへ入ってきた。

「このクラスの担任の真ま舟ふね理り沙さよ。一年間よろしくね」

　憧あこがれだった理沙の登場に、湊は驚きよう愕がくした。

　当然そんな湊の表情をクラスメートの少女たちはチェックしている。そのため湊の変化にただならぬ関係ではないかと邪じや心しんを抱いだいた。

　敵意の視線が理沙に集まるが、理沙は表情を崩くずさない。

「みんなは知らないと思うけれど、私はそこにいる久く我が原はら湊君がシェルター内にいたとき、外部から勉強を教えていた一人だったの。ちなみに男子生徒がいるクラスには、シェルター内で教えていた教員が必ず配置されることになっているの。これは国が、シェルター内から出たばかりの男子生徒に対してなるべく早く外に馴な染じめるように配はい慮りよした結果よ」

　仕事ゆえの偶ぐう然ぜん──それを知り、クラス内の緊きん張ちようは多少緩まった。仕事で接しているのならばライバルではない、と考えた少女がいたためである。

　しかし多くの少女たちは未いまだ警けい戒かいを解とかない。〝美人なだけに油断ならない〟〝わざとらしい大だい丈じよう夫ぶアピールが逆に怪あやしい〟と見たのだった。

　ひそひそ声が教室内に広がっていく。

　理り沙さが反転し、ふわっとパーマのかかった髪かみが舞まい上あがる。

　何気なく取ったのは黄色のチョークである。

　理沙は赤いネイルに彩いろどられた指にチョークをセットすると、ダーツと同じ要領で射出した。




　──シュボッ！




　物を投射する際、地上では空くう気き抵てい抗こうと重力の影えい響きようを受ける。そのためチョークをレーザーのように直線の軌き道どうを描えがき投げることはかつての人間には不可能なことである。

　しかし理沙はダーツバー通いによって物に螺ら旋せんの力を加える術すべをマスターしていた。このためチョークには旋回運動が加わり、ジャイロ効果が発生。チョークの軌道はまさに一直線と言うべきものとなっていた。

　同様の事象によって飛ひ躍やく的てきに投射能力を向上させたものに銃じゆうが存在する。火薬によって玉を打ち出すだけだったマスケット銃は、銃身内に施ほどこされた螺旋状の溝みぞと先せん端たんを細くした弾だん丸がんを備えたライフル銃に駆く逐ちくされた。

　この旋回運動に理沙の〝結けつ婚こんへの焦あせり〟と〝若さへの嫉しつ妬と〟が投射の力に上乗せされることで、不可能が可能となる。




　──ダンッ！




　背はい後ごの黒板に衝しよう突とつし、チョークが霧む散さんする。ただの黄色い粉と化したチョークのにおいが最後列の生徒の鼻び腔こうを満たした。

　チョークが折れず完かん膚ぷなきまでに砕くだけ散ちったのは、理沙の力量の高さを示している。投射がまっすぐであり、なおかつ一定以上の力が込められていなければ、こうはならない。

　これが以後、生徒たちに恐おそれられる【危機的結婚適齢期フアイブ・オウ・ワン】の初はつ披ひ露ろうだった。

「みなさん、先生の話は静かに聞きましょうね」

　戦せん慄りつする教室に木霊こだまする理沙の声は、少女たちを黙もくさせるに十分なものを持っていた。

（この先生には逆らわないほうがいい）

　そう少女たちは認にん識しきした。

　しかしそれでひるむような少女たちではなかった。

　統制を取とり戻もどした教室で理沙は連れん絡らく事じ項こうを話していたが、問題は深く静かに進行していた。

「先生からの話はこれで終わりよ。じゃあ残り時間は──」

「先生、すみません。少しよろしいでしょうか？」

　異変があったのは、理沙の果たすべき職しよく務むが終しゆう了りようした時点で起こった。

　手を挙あげたのは、湊みなとの元妹──紫し桃とう有あり栖すだった。

　理り沙さは有栖のことを〝優ゆう等とう生せい〟として認にん識しきしている。

　一年時の成せい績せきは常に五番以内、幼少から習っているピアノは全国トップクラス。教きよう師しには礼れい儀ぎを払い、同級生には面めん倒どう見みがよく、まさに〝優等生〟の名に相応ふさわしい少女だった。

　そんな彼女の突とつ然ぜんの行動に、理沙は不ふ穏おんな気配を感じながらも発言を促うながすしかなかった。

　有栖が静かに席を立つ。背せ筋すじが美しく伸のびた姿から、一部から〝教科書的直立〟と呼ばれ羨せん望ぼうの的まととなっているその姿勢で、有栖は口を開いた。

「真ま舟ふね先生、私は席替えを提案します」

「「「えっ？」」」

　言葉を発したのは三名である。

　一人目は湊。これは窓側の最さい後こう尾びという絶好のポジションがしばらく続くと思っていたためだった。二人目は理沙。彼女はしばらくこのままの席にしようと思っていたため、思わず口から出たのだった。三人目は瞳ひとみ。彼女は昨年、当初の席が二ヶ月続いたため、二ヶ月の内に湊と仲良くなろうと算さん段だんしていた。そのため予よ測そくが外はずれたことに驚おどろきを隠かくせなかったのである。

　これは夏なつ秋あき瞳が作り上げた状じよう況きようによって引き出された発言と言っていい。

　湊の隣となりになった少女──夏秋瞳の繰くり出だした先制パンチに、クラス中は騒そう然ぜんとした。




　──何とか打開しなければ……。




　誰だれも言葉を発していない。しかし少女たちの誰もが、このセリフを耳にした気がした。

　瞳はそうした焦あせりの声を嬉き々きとして受け止めたが、彼女に失敗があったとすれば、少女たちの執しゆう念ねんを甘あまく見たことだっただろう。

　乙女おとめの執念は感覚を鋭えい敏びんにし、テレパシーに似た共通意識のもと、一つの結論を導き出した。




　──席替えが必要だ。




　有栖は彼女たちの意思を正確に受け取っていた。しかしもし瞳が動かなければ、いくら常磐会から指令が出ていようと、席替えを提案するつもりなどなかった。

『もし君の兄──いや、元兄である久く我が原はら湊がクラス内の少女たちから積極的なアタックを受けるようであれば、元妹として君が保護するんだ』

　クラス分けを見ているとき有栖に届いたメール。差出人は三さん条じよう常磐ときわからだった。

　常磐会会長からの指令に、有栖は当初戸と惑まどった。だからとりあえず見守っていたが、現在、瞳の横暴は目にあまるものがある。

（お兄ちゃんがデレデレしすぎなのよ……）

　それゆえ、動かざるを得なかった。

「あ、あたしゎ反対です！」

　慌あわてて瞳ひとみが反対するが、もう遅い。クラスの意思はすでに固まっていた。

「わたしは賛成です」

「わたしも席替えがいいと思います」

　そんな声が広がり、教室は拍はく手しゆで包まれた。

　異常な空気を理解しながらも、ここまでの支持があっては教きよう師しの理り沙さも抗あらがえない。

「わかったわ。じゃあ席替えをしましょう」

　と言うしかなかった。

　有あり栖すが瞳に警けい告こくの一いち瞥べつを浴びせる。瞳はその眼まな差ざしを敗北者への侮ぶ蔑べつと受け取った。

（ちぃっ、やられたぁっ……！）

　怒りを外に出さないよう、瞳は憎しみのすべてを奥歯に向けた。

　そんな彼女の努力は意外な一言で報むくわれた。

「夏なつ秋あき、残念だったよな。ここいい場所だったのに」

　湊みなとは湊で、最さい後こう尾びで一番窓側という絶好のポジションが変わってしまうのは残念だった。そのため落らく胆たんする瞳に同調したのだった。

　瞳は憎しみをひとまず置き、チャンスを最大限に活いかせるよう頭をフル回転させた。

「そぅだょね。せっかくみなとくんと隣となりになったのにぃ……残念だなぁ……」

　名前で呼ばれ、しかもさりげなく親愛の情を伝えられ、湊は動どう揺ようした。

　小学校のころを思い出しても、女の子から積極的にアタックされた経験などない。そのため──動揺した。

「そ、そうだな！　で、でもまあ、席が離はなれても何かあったら教えてくれると助かるぜ！」

　そんな湊に追おい討うちをかけるべく、瞳が胸むねを寄せ、身を乗り出す。

「もちろんだょ。それとあたし、夏秋って呼ばれるょり瞳って呼ばれるほぅが好きなの」

　ピアスが揺ゆれ、耳に引っ掛けられていた髪かみがはちきれそうな胸の谷間に落ちる。

　その瞬しゆん間かんを見てしまった湊は、慌てて視線を背そむけた。

「わ、わかった！　じゃ、じゃあ瞳って呼ばせてもらうぜ！」

「ゎぁ！　ぁりがと、みなとくん♪」

　はっきりと示される好意に、湊は口元が緩ゆるまないようにすることで精せい一いつ杯ぱいだった。

　当然これらの会話は耳ざとく周辺の少女は聞いており、

『くっ、まさか逆境から会話を繫つなげるなんて……瞳、恐おそろしい子ッ！』

『恥はずかし気もなく名前アピールとは──あざといにも程がありますわ』

『お兄ちゃん……鼻の下伸のびすぎ……っ！　後で覚おぼえてなさいよ……っ！』

　などと炎ほのおは燃え上がっているのだが、無論、湊の預かり知らぬことである。

　瞳ひとみの行動にもっとも警けい戒かい心しんを抱いたのは有あり栖すだった。

（ひとみ、こりないのね……。じゃあ──）




　──実力行使しかないわね。




　そう有栖は心の中でつぶやいた。

「席替えは今日やる予定じゃなかったわ。だからくじとか用意していないのだけれど……」

　理り沙さは言葉の端はし々ばしに〝今日はやめにしておかないか〟という意思を匂におわせた。

　今日準備もなしに行って、もし誰だれかが不正を行って湊みなとの隣となりを勝ち取った場合、遺い恨こんを残す。それを懸け念ねんしてもう一度考えるよう促うながしたのである。

　しかし少女たちは、そんなことはすでに理解していた。それでも動かざるを得ない事態となったのである。延期するつもりなど、毛頭なかった。

　問題は、公正さである。

　その公正な調停者として少女たちが視線を集めたのは〝優ゆう等とう生せい〟紫し桃とう有栖だった。

「誰かトランプを持ってない？」

　有栖がそう言うと、少女の一人が反応し、鞄かばんからトランプを取り出した。

　有栖はトランプを受け取ると、にこりと笑い、

「このトランプを引いて席を決めようと思うのだけど、どうかな？」

　と提案した。

　一人が拍はく手しゆし、それに続いて拍手は増えていく。

　有栖は拍手を確認すると、そのまま登とう壇だんした。

　有栖が主導権を握にぎることに誰も反論しなかったのは、彼女の〝優等生〟がここに来て活いきたためだった。

　有栖は別に優等生として見られたくて今まで行動してきたのではない。しかし彼女は完かん璧ぺき主しゆ義ぎ者しやであり、他人のために労力を払うことが苦ではなかった。その心優やさしい性根が皆みなからの信しん頼らいを勝ち取り、調停者としての説得力を持たせたのだった。

　また有栖が信頼された一因に、湊の元妹だったことが挙あげられる。

　当初少女たちは元妹ということで有栖を警けい戒かいしたが、教室内で喧けん嘩かを始めていたことから、安あん牌ぱいではないかと考えるようになっていた。もちろん警戒を解とかない少女もいたが、そういった少女たちも、有栖の優等生ぶりを知っていたこと、有栖以外に候こう補ほ者しやがいなかったこと、この二点により否ひ定ていしようとまでは思わなかったのだった。

　有栖が調停者となったことにより、席替えは別の側面を持つようになっていた。

〝常磐ときわ会かい〟と〝餓が狼ろう会かい〟との対立、である。

　四し季きノの森もり学がく園えんには代表的な会が三つある。




　──絶対的カリスマ三さん条じよう常磐ときわを擁ようし、保守的で純じゆん粋すいな恋愛を至上とする〝常磐会〟

　──同性愛に寛かん容ようどころか奨しよう励れいする〝百合ゆり会かい〟

　──『奪うばわれる前に奪え』を標ひよう榜ぼうし、肉食系女子が集つどう〝餓が狼ろう会かい〟




　大勢力なのが〝常磐会〟で、〝百合会〟は一定の勢力を持つが基本的に不ふ干かん渉しよう。〝餓狼会〟は一人一人が恋愛に貪どん欲よくな一いつ騎き当とう千せんの猛も者さ揃ぞろいであるが、自分の欲望を果たすことが第一目的であるため、人数は少なく、普ふ段だんはまとまって活動していない。

〝餓狼会〟がその組そ織しき力りよくを発はつ揮きするのは、他の会から攻こう撃げきを受けたときである。

　一人の少女が男にアタックをすると、周囲が一いつ斉せいに足を引っ張ることは誰だれもが予見していた。いくら一騎当千の肉食系少女たちと言えど、連れん携けいして攻撃されてはいささか分が悪い。そのため肉食系少女たちは他の会──特に大勢力を有する〝常磐会〟からの攻撃を念頭に、防ぼう衛えい協きよう定ていを結んだ。それが〝餓狼会〟の成り立ちである。

　瞳ひとみは〝餓狼会〟の代表的な一員だった。また有あり栖すは〝常磐会〟の一員である。

　そのため二人の対立は個人的な争いを超こえ、〝餓狼会〟と〝常磐会〟の代理戦争の様相を呈ていしていた。

「じゃあ席替えの方法だけど、こういうのはどうかしら？」

　有栖が提案したのは、以下のようなものである。

　縦たて七列、横六列の席に対し、窓まど際ぎわの最前列から後ろにトランプを割り当てる。窓側の最前列をスペードのエースとし、そこから後ろへスペードの２、３と続けていって、一番後ろまでいったら、右の列に移動する。それを続け、スペードが切れたらハート、ハートが切れたらダイヤ、ダイヤが切れたらクラブとする。クラスは四十人だが座席は四十二個あるため、クラブの３までを使用する。引く方法に関しては、教きよう壇だんに神しん経けい衰すい弱じやくの要領で裏うらを向けて並べ、出席番号順に取っていく。

　この方法に異論は出なかった。

　有栖がピアノで養ったしなやかで長い指を滑すべらせ、トランプを切って並ならべていく。その様さまは、百合会の少女でなくてもため息が出るほど絵になるものだった。

　有栖は教壇にトランプを並べ終えると、




「──さあ、始めましょう」




　と奏かなでた。それに応じ、気合の入った出席番号一番の生徒が立ち上がった。

　有栖には密ひそかに期待されている役割がある。それは湊みなとを最前列、最さい後こう尾び、左右両りよう端はし以外の中央部に配置することである。

　もし現在と同じように窓側最さい後こう尾びとなった場合、隣りん接せつするのは右の席と前の席だけである。横のほうが仲良くなれる可能性が高いため、最高の位置は一つ、それに準ずる位置は一つとなる。

　しかし中央部になった場合、前後左右の四名が恩おん恵けいにあずかることとなる。これにより誰だれが呼んだか、〝インペリアルクロス〟が完成する。

　その発想から言えば、後ろから二列目、窓側から二番目に湊みなとを置くことが至高と言える。

　後ろになるほど教きよう師しの影えい響きようは受けにくく、窓まど際ぎわになるほど外部からの接触は減る。そのため中央部の中でも、後ろから二列目、窓側から二番目が〝恋愛値〟を高めやすい最高のポイントなのである。

　少女たちは、有あり栖すならきっとそんな至高の〝約束されたポイント〟に湊を導みちびいてくれると信じていた。未いまだ湊が引いてもいないのに、トランプを引いた瞬しゆん間かん、ある少女は飛とび跳はね、ある少女は泣き出すといった現象は、有栖への信しん頼らいがあってこそのものだった。

「じゃあ次、七番の人」

「俺おれか」

　湊は席を立った。少女たちが息を吞のみ、背せ中なかに向けて熱い視線を送る。

　湊は教きよう壇だんの前に立つと、並ならべられたトランプを眺ながめ、適当に中央部の一枚に手を伸のばした。

　まさにあと数センチ──有栖の白い指先が閃ひらめいた。




　──有栖が行ったのは〝すり替え〟だった。




　男では知覚できないハンドスピードで、湊が狙ねらうトランプを記き憶おくしていた〝約束されたポイント〟のカードと真正面から入れ替えた。

　マジシャンであれば死角でセッティングし、予定されたカードを引かせただろう。しかし彼女はマジシャンではないため、そんなことはできなかった。

　だが彼女には仕込みに頼たよらなくても、幼少からピアノで鍛きたえられたしなやかな長い指と手首、そして先天的に与えられた器用さがあった。

　努力と才能──この二つによって有栖の【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】は成立する。

　男性ならばボクシングを見て、ジャブを一人でやってみたことがある人も多いことだろう。そしてそのとき、案外いけると感じた人も少なくないに違いない。

　実際、ハンドスピードだけならば素人しろうとでもそれなりになる。だがボクサーとは予備動作や威い力りよく、正確さなどで大きな差がある。

　有栖の技でも同じことが言えた。誰だれでもできるが、有栖レベルにはならない。もし有栖以外が同様のすり替えを行おうとした場合、ハンドスピードは湊に見えなくても、トランプがずれてしまったり音がしたりすることで、バレてしまったことだろう。

　有栖の【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】は一ミリのズレもなく、湊に微み塵じんも気け取どられることもなく、すり替えを完かん了りようさせた。まさに彼女にのみ許された神技である。

「えーと、スペードのキングで」

　湊みなとはめくったカードを読み上げた。

　スペードのキング──窓まど際ぎわから二列目、後ろから二番目の〝約束されたポイント〟である。




　──パチッ……パチパチパチッ！




　どこからともなく拍はく手しゆが上がった。

　感かん極きわまった少女の一人が立ち上がると、釣つられて数名が感動のあまり立ち上がり、目の前で披ひ露ろうされた神技に対して賞賛の雨を降り注いだ。その表情は皆みな、まばゆいほど清すが々すがしい。

「あっ、ども……。どもども……」

　湊は意味がわからなかったが、自分に対する拍手だと勘かん違ちがいし、ペコペコ頭を下げた。

　湊の座席が確定したことによって目標がより明確となったことで、少女たちの気合は一層増した。期待と祈いのりが充じゆう満まんする中、席替えは続く。

「次は九番だから、わたしね」

　有あり栖すは自分の番が来ると、適当に一枚を選んだ振ふりをして、カードを一枚取った。

「スペードの６……っと」

　さりげなく有栖は進めたが、それはクラス内の誰だれもが望んだ湊の左横の席だった。

「えっ？」

　少女たちから疑問の声が上がる。その中でも強い声を上げたのは、常磐ときわ会かいの少女たちだった。

　彼女たちは常磐会であるため、有栖に出された指令を知っていた。そのため有栖が何かしら策さくを講こうじるとは思っていた。しかし有栖自身が特等席と言える湊の隣となりを取るとは思っていなかった。いや、優ゆう等とう生せいの有栖であればむしろ遠えん慮りよして、湊から離はなれた席を選ぶと思っていた。だからこそ拭ぬぐいがたい違和感が彼女たちに残った。

「じゃあ十一番」

「アタシだね」

　千ち湖こが前に出てカードを引く。

「ハートの１」

「了りよう解かい」

　千湖がちゃっかりと湊の後方に収まる。

「十二番……トッコ」

「えっと、スペードのクイーンで」

　湊の前方の席までがあっさりと埋うまる。ここに来て常磐会の少女たちは、有栖が見えない力を使い、明確な意思を持って座席を選んでいることを悟さとった。

　彼女たちには湊みなとの席を選んだとき以外、【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】は見えていない。しかし有あり栖すに近しいと思われる少女で湊の周囲が固まるのは、偶ぐう然ぜんを超こえていた。

　常磐ときわ会かいの少女たちにとって、有栖が何かしらの手しゆ段だんを使ってカードを選ばせることは許容できた。しかし、同じ常磐会である自分たちを選ばないことは許せなかった。

　千湖やトッコは〝無所属〟である。常磐会として有栖に指令が出ていたのであれば、周囲は常磐会で固められるべきなのである。なのに、なぜこんなことになるのだろうか。

　不信感は常磐会の少女たち以外からも上がっていた。有栖が湊の周囲に選んだ少女たちは、それほど露ろ骨こつだった。

　しかし、それらの懸け念ねんはもう遅い。すでに有栖のペースで話は進んでいる。

　有栖は空気の淀よどみに気がついていたが、気がつかない振ふりをすることで席替えを進めた。

（常磐会と言っても、安心することはできない……）

　そう有栖は考えていた。

　有栖は常磐会に所属しているが、友達から勧められたから入っただけだった。もちろんまったく賛同できなければ断るつもりだっただけに、一定の同調をしている。ただそういった経けい緯いなだけに忠誠心は希き薄はくなほうと言えた。有栖が〝湊を保ほ護ごする〟という指令を実行したのも、自分の気持ちに反するものではなかったために過ぎない。

　そんな有栖から見れば、餓が狼ろう会かいほどではないが、常磐会のメンバーも信用がならなかった。

　常磐会は恋愛を禁じているわけではない。肉食系女子が行うような、露骨なアピールを恥はずべきものとしているだけである。だからこそ信しん頼らいできるかと言えば、確定ではない。

　有栖が指令を受けたのは〝湊を保護する〟こと──つまり危険分子の排はい除じよである。同じ常磐会と言えど、特別扱あつかいするつもりなどなかった。

（まさか、紫し桃とうさんに限って……）

（でもこれって……っ！）

　戦せん々せん恐きよう々きようとする教室。一人、ただじっと自分の出番を待っていた少女がいる。







　──夏なつ秋あき瞳ひとみである。




「十四番の人、どうぞ」

　夏秋瞳の順番がやってきた。

　残る座席数は二十九。湊の周辺で空あいているのは右みぎ隣どなりただ一つ。確かく率りつは二十九分の一である。

　二十九分の一というのは、恋の行く末を左右する選せん択たくと考えれば、高い確率ではない。

　だが瞳には──勝利を確信したような笑みが浮かんでいた。

　その表情が有栖には気に入らない。

（どこからそんな自信が出てくるのよ……）

　クラス内に不和を起こしておきながら何の呵か責しやくも覚おぼえず、今また『彼の隣となりとなるのは運命なの』と言わんばかりの余よ裕ゆうである。

（やはりこの子は──危険だ）

　危き機き感かんに駆かられた有あり栖すは、【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】のリミッターを解除する。そして湊みなとの右隣となるカードに目を向けた。

（ひとみ……あなたは【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】を視し認にんできると思っているのだろうけど……そうじゃないわ）

　有栖は【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】の力を公表している。だがそれは〝手加減している状態〟の能力を公おおやけにしているだけだった。

　そう、有栖はあえて全員が注目する中で女性だけが見える程度のスピードですり替えた。これは皆みなの期待に応こたえたことをクラス中に知らしめるためである。

　本気になれば【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】は女性の動体視力をも凌りよう駕がする。

　事実──先ほど有栖は二度封ふう印いんを解とき、千ち湖こ、トッコの二人を湊周辺に配置した（有栖は湊の周囲に当たるカードを記き憶おくしており、自分自身の分は力を使う必要がなかった）。そしてそのときは誰だれも気がつかず、そのまま過ぎ去った。

（ひとみには見えていない……それは間違いない……）

　見えていれば、【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】を使用した時点で不正を鳴らせばいいのである。だが彼女はしなかった。

　ならどこから来るのか、この自信は。

「じゃぁ、引くょ」

　甘あまったるい声が有栖の勘かんに触る。しかし表情には出さず、促うながした。

「どうぞ」

　瞳ひとみはライトブラウンの髪かみを耳にかけ、トランプを隅すみ々ずみまで舐なめるように見回す。

　有栖は不正をしないよう見守っていたが、ふいに瞳はちらっと見上げてつぶやいた。

「あ～、これなんだぁ」

　瞳が目標に定めたカードを見て、有栖は戦せん慄りつを覚おぼえた。それは確かに湊の右席となるカードだった。

（どうして……っ！　なぜわかったの……っ？）

　疑問は頭を巡めぐり、高速回転した脳のうが一つの結論を導き出した。

（っ、しまった……っ！）

　目を見られていたのだ、と有栖は理解する。

（彼女はわたしがカードを覚えていることを見抜き、様子をうかがっていたんだ……っ！）

　瞳が嚙かみ殺ころした笑みをわざとらしく隠かくして見せる。

　詰つめの甘あまさが自分の悪い癖くせだと自覚する有あり栖すにとって、これは教訓となった。

（もう二度とヘマはしない……っ！）

　有栖は平常心を装よそおい、語りかける。

「そう思うなら、引いてみれば？」

「へぇ～、ぃぃの？　引ぃちゃって？」

「どうぞお好きなように」

「……ふ～ん、じゃぁ引ぃちゃぉ」

　ハートマークのネイルに彩いろどられた指が見抜かれたカードに向けられる。

（まだだ、まだ早い……）

　もしミスをしたが最後、不信感が爆ばく発はつし、席替えは無効となる可能性が高い。そのため有栖は焦あせる心を懸けん命めいに押おしとどめ、最善のタイミングを慎しん重ちように計った。

　有栖にはもしかしたら瞳ひとみが【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】を誘さそっているのかもしれない、という不安がある。挑ちよう発はつし、動どう揺ようさせておいて、繊せん細さいな作業を要する【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】に揺ゆさぶりをかけ、ミスを誘おうとしている──というのは十分にありえることだった。

（だとしても、わたしにそんな揺さぶりは通じない……っ！）

　有栖は自みずからを鼓こ舞ぶし、発動させる。




　　　【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】




　完かん璧ぺきなタイミングと完璧なスピード……そして完璧な配置替え。コンマ一秒を悠ゆう々ゆうと切る世界で、【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】は成立する。

（勝った……）

　すでに瞳の動きは止まらないところにある。指は慣かん性せいの力に流されてカードに触れ──そうなところで止まった。カードまでの距きよ離り、僅わずか一ミリでの出来事である。

「ゃっぱゃ～めた」

　瞳はぺろっと舌を出した。

（なん、ですって……？）

　有栖が動揺する隙すきをつき、瞳が一枚のカードを押おさえる。そのカードは──先ほどすり替えたもの。つまり湊みなとの右みぎ隣どなりとなるカードだった。

「ハートの７ね。はぃ、ょろしく」

「噓うそ……」

　有栖の頰ほおに張り付いていた髪かみがはらりと落ちる。

（なぜすり替えたカードが見えていたの……？）

【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】は成功していた。であれば、見えるはずがないのである。

　瞳ひとみはつま先を上げ、有あり栖すの耳元に顔を寄せた。

「隠してるのゎぁんただけじゃなぃんだょ」

「なっ──」

「安心して。このことゎ誰だれにも言わなぃから」

　衝しよう撃げきを受ける有栖を、瞳は鼻で笑った。

（ふふんっ、【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】を使ぇばこんなものょ……）

【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】は動体視力が人ひと並なみ外はずれて優すぐれているという能力である。ただ〝能力〟と言えるほどに優れているのは、クレー射しや撃げきの選手だった父からの遺伝が大きい。中学からバドミントン部に所属し、自然と動体視力を鍛きたえる環かん境きようがあったことも要因にあるが、元々瞳は目の前で新幹線が通り過ぎても、中の人が何をやっているか判別がついた。

　だがそんな瞳にとって、これは〝余よ裕ゆうの勝利〟と言えるものではなかった。

（でも、もしやるってゎかってなかったら……ぉそらく見ぇなかった）

　そう、これは紙かみ一ひと重えの勝利だった。瞳の【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】では、カードを止める際にできる僅わずかな隙すきにかすかな残像が感じられる程度に過ぎなかった。

　二度【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】を離はなれた座席から観察できたこと、そしてやるとわかっていたこと、この二つが揃そろっていたからこそ瞳は勝利できた。

　そのことを自覚しているからこそ、瞳は牽けん制せいした。すべてが見えているように振ふる舞まい──【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】を自由に使えないと思わせたのである。

（これで今後使ゎなくなってくれればぃぃんだけど……貸しを作れただけでも上出来と見るべきだょね）

　瞳は【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】使用の暴ばく露ろを選ばず、秘密にしたまま封ふうじるほうを選んだ。その理由は〝どうせ暴露しても信じてもらえなかっただろう〟と考えたためだった。

　それほど【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】の完成度は高い。誰にも見えないものを〝あった〟とするのは〝悪あく魔まの証明〟と言われ、困こん難なん極きわまりないことである。

　しかも有栖には一年間築いた〝優ゆう等とう生せい〟としての信しん頼らいがある。いくら瞳が〝不正をした〟と言っても、有栖に開き直られれば、疑われるのは自分のほうだった。

　瞳は成果に満足し、意い気き揚よう々ようと踵きびすを返した。

「あっ」

　そのときのことだった。湊みなとが机つくえについていた肘ひじを滑すべらせてしまい、バランスを崩くずしたのは。

　これは湊が重大な事実を発見したことが遠因にある。

　──僅わずか一分前のこと。

　湊はクラスメートの容姿をチェックしながら、席が決まっていく様子を眺ながめていた。そして隣となりに座っていた瞳が教きよう壇だんに向かって歩きだした姿を見て、ハッとした。

（スカートが、短い──）

　他の少女たちは頑がん張ばっても膝ひざ上うえ十センチ。しかし彼女は膝上十五センチを超こえている。男子高校生にとって精神の変調をきたしかねない、世紀の大発見だった。

（もしや、角度を変えれば……）

　そう、その程度でスカートの奥にある理想郷アルカデイアに到達できそうなのである。

　しかしハードルは高い。女性に囲まれている状じよう況きようで、このような邪よこしまな気持ちが露あらわとなれば、軽けい蔑べつと罵ののしりの毎日となる可能性すらある。

　だがそんなことで諦あきらめられる湊みなとではなかった。

　目線だけで周囲を確認。幸さいわい一番後ろの席のため、背はい後ごに気をつける必要はない。

　と、そのとき湊に電流が走る──

（つま先が上がった、だと……？）

　これは瞳ひとみが有あり栖すの耳元に口を寄せるために取った行動だった。

　このことにより、元々際きわどかったスカートの丈たけが上がり、瞳のむっちりとした太ももがさらにさらけ出された。

（千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機き……っ！　このチャンスを逃のがしちゃ、男じゃねぇ……っ！）

　何気なくついていた頰ほお杖づえを一気に落とし、視点を下げる。

　大事なのは目を細めることだった。これは万が一誰だれかにバレそうになった場合、『眠かったんだ』と言い訳をするためである。無論、目を細めることにより視力を一時的に高める効能のほうが重要なのは言うまでもない。

（あ、あともう少し──）

　と思ったところで、瞳が反転した。

「っ──」

　熱中していたため、湊は反応が遅れた。遅れを取とり戻もどすべく肘ひじに体重をかけ、体勢を立て直そうとする。しかしそのせいで肘が滑すべってしまった。

　湊は一いつ瞬しゆん向けられた少女たちの視線に青ざめ、机つくえに目線を落とした。保険として用意しておいた『眠かったアピール』を今こそ活用しようと考えたのだった。

　湊の行動は、好きな子をこっそり見つめていたら気づかれてしまい、素知らぬ振ふりをする──そんな反射的行動に近い。精せい神しん分ぶん析せき家かアンナ・フロイトが唱となえた十種類の主要な防ぼう衛えい機き制せい──退行、抑よく圧あつ、反動形成、分ぶん離り、打ち消し、投影、取り入れ（摂せつ取しゆ）、自じ己こへの向むき換かえ（自じ虐ぎやく）、逆転、昇しよう華かで言えば、『打ち消し』に類する行動である。

　そんな湊の行動に少女たちは気づかなかった。否いな、気づけなかった。

　少女たちが湊を見ていたなら、その心理を確実に察知したことは疑いない。しかし彼女たちはそれどころではなかった。彼女たちにとって大切だったのは、『湊が教きよう壇だんから視線を逸そらしている』ことだった。

　少女たちは湊の行動を隙すきとして受け取った。『男子に見られていないため自由に能力を使える時間』──〝絶対時間エンペラータイム〟が出現したのである。

　学園内のルールとして〝能力の意味のない使用は慎つつしむこと〟というものがある。これは少女たちの調査により、男性を恐きよう怖ふさせないこと、そして喧けん嘩かを大規模化させないことを目的として定められていることが判明していた。逆に言えば〝男性が見ておらず〟〝喧嘩ではない〟のであれば問題ない。そのためこの一いつ瞬しゆんの隙すきに少女たちはフルに活用しようと考えた。

　少女たちは有あり栖すと瞳ひとみがやりあっていることに気がついていた。内容はわからなくとも、〝何かをやっている〟ことだけはわかっていた。そしてどうやら瞳が勝利したことを悟さとった。

　その後残ったのは、湊みなとの周囲が確定したという現実だけだった。

　だがこの現実を少女たちはすんなり受け止めようなどと思わなかった。




　──ノーカン！　ノーカン！




　そうした心の叫さけびは教室中に轟とどろき、そして〝機〟が訪れたのだった。

「──ふっ！」

　壇だん上じようのすぐ斜ななめ前まえにいた少女が立ち上がり、手を吹ふき矢やに見立て、息を吐はき出だした。圧あつ縮しゆくされた空気は風となり、数枚のカードを跳はね上あげる。これはこの少女が水泳で鍛きたえた肺活量を持つがゆえの固有能力だった。

「「あっ」」

　有栖と瞳が驚おどろいた隙を別の少女も逃のがさない。

「なんか熱いから開けるね」

　窓まど際ぎわの最前列にいた少女がおもむろに窓を開けた。そして開けた瞬間、女性でさえ目で追うことが不可能な勢いでキュンッと一回転した。

　幼少のころからクラシックバレエをたしなんでいた彼女は、回転の勢いにより突とつ風ぷうを巻き起こし、瞳がめくろうとしていたカード、すでに引き終えたカードすべてをまるごと吹き飛ばした……！

　ひらり、ひらりとカードが宙を舞まう。

　有栖と瞳の積み上げたロジックと芸術的技は、粗そ暴ぼうな乱入者によって霧む散さんした。

「ごっめ～ん、こんなに強い風が吹ふいているとは思わなかったの～」

　白々しいと言える露ろ骨こつな攻こう撃げき。有栖と瞳の眉み間けんに血管が浮き出たのは無理のないことである。

「ん……？　あちゃー、風で飛んじゃったのか……」

　遅れて顔を上げた湊はそうつぶやいたが、内心ではこの騒さわぎのおかげで少女たちが自分の行動に気がついてなさそうなことに安あん堵どしていた。

「どうしよう……カードバラバラになっちゃったし……やり直す？」

　誰だれかがそう言うと、

「賛成！」

「そうだね、残ったカードわかんなくなっちゃったし……」

「やり直しが無ぶ難なんですわ」

「もっかいやろうよ！」

　と賛同する声が相次いだ。

「「ちょっと待ってよ！」」

　異論を唱となえたのは有あり栖すと瞳ひとみだった。

「あたしゎ今引ぃたんだょ？　別に決まったのゎそのままでぃぃんじゃなぃ？」

「わたしも同感よ。少なくとも残ったところだけをやればいいでしょ？」

　先ほどまでつばぜり合いをしていた仲。しかしここに来て、利害が一致した。

「残った席にもう一度カードを振ふり分わければ問題なく再開できるわ」

「そぅょそぅょ！　もぅ引ぃた人がぃるんだから、ゃり直すなんてメンドイじゃなぃ！」

　最大のライバルの協力に、二人は互たがいに不敵な笑みを浮かべた。

（味方と思ぇば頼たよりになるじゃなぃ……ありす）

（ひとみこそ）

　一時、だがそれゆえに強力な同盟に、少女たちは焦あせった。

　有栖と瞳はクラスの少女たちを出し抜いて主導権を握にぎった剛ごうの者ものである。たった二人と言えど侮あなどれるものではない。下手へたに出れば逆に隙すきを与え、反はん撃げきを食らう。

　水面下の攻防。先に動いたのはやり直しを求める少女たちだった。

「じゃ、じゃあ多数決しようよ、多数決！」

「賛成！」

「私も！」

　勢いに乗って二人を飲み込むべく賛同が相次ぐ。

　だが──

「ちょっと待ってょ！　それって横暴すぎじゃなぃ！」

　瞳が持ち前の気の強さによって押おし返かえせば、

「みんな、思い出して。この席替えは先生に無理を言ってさせてもらってるのよ？　ならこのホームルーム中に決めるべきよね。でももう残り時間は少ないわ。だとすると、続きからやるのが筋すじじゃない？」

　有栖が論理によってねじ伏ふせに入る。

「じゃあすぐにやり直そうよ！」

「だ～か～ら、あたしの意見を無視しなぃでょ！」

　状じよう況きようは拮きつ抗こうしているように見えるが、有栖・瞳連合のほうが圧倒的に有利だった。

　教きよう師しである理り沙さの心情を思えば、有栖の論理に理がある。そのため時間切れはすなわち、有栖・瞳ひとみ連合の勝利である。

　そのことに気がつきつつも、少女たちには決定打がないだけに、横よこ綱づな相撲ずもうによって押おし切きられようとしていた。

　その状態にケリをつけるべく、一人の少女が動いた。

「く、久く我が原はらくんはどう思う？」

　焦しよう燥そう、困こん惑わく、その果てに──少女たちは最後の希望を湊みなとに託たくした。

「……いぃ!?　俺おれ!?」

「うん！」

　いきなり話が振ふられたことに、湊は動どう揺ようした。

　先ほどスカートの中を覗のぞこうとしていたことの後ろめたさが湊にはあった。加えて静まり返る教室に宿る無言のプレッシャーは、尋じん常じようじゃないものがある。

（焦あせるな。バレていないはずだ。ならばクールだ。クールに対応するんだ……）

　そう念じ、逃にげ場ばを探す。そして湊は迷ったあげく──

「り、理り沙さ先生はどう思う？」

　理沙に振った。

　理沙にとってはたまったものではなかった。どちらを選ぼうと少女たちから恨うらみを買うことは目に見えている。

「久我原君、自分の意見を先に言って」

「えっ？　じゃ、じゃあ……えーと……」

　まさかの拒きよ絶ぜつに、湊は何かしらのヒントを求めて視線を惑まどわせた。

　すると、有あり栖すの姿が目に入った。

『もう残り時間は少ないわ』

　時計を見ると、残り十五分となっていた。

「あ～、時間も残り少ないし、決まった人はそのままの方向で……どう、かな……？」

　そう湊が回答すると、少女たちはがっくりと肩かたを落とした。




　──勝敗は決した。




　矢尽つき刀折れた少女たちが意い気き消しよう沈ちんする。ある者は机つくえに突つっ伏ぷして密ひそかに泣き、ある者は復ふく讐しゆうを誓ちかい自みずからの皮ひ膚ふに爪つめを立てた。逆に勝利の美酒に酔よう有栖と瞳は、不ふ俱ぐ戴たい天てんの仲であることを忘れて握あく手しゆを組み交わす。

　そんな光景を眺ながめていた千ち湖こはため息をつき、

「みんな馬ば鹿かだよね」

　と独ひとり言ごとをつぶやくのだった。













　　その三　難攻不落のクラブ・アクティブス







　ホームルームは終しゆう了りようし、男子登校初日の学校行事は終わりを告げた。

　しかし今日が終了したわけではない。これからは自由時間である。

　チャイムと同時に疲ひ労ろう感かん漂ただよう教室には再び活力がみなぎり、視線での牽けん制せいが始まっていた。

　彼女たちの目的は〝湊みなとに校内を案内する〟である。

　少女たちはすでに一年学園で過ごしている。だが湊は今日が初めての学校。当然校内を把は握あくしていない。

　身勝手な誘さそいは禁きん物もつだが、自然な流れで誘えば大だい丈じよう夫ぶなはずだ──と彼女たちは考えていた。

　だが問題は誰だれが先せん陣じんを切るかだった。

　本来案内を独ひとり占じめしたいが、単独で声をかけて突とつ出しゆつすることで目立ってしまい、落とし穴にはまる可能性があった。それゆえ少女たちの第一歩は遅れた。

「みなとくん、学園のことゎからなぃでしょ？　あたしが案内してぁげょっか？」

　先制したのはまたもや夏なつ秋あき瞳ひとみだった。

　彼女は隣となりの席というアドバンテージを活いかし、少女たちが迷った僅わずかな隙すきをついたのである。

　瞳が一いつ拍ぱく置いて話しかけたのは、自然さを強調したいためだった。

　チャイムと同時に声をかけてはあまりに不自然だ──そう考えたのである。そしてそれだけの余よ裕ゆうはある、と瞳は判断していた。

　少女たちは驕おごりとも言える瞳の一拍を、牽制によって逃のがしてしまった。まさに瞳の思う壺つぼの展開だった。

「い、いいのか……？」

　湊は瞳からの思わぬ誘いに、嬉うれしさを通り越して怪あやしんだ。

　瞳ほどの美少女からの誘いを断る選せん択たく肢しなど、湊にはなかった。しかしうまい話すぎて逆に不安になった。

「もちろん。それとも用事ぁる？」

「い、いや、そんなものはない！」

　湊は深呼吸をした。

　お、落ち着くんだ……。まだ今日会ったばかりなのに、何かあるわけないじゃないか……。紳しん士しとなって好感度をアップさせるんだ……。

　湊は大きく息を吐はき出だすと、覚悟を決めた。

「じゃ、じゃあ──」

「案内ならわたしがしてあげるわよ」

　背はい後ごからの声に、湊みなとは顔を百八十度回転させた。

「千ち湖こは部活があるけど、わたしは特に入ってないから」

「有あり栖す……」

　湊は少し驚おどろいた。

　有栖が両手の甲こうを腰こしに当てている。これは〝面めん倒どう見みのいい妹モード〟に入っている証しよう拠こだ。このときの有栖は機き嫌げんがいい。先ほどまでは不機嫌だったというのに、何があったのだろうか。

「それと、お兄ちゃんのことだから勉強全然やってないでしょ？　うちの学校結構レベル高いんだから。どこまで進んでるのか見てあげる」

　正直なところ、湊は有栖と仲直りしたほうがいいと考えていた。

　再会早々喧けん嘩かしてしまったが、やっぱり家族は仲がいいほうが良いに決まっている。

　だが──

「いっや～、悪いな、有栖！　瞳ひとみが案内してくれるって言ってるんだ！　誘さそってくれたのにすまんな～」

　物事には優ゆう先せん順じゆん位いがあるのである。可愛かわいい女の子からの誘いと口うるさい妹からの誘いなら、どちらを選せん択たくするか迷うまでもないだろう。

「お兄ちゃん！　何にやけてるのよ！」

「いやいや、にやけてなんかいないぜ？」

　とは言いつつも、頰ほおが緩ゆるむのをやめられない。だってそうだろ。美少女から誘われているんだ。そんな夢みたいなことが現実に起こっているのに、我が慢まんなんてできるはずがない。

「む[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「にらんでも俺おれは瞳と行くからな」

「ごっっっめんねぇ～、ありすぅ～」

　有栖への当てつけだろうか。瞳が二の腕うでに手を添そえてきた。

　男のものとは明らかに違う小さく柔やわらかな指。ソフトタッチが肌はだを敏びん感かんにさせ、ゾクゾクとする快感が背せ筋すじを貫つらぬいていく。

「いや～、あっはっは」

　笑いが止まらないとはこのことだろう。可愛い子とのスキンシップがこれほど素晴らしいものとは……ビバッ、地上！

　と、そのとき──

「さぁ、ミナトくん！　ボクと帰ろう！」

　ホルストがクラスにやってきた。

「…………」

　湊は無表情でホルストに歩み寄ると、肩かたに手をかけ、注目されないようクラスの隅すみまで連れていった。

「言っとくがな、ホルスト──」

「ダメだよ、ミナトくん……人が見ている……ああ、でも、だからこそいいと言うべきか……」

　湊みなとが視線を感じて振ふり返かえると、クラスメートの少女たちがヒソヒソ話を始めていた。

「おっ、おい、ホルスト！　お前のせいで誤解を……っ！」

「誤解？　いや、違うね。真実だよ。ふふっ、いいじゃないか。見せつけてやろう！」

　湊は表情を消し、無言でホルストにボディブローを浴びせた。

「ホルスト、お前は一人で帰れ。俺おれは学校内でお前と行動するのは今後やめにしておく」

「なっ……ミ、ミナトくん！　ボクとの愛は噓うそだったんだね！」

「愛なんて芽め生ばえてねぇよ！」

「でもひどすぎるよ！　そんなこと言われたら、ボクは生きていけないじゃないか！」

「では命じよう。──自害しろ、ホルスト」

「ミナトくん、時々物もの凄すごくひどいよね？」

「お前にだけだ」

「つまりボクは特別な存在ということだね」

「悪い意味でな！」

　ダメだこいつ、まったく反省してやがらない……。

「一応聞いておくが、お前、有あり栖すとチコに何を言ったか覚おぼえてるか？」

「さぁ、ボクはミナトくん以外の過去は忘れることにしてるから」

　湊はホルストの首を締しめた。

「ひでぇこと言っただろ、おい！」

「ギ、ギブギブ！」

「まぁまぁ、みなとくん。それくらぃで許してぁげたら？」

　止めに入ったのは瞳ひとみだった。有栖は警けい戒かいし、様子を見ている。

　女の子に乱暴なところを見せるのはよくないと思い、湊は手を離はなした。

「あ、ホルストくんだっけ？　あたし、夏なつ秋あき瞳。ょろしくね」

　ホルストは瞳の全身をくまなく眺ながめると、ポツリとつぶやいた。

「〝垂たれ乳ちちスイーツ（笑）〟」

「死ねええええええぇぇぇぇ！」

　湊はホルストに思いきりドロップキックをかました。

　な、なんてことを言うんだ、こいつ！　殺すよ？　マジ殺すよ？

　そんな、垂れ乳だなんて──

「…………」

　なるほど、確かに大きすぎるとその分垂たれそうだな……。こいつ、あいかわらず微び妙みように的確なあだ名をつけやがる……。

「み、みなとくん！　恥はずかしぃから見なぃで!?」

　瞳ひとみが胸むねを両手で覆おおい隠かくす。しまった、つい凝ぎよう視ししていたようだ。

「あ、あたし垂れてなぃからっ！」

　必死の抗こう弁べん。湊みなとは全力で頷うなずき返かえした。

「わかってる！　俺おれはわかってるから！」

「ミナトくん、騙だまされるな！　それは〝今〟だけだ！　どうせすぐに垂れる！」

「あ、あたしゎ垂れなぃょっ！」

「黙だまれスイーツ（笑）！　これ以上耳みみ障ざわりな口調でしゃべるな！　いいか、現実をもっとよく見ろ……。現実はそんな甘あまいものじゃない……」

　湊はホルストの腕うでをひねり上げた。

「まだ懲こりないのか……。ちょっと来いよ、ホルスト……。久しぶりにキレちまったよ……」

「いたたた……っ！　ミ、ミナトくん、痛いよ……っ！」

　湊はホルストを無理やり廊ろう下かに連れ出し、襟えりを絞しぼった。

「なぁ、ホルスト。初対面の女の子にあれはないだろ？　しかもあの子、有あり栖すやチコみたいに昔からの付き合いじゃないから、フォローが効きにくいんだぜ？　俺が困るの、わかるか？」

「ふふふっ、困ったミナトくんはまた一段と魅み力りよく的てきだね」

「いいセリフだ。感動的だな。だが無意味だ」

　腹はらパンでホルストを沈しずめる。一応生存確認のためにつま先で蹴けってみると、ビクッと身体からだが跳はねて嬉うれしそうな顔をしたため、早々廊下に放置し、慌あわてて教室に戻もどった。

「すまん、瞳！　あいつ頭がおかしいんだ！」

「そ、そぅなんだ、ふぅん……」

　そうは言っても、瞳が落ち込んでいるのは明らかだった。

　湊はフォローをしなければと思った。しかし気の利いた言葉が出てこない。それでも何か言おうと、湊は思いつくままに早口でまくし立てた。

「あいつの言っていることは無視したほうがいいから！　瞳は凄すごく可愛かわいいし、魅力的だから、落ち込む必要なんてないって！」

「えっ……？」

　瞳が顔を紅こう潮ちようさせる。湊もまた、自分で口走ってしまった内容に恥ずかしくなった。

「あ……ぅん、ぁりがと……。ホント気にしてなぃから、大だい丈じよう夫ぶ……だょ……」

「いや、お礼を言われるようなことじゃ……」

　何だか物凄く照れくさい。理り沙さにはいくら積極的に行っても恥ずかしくなかったのに、この差は何なのだろうか。

　もしかしたら理り沙さには軽くあしらわれていたからかもしれない。こんな初うい々ういしい反応が返ってきては、こっちが緊きん張ちようしてしまう。

　と、そのとき、湊みなとの背せ中なかに悪お寒かんが走った。




　──殺気！




　湊とて、伊達だてに一％の生き残りとなったわけではない。数多くの男たちが倒れていく中で、本能的に危険を察知する能力を養っていた。

　その感性が訴うつたえていた。背はい後ごには〝死〟をもたらす何かがある、と。

「お兄ちゃん……」

　湊は恐る恐る振り向いた。すると笑顔の張り付いた有あり栖すが、強きよう烈れつなオーラを放ち、仁に王おう立だちしていた。

「お兄ちゃん、わたしがホルストくんにいろいろ言われたとき、そんな風に言ってくれなかったよね……？　ちょっと説明が欲しいな……」

　あかん！　有栖さん、マジ切れっスか！

　やばい、反はん撃げきは命取りだ……っ！　このままじゃマジで殺される……っ！

「ちょっっ！　お、落ち着け、有栖……っ！　そんなつもりじゃないんだ……っ！」

「そんなつもりじゃないって、どういうこと……？」

「いや、それはその……」

「つまりぃ、ホルストくんの言ったことが真実だったからぁ、否ひ定ていできなかったんじゃなぃ？」

　瞳ひとみが平然とガソリンを投下する。おかげで炎ほのおは天井を焦こがしそうなほど舞まい上あがった。

「ふーん、そういうことなんだ……。お兄ちゃんはそう思ってたんだ……」

「思ってないって！　……ちょっとだけ思ったけど」

「お兄ちゃん、今なんて言った!?」

「ひ、ひいいぃぃ！　ごめんなさい！　許してください！　お願いします！」

　マジ土下座である。恥はじや外がい聞ぶんなんてどうでもいい。ここは有栖を鎮しずめることが先決である。

　さすがの有栖もここは教室。都合が悪いと思ったのだろう。

「……お兄ちゃん、そこまでしなくていいから」

　とつぶやいた。

「ほ、本当か……？」

「なんて言うと思った……？」

　上げておいて下げる。ヤクザ顔負けのやり口である。

「い、いや、ちょ、ま、待てって……」

「お兄ちゃんの馬ば鹿かぁぁぁ！」

　有あり栖すのビンタが襲おそいかかる。だがあまりの速さに止めることも避よけることもできない。

「──危ない！」




　　　【巨人殺しジヤイアントキリング】




　残像音と共に突とつ如じよ現れたツインテール。当たる寸前で少女は間に割り込み、腕うでを十字にして有栖のビンタを受け止める。

「っ──」

　きしむ身体からだ。しかしがっちり耐たえ抜ぬき、千ち湖こは安あん堵どのため息をついた。

「ふぃ～、危うくミナトンが殺されるところだったぁ～」

「えっ!?　やっぱり食らってたら死んでた!?」

「うん、間違いなく。たぶん首が三回転くらいしてスプラッタになってるところだったよ」

「おいぃぃ！　シャレになってねぇぞぉぉ！」

　危険すぎるぞ、女の子！　銃じゆうを持った隣りん人じんより怖こわいよ！

「あっ……」

　有栖の顔は真っ青となっていた。

「あのっ……そのっ……」

　見るも哀あわれなほど動どう揺ようしているのがわかる。

　湊みなとは有栖のそんな姿を見たくなかった。確かにやられたことはシャレになっていないが、それよりも妹の恐きよう怖ふに歪ゆがむ顔のほうが、痛かった。

　だから湊は落ち着かせようと、有栖の頭に手を伸のばした。

「っ！」

　触れる寸前、有栖は飛とび退のいた。

　嫌いやがっている素そ振ぶりではなかった。優やさしさを与えられる資格がない──そう眼が語っていた。

「……………………ゴメン！」

　有栖が背せを向けた。三つ編みを揺ゆらし、教室を飛び出していく。

「有栖！」

　湊は思わず追おうとして──止められた。

「いいよ、ミナトン。アタシが行くから」

「チコ……」

「たぶんミナトンじゃ追いつけないしね」

「でもな……」

「ま、アタシに任せてよ」

　湊みなとは追いかけたかったが、ここは千ち湖こに任せることにした。

　有あり栖すとは四年間家族として付き合ってきたが、千湖は有栖と八年も友達でいる。ならば付き合いが長い分だけ、千湖のほうが慰なぐさめるのに向いているだろう。そう思ったのだった。

「……わかった。頼たのんだ」

「もし学校回るなら後でアタシのところに寄ってよ。アタシ、運動場でサッカーやってるから」

「ああ」

　千湖が有栖を追って教室を出る。

　湊は千湖が見えなくなってからも、出入り口を見つめ続けた。

「じゃぁみなとくん、あたしたちも行かなぃ？」

　有栖のことが気にかかったが、こうなってしまったら後は千湖に任せるしかない。

　湊は気持ちを切り替え、瞳ひとみに笑顔を向けた。

「じゃあ、よろしく頼むぜ」

「ぅん、任せてょ！」

　カバンを肩かたにかけ、瞳と並ならんで教室を後にする。

（女の子と二人で学校を歩くなんて、シェルター生活からは想像もしてなかったなぁ……）

　そう考えると、血圧は否いや応おうなく上がっていった。




　　　♀♀♂♀♀




　西校舎二階の一室。

　電気がつけられることなく、カーテンによって光が遮さえぎられた室内で、一人の少女が足を組み、携けい帯たいに耳を澄すましていた。

「アルファーワンより伝達。ターゲットは教室から移動し、渡わたり廊ろう下かへ向かっています。随ずい伴はんは夏なつ秋あき瞳、一名です」

「ほう、夏秋瞳は想像通りだが、まさか紫し桃とう有栖が離はなれるとは」

「いかがしましょう？」

「……ふむ、夏秋瞳は危険だな。一気に押おし切きろうとしかねない。いざとなれば例のものを使え」

「……わかりました」

「頼んだぞ、小こ萌もえ」

「お任せください──常磐ときわ先せん輩ぱい」

　四し季きノの森もり学がく園えんの最さい大だい派は閥ばつである〝常磐会〟会長──三さん条じよう常磐は携帯電話をテーブルに置くと、ふくよかな唇くちびるを親指でそっとなぞった。

「やはり久く我が原はら湊みなとが当たりのようだな」

　プリンのカップが山積みにされたテーブルの上に、数十枚の紙が散らばっている。

　紙面は男子生徒の写真、履り歴れき等、一女子高生では本来取得できるはずもない個人情報で埋うめつくされていた。

　常磐ときわは湊の調査書を手に取ると、ある名前で目を止めた。

「やはり問題は彼女か……」

　そこには〝柴し桃とう有あり栖す〟の文字があった。




　　　♀♀♂♀♀




　図書館、美術室、理科室──などを巡めぐる間に、湊の緊きん張ちようは次第にほぐれていった。

「講こう堂どうって、凄すごかったでしょぉ？　ぁれ、普ふ段だんゎ劇場として演劇部が使ってるんだけど、あたし初めて見たときびっくりしちゃって！」

「確かにあれは凄かった……。シェルターで一番広いのが食堂だったからさ。それでも百人収容が最高だったし。講堂なら十倍以上入るだろ？　もうなんか落ち着かなくて」

「でしょでしょ？　あ、でも、シェルターって狭せまかったんだ……。あたしもっと優ゆう雅がな生活ができてると思ってたょ……。じゃぁ運動ゎどうしてたの？」

「ジムにあるような器具で汗あせを流すので精せい一いつ杯ぱいだったなぁ。卓球台とか、場所を取らないものなら少しはあったけど、スポーツはあまりできなかったな」

「ぅわっ、それストレス溜たまりそぅ！」

　瞳ひとみはノリが軽いため、今日会ったばかりにもかかわらず非常に話がしやすかった。学校内のこと、家族のことなど次々に話題を振ふってくれるだけでなく、軽妙な相あい槌づちによって楽しませてくれる。それと可愛かわいい。

　おかげで湊は会話が乗ってくるにつれ、瞳の性格や経歴がわかってきた。

　瞳はバドミントン部。ただしがっつりやるのではなく、ショッピングなどを優先して多少サボりがち。しかし実力はあり、一応レギュラーらしい。それと可愛い。

　家庭は平へい凡ぼん。実家は福岡にあり、現在は寮りように住んでいる。

　どうやらこの学園はお嬢じよう様さまが多いらしいが、瞳は〝庶しよ民みん派は〟と言える立場のようである。

　有栖や千ち湖こはああ見えて結構な良家の生まれで、有栖のピアノがプロを目指せるだけの腕うで前まえなのも、母方のおばあさんがフランス人でプロのピアニストだった影えい響きようだ。透すき通とおるような白い肌はだもクォーターであるがゆえである。一方、千湖は母親が化け粧しよう品ひんメーカーの重役だ。性格が環かん境きようと正反対だが、生まれつきそうなのだろう。

　瞳が話しやすいのは、同じ〝庶民〟としての感覚が合うからだろう、と湊は思った。

「そういや瞳には能力ってないのか？　有栖と千湖のは聞いたんだが」

「あっ、それ聞ぃちゃぅ？」

「まずかったか？」

「ぅーん、女の子同士でゎぁまり聞かなぃかな。だって隠かくしておぃたほぅが便利な場合が多ぃし」

「あ～、なるほどな～」

「まぁ、周まわりに言ってる子もぃるけどね」

　千ち湖こが有あり栖すの能力を語ったのは、有栖が能力を公言しているからだろう。また千湖もすんなり教えてくれただけあって、隠していないようだ。

「じゃあ聞かなかったことにしてくれ」

「別にぃぃょ。みなとくんになら、特別教ぇてぁげる」

「本当か？」

「でも、秘密だょ。二人だけの秘密」

「わ、わかった」

〝二人だけの秘密〟という言葉の響ひびきに、湊みなとはドキリとした。

「あたしの能力ゎ【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】。あたしの動体視力なら、どれだけ早く動ぃてぃてもだぃたぃ見ぇるょ」

「へぇ、凄すごいな。じゃあバドミントン部でレギュラー取れてるのって……」

「そ、【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】のぉかげだょ。バドミントンのスマッシュって本当に速ぃんだから！　目がぃぃってだけでかなり有利なの。あ、でもこのことゎ……」

「ああ、秘密だな」

「ゎかってるならょろしぃ」

　おどける瞳ひとみに、湊は笑って返した。

「あ、そうだ。運動場行かないか？　せっかくチコが声をかけてくれたし、ちょっと見に行きたいんだ」

　すでに校内を回り始めて三十分は経たつ。そろそろ千湖も有栖をなだめ終え、部活に顔を出しているころだろう。

「ぃぃょ。でも、ちょっと聞きたぃんだけど……」

「何？」

「チコちんと、どぅぃぅ関係？　チコちんゎ幼なじみって言ってたけど、実際ゎどぅだったの？」

　どうしてそんなことを聞くのだろうか。

　湊は理解できなかったが、とりあえず素直に答えた。

「チコは男友達みたいな感覚かな。野球とかサッカーとか、男に混じって一緒にやってたし」

「あ～、チコちんらしぃね～。──じゃぁ、ありすとは？」

　ぐっ、と瞳ひとみの顔が迫せまってくる。湊みなとは思わず一歩下がった。

「〝元〟〝義理の〟妹なんだょね？」

「あ、ああ」

「妹になる前ゎ知り合ぃだったの？」

「い、いや、まったく知らなかった。付き合いだけなら、小学一年から同じクラスだったチコのほうが長い」

「ふ～ん」

　なんだか目つきが怖こわい。素直に話しているのに、段々と風向きが悪くなっている気がする。

「兄妹の仲ゎどぅだったの？」

「普ふ通つうじゃないのかな？　喧けん嘩かばかりしてたぞ。でもまあ、有あり栖すが来たばかりのころは家族が増えて嬉うれしかったし、あいつは泣き虫だったから、多少守ってやらなきゃと思ったところもあるかな」

「へぇ……」

　……寒い。春になったというのに、氷点下に達しているような寒さだ。

「じゃぁ、今ゎどぅ思ってるの？　兄妹じゃなくなったんだょね？　今も妹として見てる？　それとも、一人の女の子として見てる？　どぅなの？」

　何だこれは……質問が誘ゆう導どう尋じん問もんじみてきている……。

　マズいぞ!?　どうしてこうなった!?

「あ、あいつの話なんてやめにしようぜ！」

「ぇ～、あたしゎもぅちょっと聞きたぃなぁ……」

　こ、怖いぞ……。これがホルストの言っていた、女の子の本性だとでも言うのか……？

　何とか話題を変えるため、湊は周囲を見み渡わたした。すると、運動場が見えた。

「おっ、運動場はあそこか！　チコはどこだ！」

　湊は運動場めがけて足を早めた。

「あっ、みなとくん！　ちょっと待ってょ！」

「ん……？」

　湊の目に、体育館の壁かべにもたれてうつむいている少女の姿が映うつった。明らかに誰だれかを待っている雰ふん囲い気きである。あの顔は──

「有栖……」

「お兄ちゃん……」

　日本人離ばなれした白い肌はだをほんのり色づかせ、有栖が寄ってくる。

　有栖は何かを言いたそうにしている。そのため湊は有栖から話し出すのを待ったが、有栖はもじもじとしたまま、なかなか言葉を発しなかった。

「な、何だよ、早く言えよ……」

「でも……」

「いいからさっさと言えって」

　くそっ、こんなにしおらしくされてはやりにくいったらありゃしない。ただでさえ照れた横顔が滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいくて困るん──

「……って、ちげぇよ、俺おれぇぇぇ！　何考えてんだよぉぉぉ！」

「お、お兄ちゃん!?」

　柱に頭をぶつけて正気を取とり戻もどす。

　……………………ふ～、よし、落ち着いてきた。もう大だい丈じよう夫ぶだ。

「お兄ちゃん、血が出てるんだけど……」

「気にすんな！　それより言いたいこと言えよ。ちゃんと聞いてやるから」

「あっ、うん……」

　有あり栖すは胸むねの前で両手を合わせ、湊みなとを見上げた。

「あの、お兄ちゃん……ごめんね。さっきは頭に血が上っちゃって……」

「……いや、俺も悪かった。すまなかったな」

「ううん！　わたしが悪かったんだよ！　お兄ちゃんは何も悪くないよ！」

　湊は額ひたいに手を当てた。

　まったく、あいかわらず強情なやつだ。だが気持ちを汲くみ取とり、誘ゆう導どうしてやるのも兄の努めだろう。

「わかった、わかったから。じゃあこれで謝あやまるのは終わりだ。いいな？」

　湊は昔みたいに有栖の頭に手を置き、なでてやった。それで有栖から力が抜けていくのがわかった。

「……うん」

　有栖の両目が潤うるんでいる。

　だからそんな目で見ないでくれ……。何だかよくわからないが、とにかく困る。

　視線を合わせられず頭を搔かいてごまかしていると、突とつ然ぜん瞳ひとみが腕うでに手を回し、割り込んできた。

「あっれぇ～、ありすぅ～、どぅしてこんなところにぃ？」

　ちょ……、おいぃぃぃ！　肘ひじに何かが当たってるぅぅぅ！　柔やわらかいってレベルじゃねぇぞぉぉぉぉ！

「もしかしてまだ案内しょぅと思ってるぅ？　妹だからって無理しなくてぃぃんだょぉ～。今までも、そしてこれからも、あ・た・し・に・ま・か・せ・て♪　ありすゎ寮りように戻もどって勉強したほぅがぃぃんじゃなぃ？　成せい績せき維い持じするの、大変でしょ？」

　有栖のこめかみがピクピクッと痙けい攣れんする。

「大丈夫。わたし、あなたみたいなスイーツ（笑）と違って、普ふ段だんからちゃんと勉強してるの。あなたこそ成績よくないんだから、今すぐ帰って勉強したほうがいいんじゃない？」

　怖こええぇぇ……けど、胸むねの感触で頭が回らないぃぃ……っ！

「でもさぁ～、勉強しすぎると胸が減っちゃぃそぅな気がするしぃ～」

「なっ──」

　有あり栖すが絶句する。湊みなとは双そう方ほうの胸を見比べ、声を失った。

　……なんて残ざん酷こくな対比だ。こればかりは有栖を哀あわれまずにはいられない。

「これから大きくなるのよ！　もうすぐ垂たれる人と同じにしないで！」

「はぁ？　今なんつったぁ!?　垂れるって言ったぁ!?」

「あなたはこれから落ちるだけ。わたしは上るだけ。そう言っただけよ」

「なにょ、貧ひん乳にゆう！　偽ぎ善ぜん者しや！　腹はら黒ぐろ！　性しよう悪わる！」

「それ以上言ったらドナドナするわよ、豚ぶた……」

　やべぇ……薄うす々うす気がついていたが、この二人、相性が悪すぎる……。

　でもすいません。胸の感触が良すぎて、もう少しだけこうしていたいです……。

「あ、ミナト～ン！　来てくれたんだね！」

　千ち湖この声が聞こえたと同時に、瞳ひとみが飛とび退のいた。

　湊は残念に思ったが、瞳もさすがにクラスメートの前では恥はずかしいらしい。まあそうなるとなぜ有栖の前では平気だったのかは疑問だが、そこは繊せん細さいな乙おと女め心ごころというやつかもしれない。

「お～、言われた通りやってきたぞ～」
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　湊みなとがグラウンドに向けて手を振ふると、千ち湖こは仲間に声をかけ、ネットを乗り越えてきた。

　部活が始まっていたらしく、軽やかなスポーツスタイルである。むき出しとなった太ももと引ひき締しまったお尻しりが、かつての男（同然の）友達とわかっていても、妙にまぶしい。

「ミナトン、楽しそうだね？」

「どこがだよ！」

　有あり栖すと瞳ひとみは千湖が来たことで一時休戦してくれたが、まったく目を合わせようとしない。そんな殺さつ伐ばつとした空気の中に笑顔で入っていける千湖は、あいかわらず大物である。

　千湖は何気なく有栖に目を向けた。

「アリス、ちゃんと謝あやまった？」

「……うん」

　その会話で、湊は察した。

　千湖はなるべく早く和解させようと考えてくれていたのだ。だから自分を運動場に誘さそっておいて、有栖をなだめた後、運動場の前で待たせた。そういう配はい慮りよをしてくれていたのだ。

「ヒトミンも来てくれたんだ！」

「まぁ、みなとくんが行きたぃって言ったから」

「ヒトミンにはぜひともキーパーやって欲しいんだけどなぁ……。ヒトミン目がいいから、絶対向いてるよ！」

「前も言ったけど、痛そぅだし、ゃだょ、あたし」

「う～ん、残念」

　どうやら千湖は【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】のことを知らないようだが、優すぐれた能力を持っていることは察知しているらしい。

　意外な二人のやり取りに、湊は興きよう味みを覚おぼえた。

「二人って、知り合いなのか？　去年同じクラスだったとか？」

　千湖は首を左右に振ふった。

「違うクラスだったよ。でも一年間寮りようで一いつ緒しよに暮らしてきたし、だいたいの子とは顔見知りかな？」

「そんなのチコちんだけだょ」

「そうかな？」

「そぅだょ」

　千湖の屈くつ託たくの無なさが、顔の広さに繫つながっているようだ。

　そういえば小学校のころ、千湖は平気で男の中に入っていた。考えてみると、男の中に女の子が入っていくのは勇気がいる。それで認められ、仲良くできる辺り、千湖には昔から不ふ思し議ぎな人徳があったのかもしれない。

「おーい、千ち賀が浦うら！　なにしゃべってんだ！　戻もどって来こい！」

　グラウンドから千ち湖こに声がかかる。

　千湖は『はーい、すぐに行きまーす』と答えながらも戻もどろうとはせず、顔を近づけてきた。

「ね、ミナトン。ちょっとボール蹴けってかない？」

「おっ、いいな！　サッカーなんて四年ぶりだぜ！」

「じゃあちょっと聞いてくるね」

　千湖が柔じゆう軟なん体たい操そうをしている集団の中に入っていき、キャプテンらしき人に話しかける。その後ボールを一つ摑つかんで戻ってきた。

「いいって」

「じゃあ、ちょっとやるか」

「やったぁ！　ミナトンとやるの、久しぶりだよね！　それじゃこっちこっち！」

　千湖の案内でグラウンドに入り、パスができるだけの距きよ離りを取る。そして簡かん単たんな柔軟を行い、準備完かん了りよう。

「よしっ、いいぞチコ！」

「じゃ、最初だから軽くいくね～！」

　千湖は手を掲かかげると、ポンッと軽く蹴った。




　──シュゴゴゴゴッッッ！




　地上数センチ。地面と平行してサッカーボールは飛んでいく。

　かつての常じよう識しきから言えば、重力の影えい響きようを受け、途中地面に落ちて減速をするものである。だが千湖の正確なキックと一点に込められたパワーはそんな常識を無む縁えんのものとしていた。

「取ってやらぁ！」

　女の子の強さに驚おどろきっぱなしの湊みなとも、さすがにこの展開は予想していた。

　そのため慎しん重ちようにボールに触れ──

「ぐぼぁ！」

　吹ふき飛とばされた。グラウンドのネットに突つき刺ささり、地上二メートルほどの位置で張り付けられた状態となる。

「大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃん！」

「お、落ちる……し、死ぬ……」

　有あり栖すと瞳ひとみが慌あわてて救出する。それで何とか湊は地上に戻ることができた。

「あはは、ミナトン飛ばされすぎだよ～」

「チコ……」

　湊は千湖の両りよう肩かたに手をかけた。

「もうお前とは絶対サッカーやらねぇ」

「何で!?」

「何でって……死ぬだろうが！　俺おれが！」

「大だい丈じよう夫ぶ、ネットがあれば死なないって計算してたから！」

「計算してて大だい惨さん事じかよ！」

「じゃあ今度はハンデつけるよ。両足縛しばるとか」

「それでもできる気しねぇよ！」




　　　♀♀♂♀♀




　超ちよう人じんサッカー（湊みなと命名）後、湊は有あり栖すと瞳ひとみの二人を連れて体育館へ移動した。半なかばやけになり、こうなったら体育会系の部活を一通り見ておこうと思ったためだった。

　なお、湊は有栖を置いていこうとしたが、

「わたしも一いつ緒しよに行く」

　と言ってきかなかった。強引に置いていくことはできたが、仲直りしたばかりなだけにためらわれ、結局一緒に行動することになったのだった。

「おっ！」

　体育館ではバドミントン部がランニングをしているところだった。他にバレーボール部とバスケ部もいたが、こちらは筋トレの段階だった。

　湊が注目したのは、バドミントン部だった。

　ワンピースのユニフォームが実に新鮮だ。グラビアにはない健康的な美がそこにはある。またランニングのスピードが速いだけあって、スカートの舞まい上あがり具合が素晴らしい。

「お兄ちゃん……」

「いたたた！　有栖！　つねんなって！」

「ふんっ！」

　まるでお目付け役である。これだから有栖と一いつ緒しよに行動したくないのだ。

「へ～」

　対する瞳は、少し離はなれたところから意味のわからない納得をしていた。

　顧こ問もんの先生らしき人がピッと笛を吹ふき、バドミントン部員に指示を出す。

「じゃあランニングが終わった組から練習始めて！」

　練習内容はすでに決まっているようだ。四つの集団が四つのコートに分かれ、各自練習を開始する。

　……ふむふむ、コートの前方にシャトルを落とす練習は何とかついていける。もちろん脚きやく力りよくが男とは違うため、移動速度は半はん端ぱじゃないが、シャトルがふわりと舞うだけあって、十分に理解できる。

　スマッシュは……まあこれもギリギリ。ラケットのスイングは早すぎて見えないけど、シャトルを叩たたき込こんでいるということはわかる。

　しかし──

「はっ！　ふっ！」

　すみません、ネット前方で打ち合っている練習はまったく見えません……。

　やべぇ、動きが早すぎて人がぶれて見える。動きが大きい分だけスカートがめくれやすいんじゃないかな……？　なんて期待している場合じゃなかった。顔がよくわからないほど動いているため、モザイクがついたヌードのようなガッカリ感しかない。

「なんてことだ……」

「お兄ちゃん。もしかしてやましいこと、考えてないわよね？」

　鋭するどいですね、有あり栖すさん。

「ノー、アイ、ドント」

「なんで英語のサムくんみたいになってるのよ」

「なんとなく」

　日本語で言うとやましいことがバレそうになったからなんて、当然言えるはずはない。

　湊みなとはごまかすため、別の部活にも注目してみることにした。

　横ではちょうどバスケ部とバレー部の練習が始まっていた。

　怖こわいのはバレーのアタックだ。ボールの跳はね返かえりが天井近くにまで上がっていて、凶きよう悪あくすぎる。バスケ部のドリブルはあまりに速すぎて、もはやドラムがビートを刻んでいるとしか思えない。

「有栖、バレーのアタックで床って抜けないのか？」

「以前はそういうこともよくあったみたいだけど、今は強化してあるから大だい丈じよう夫ぶよ」

　以前はよくありましたか。そうですか。

　下手へたに居座れば、命の危険がありそうな環かん境きようである。早めに去ったほうが良さそうだ。

　だがその前に湊はトイレに行っておこうと思った。

「すまん、有栖。ちょっとお手洗いに行ってくるわ」

「この階のだと危ないから、上の階のほうに行ったほうがいいよ？」

　コートにあるトイレは、バレー部のすぐ側を通らなければならない。確かに戦場を裸はだかで突つっ切きる程度の危険はありそうである。

「そ、そうだな……。サンキュー」

　湊は有栖に礼を言い、裏うら手てに回って階段を上った。

　トイレはすぐに見つかった。洗面所で手を洗い、出て行くと、そこには瞳ひとみが待ち受けていた。

「みなとくん、さっきバドミントン部のユニフォーム、ぇっちぃ目で見てたでしょ？」

　色っぽい目つきに、湊はたじろいだ。

「い、いや、そんなことは……」

「噓うそ。あたしの【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】ゎごまかせなぃょ」

「うっ──」

　能力まで出されては、観念するしかない。

「すみません、見てました……」

「なんで謝あやまるの？」

「いやだって、そりゃ……」

「ありすゎ堅かたすぎるんだょ。見てたってぃぃじゃん。だって男の子だもんね」

　天てん　使し　降こう　臨りん。

　なんて寛かん大だいな心なのだろうか！　有あり栖すとは大違いである。

「ねっ、みなとくん。あたしのユニフォーム姿、見せてぁげょっか？」

「えっ!?」

「あたし、二着のぅち、綺き麗れいな一着をぃつも更こう衣い室しつに置ぃてぉくの。そぅすると、気が向ぃたときぃつでも部活に出られるから」

　瞳ひとみがバドミントン部をサボりがちなことは先ほど聞いていた。体育館に入ってから隣となりにこなかったのも、目立って注意されたくなかったためだろう。

「ほ、本当にいいのか？」

「みなとくんゎ見たぃ？　それとも見たくなぃ？」

「見たいです！　見せていただきたいです！」

「じゃぁ決まりだね」

　瞳に腕うでを摑つかまれ、引っ張られていく。

「ここだょ。さ、入って入って」

　そしてそのまま強引に更衣室に放り込まれた。

　その瞬しゆん間かん、もわっと女の子の香かおりが鼻び腔こういっぱいに広がった。

　思ったよりは広い。三十個ぐらいのロッカーが並ならんでいる。半開きになったロッカーから、ハンガーにかけられた制服が見えた。

「へへっ、えへへへへ……」

　にやけが止まらない。

　女子更衣室──男にとってはまず一生に一度も入れない未体験ゾーン。学校に必ずあるが鉄てつ壁ぺきを誇ほこるそこは、女の子たちによって秘密のベールに包まれていた。

　それが、今、明らかとなっている──

　あまりの感動に、湊みなとは涙なみだがこみ上げるのを感じていた。

　すると背はい後ごでカチン、と音がした。

「えっ……？　ひ、瞳！　ど、どうして鍵かぎを!?」

「だってぇ、みなとくんが入ってるの見られたら、マズイょね？」

「確かにそうだけど……って、そもそも俺おれが入ってていいのか？」

「でも外で待ってたら怪あやしく見ぇなぃ？」

「いや、俺が入ってたら、瞳ひとみの着替えるところが見えちゃうだろ？」

「別に、横を向ぃててくれればぃぃけど？」

「なん、だと……？」

　その発想はなかった……。やはり天才か……。

「じゃぁ、そっち向ぃててょ」

　瞳に言われるがまま湊みなとは背せを向け、簡かん易いベンチに腰こし掛かけた。

　スルッと衣が滑すべる音がする。お次はファスナーだ。なんとも官能的な効果音である。

　……見たい。だがしかし、怖こわさもある。

　本来ならありえないシチュエーションなのだ。そう、少なくとも世界の男女が半々であれば、絶対にこんな機き会かいは訪れなかっただろう。

　振ふり向むいたが最後──物もの凄すごく怒られ、嫌きらわれるかもしれない。ここまでしてくれているからには大だい丈じよう夫ぶだろうとは思うのだが、女の子は謎なぞだらけだ。それだけにあと一歩が踏ふみ出だせない。

「ふふふ～ん♪」

　鼻歌、だと……？　なんという余よ裕ゆうだ……くっ、気け圧おされるっ！

「別にこっちを向ぃてもあたしゎ怒んなぃょ？」

「い、いや、さすがにそれは……っ！」

　彼女いない歴十六年の俺にとって、その言葉だけで胸むねがいっぱいです！　ありがとうございます！

「みなとくんって、ぅぶなんだね」

「そ、そそ、そうかな？」

「でもそぅぃぅところ、あたしゎ好きだな」

　言葉と同時にファスナーを閉じる音がした。

「はぃ、もうぃぃょ」

「わかった」

　促うながされ、振ふり向むいた。でも下着のままだった。

「あ～、騙だまされた～♪」

　瞳は手に持ったユニフォームのファスナーを外はずして見せて笑う。

「ちょ──」

　なにやってくれてんの！　騙してくれてありがとう！

　とはいえ、心の声のままに行動できるほど器用にはなれない。

　湊は熱くなった顔を隠かくすべく、背を向けた。

　とりあえずは今すぐ脳のう内ない保ほ存ぞんだ……。バックアップが取れないことが残念なところである。

　しかし──素晴らしい身体からだだった。特にむっちりした感じがたまらない。

　むっちりと言っても、太っているのではない。肉付きがいいのだ。二の腕うでとか、太ももとか、そういうところが妙にエロい。その中でもベストと言えるのはパンツがお尻しりに食い込んでいた部分だ。少しだけはみ出ていたお肉が彼女の肉体の柔やわらかさを余すことなく伝えてくれていた。

「ぁれ、見なぃの？」

「い、いや、実はもうちょっとだけ──じゃなくて！　瞳ひとみ、お、お願いだから服を着てくれ！」

「へ～、着ちゃってぃぃんだ」

「着ないほうが嬉うれしいです！　──じゃないだろ、俺おれ！」

「無理しなくてぃぃんだょ？」

　脳がとろけるような、甘あまったるい声。

　心しん臓ぞうが痛い。もう限界と思えるほど高鳴っているのに、天井知らずに加速していく。

　と、そこへ──

「ぇぃっ♪」

　背せ中なかから抱きつかれた。

「うわぁぁぁぁ！」

　背中にぃぃぃ、大きなブツがぁぁぁ！

　……ダメだ。理性の限界だ。女の子に抱きつかれるのは、こんなに気持ちがいいなんて知らなかった。女の子特有の肌はだの柔やわらかさとか、伝わってくる体温とか、ヤバすぎる。それがこんなに可愛かわいい子からだなんてなおさらだ！

　だ、だがしかし……本当にいいのだろうか？　現代の女の子にとってこれはスキンシップの一いつ貫かんだったりするとか、そういうことはないのだろうか？　それに今日初めて会ったばかりだし、話した時間もそんなに多いわけじゃないし……。

　よぎった不安が拡大していく。本能は進みたいと訴うつたえているのに、理性がためらいをみせている。

　理性と本能がせめぎ合い、固まっていると、瞳がぽつりとつぶやいた。

「あ、ぁれ……？　どぅして……？」

　動どう揺ようが肌を通して伝わってくる。

「ぉかしぃな……？　雑誌じゃこぅやればイチコロって書ぃてぁったのに……」

「えっ？　雑誌？」

　思わず振ふり向むくと、瞳と目が合った。

　かーっと、瞳の顔が赤くなっていく。

　瞳は目を見開いたまま硬こう直ちよくすると、突とつ如じよ我われに返り飛とび退のいた。
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「みみ、みなとくん、い、今の聞ぃちゃった!?」

「聞いたって、雑誌のこと？」

「ち、ちがぅの！　そ、そぅ！　最近男の子について特集してた記事がぁったから、ちょっと思ぃ出しちゃっただけで！　も、もぅ、みなとくんったら落ち着ぃちゃって……まさか結構女ったらし？」

　異常な慌あわてぶり。そしてこの勘かん違ちがいぶり。

　もしかして瞳ひとみは超ちよう耳みみ年どし増ま……？　知ち識しきがあるだけで、実は肉食系女子を気取っていただけだったのか……？

　ちょっと試しに無言で近寄ってみる。もちろん緊きん張ちようしているが、それは表情に出さないよう懸けん命めいに努力し、クールな男ぶってみる。

　すると──

「ちょ、み、みなとくん……？　きゃっ！」

　視線に気がついたのか、瞳が制服で肌はだを隠かくそうとする。だが隙すき間まからたわわと実った果実は十分に覗のぞけていた。

　瞳は慌あわてて退たい却きやくすると、ロッカーを盾たてにし、顔だけ出した。

「す、少し落ち着こっ、みなとくん……っ！　ち、ちなみに、今日ゎキスまでだょ！　か、身体からだゎ、付き合ぃ始めてから三回目のデートまでぉ預けなんだから！　だ、だってあたし、身体だけの女じゃなぃんだから！」

　何で三回目のデートって決まってるんだ!?　そもそもキスはオッケーなのかよ!?

「あのな、瞳ひとみ……」

「な、なに、みなとくん……？　も、もしかして、キ、キス……!?　わ、ゎかったょ！　じゃぁ、これゎ付き合ぅ証あかしのキスだょ……！」

　瞳が目をつぶり、口を恐おそる恐る前に出す。

　必死、と言える表情だった。あんなに余よ裕ゆうを見せていたというのに、今はまったくない。

　そのとき、湊みなとは頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　──ぐらっときた。

　そう言うのが一番正しいのかもしれない。

　今の瞳は、今日描えがいてきた印象とは正反対だ。強気で、フランクで、積極的で──そんなイメージがぶち壊こわしである。でもそれだけに、一気に彼女の存在が身近になった。

　彼女は余裕ぶっていただけで、本当は彼女も怖こわかったのだ。

　当然かもしれない。女の子も四年間、男に接することがなかったのだから。

　同じだ。男も女も。

　彼女はぼんやりと憧あこがれにある〝可愛かわいい女の子〟じゃない。生身で手の届くところにいる〝魅み力りよく的てきな女の子〟なのだ。

　そこまでわかれば、もう恐れはない。あとは欲望のまま突つっ走ぱしるだけだ。

　手を瞳の両りよう肩かたに置く。目をつぶったまま瞳は、ぴくっと身体からだを震ふるわせた。

　心の中で手を合わせ、礼をする。

（いただきます……っ！）

　そして、湊は瞳に顔を近づけた。




　──ガチャ。




　そのときだった。更こう衣い室しつのドアノブが回されたのは。

　だが鍵かぎがかかっているため、扉とびらは開かない。

　ガチャ、ガチャガチャ。

　何度やっても開かない。……でも、嫌いやな予感がする。

　今度はドンドンッと扉が叩たたかれた。

「お兄ちゃん！　ひとみ！　いるんでしょ！　開けなさいよ！」

　あ、有あり栖す!?

　一気に血の気が引いていく。

「どど、どうして有栖がここにいるって知ってるんだ!?」

　有あり栖すには聞こえないよう、小声で尋たずねる。

「どぅしてかゎゎからなぃけど……とりぁぇず隠かくれて」

　誘ゆう導どうされたのは、瞳ひとみが使っていたロッカーだった。

　無理やり中に押おし込こまれ、即座に閉められる。

　グギャッ──と異質な音が鼓こ膜まくを震ふるわせた。おそらくドアノブが破は壊かいされたのだろう。

「お兄ちゃん！　どこにいるの！」

「ありす、着替ぇてる途中で入ってこなぃでくれる？」

「ひとみ！　お兄ちゃんをここに連れ込んだでしょ！」

「さぁ？　あたしゎ知らなぃけど。どぅでもぃぃけどドア代、弁べん償しようしなさぃょ」

「そんなの後でいくらでも出してあげるわよ！」

　ヤバイ、もう出られない……。出たら確実に死ぬ……。

「で、どぅなの？　どこにもぃなぃでしょ？　ほら、さっさと出て行ってょ」

　瞳はあくまで冷静だ。音を聞く限り、制服に着替え直しているようだった。

「どうしてそんなにわたしを出て行かせようとするの？　怪あやしいわ」

「見ればゎかるでしょ？　着替え中なの。以前までならぃぃかもしれなぃけど、今ゎ男の子が通りかかるかもしれなぃんだょ？」

「へ～、そう。じゃあ──」

　バンッと激はげしい音を立て、ドアが閉められた。

「これで問題ないわよね、ひとみ」

　こえぇぇぇ！　声が怖こわすぎっスよ、有栖さん！

　するとお次はロッカーの開く音が耳に届いた。

「何してんのょ！」

「別に。ちょっと確認してるだけ」

「ぁんた部外者でしょ！　勝手なことしなぃでょ！」

「これくらい、いいでしょ？」

「よくなぃゎょ！　みんなのプライベート、覗のぞくつもり!?」

「……あくまで邪じや魔まをするんだ。殺すわよ？」

　あの、有栖さん……洒落しやれになってないっス。

「ゃれるものならゃってみなさぃょ」

　瞳は完全に迎むかえ撃うつ姿勢だ。

　湊みなとはロッカーにある隙すき間まから覗き込んでみた。すると火花を散らす有栖と瞳の姿が見えた。

　やべぇ、二人の背はい後ごに竜りゆう虎こが見える……。なんて迫はく力りよくだ……。

「ひとみ……見せてあげるわ。これが──わたしの全力よ」

　ふわっと有栖の手が浮うく。次の瞬しゆん間かん、有栖から手の届く範はん囲いにあった左右二つずつ──計四つのロッカーが一度に開いた。

「!?」

「見えた？　もし見えたとしても、止められなかったわね」

　瞳ひとみが青ざめている。

〝燻いぶり狂くるえるバンダースナッチに近寄るべからず〟

　まさに本気となった有あり栖すは手の付けられない怪物だ。

「くっ──させなぃゎょ！」

　劣れつ勢せいと悟さとった瞳が飛びかかる。が、それさえも有栖の手の内だった。

　有栖は素早く横に避よけ、瞳と位置を入れ替えると、ぽつりとつぶやいた。

「【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】」

　その瞬しゆん間かん、湊みなとの視界が一気に開けた。姿を隠かくしてくれていたスチール製の扉とびらは、もうない。

　正面に有栖はいた。横目でギロリとにらみつけてくる。

「やっぱりいたじゃない──」

　…………………………………………ヤバイ。

　とりあえず引きつった笑顔で〝ちゃお〟と言って手を振ふってみる。すると人を殺しそうな目つきでにらまれた。

「お兄ちゃん……」

　有栖が打うち震ふるえている。

　……これはマズイ。全身が訴うつたえている。これは生命の危き機きだ。余よ裕ゆうで死ねる。

「あ、有栖！　お、落ち着いて聞いてくれ！　こ、これには理由があってだな！」

「お兄ちゃんの……お兄ちゃんの……」

「わ───っ！　い、命だけは勘かん弁べんを──っ！」

　そう叫さけび、湊が土下座したときのことだった。

　──一いち陣じんの風が過ぎた。

　奇き妙みような空白だった。でも確かに何かがあった。

　有栖や瞳も怒りを忘れ、固まっている。

　何が起こったのかわからない。しかしどこか目の前に広がる光景に、違和感があった。

「ひとみ、その手紙って……」

「えっ!?」

　有栖の指摘に、瞳が視線を下げる。

　釣つられて湊も視線を追うと、瞳のスカートのポケットに手紙が挟まっていた。

「ありす、ぁんたのポケットにもぁるんだけど……」

「えっ!?」

　どういうことだ!?　手紙は有栖と瞳のポケットに入っている。なのにこの場にいた全員がそのことに気がつかなかった……！

　それはない……とは言えなかった。なぜなら現代の女の子はかつての常じよう識しきから解とき放はなたれた状態にいるからだ。

　有あり栖すと瞳ひとみは無言で手紙を読み始めた。

　異変があったのは瞳のほうだった。表情が怒りに染まっていく。

　瞳はぐしゃっと手紙を握にぎりつぶすと、溢あふれ返かえった怒りが口から漏もれ出だした。

「常磐ときわ会かい……！」

「常盤会？」

　湊みなとが尋たずねると、瞳は慌あわてて手を振ふった。

「えっ？　あ、ぅぅん、何でもないょ」

　下手へたな噓うそである。何かあったのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「あ、それょり用事思ぃ出しちゃった。みなとくん、案内するってあたしから言ぃ出したのにゴメンね！　この埋うめ合あゎせゎ必ずするから、ねっ、ねっ？」

「あ、ああ、用事があったならしょうがないけど」

「もぅ凄すごぃぉ返しを用意しちゃぅんだからっ！　期待しててね！」

　それだけ言うと、瞳は血相を変えて更こう衣い室しつを出て行った。

　静せい寂じやくを取とり戻もどした室内。湊と有栖は互たがいに視線を避さけ、黙だまり込こむ。

　このままではいけないと思い、湊は喉のどから言葉を押おし上あげた。

「あっ……あのさ、とりあえずここ出ようぜ。見つかったら俺おれ、ヤバイし」

　有栖が無言で頷うなずき、歩き出す。湊は一歩離はなれた位置から有栖に付いていった。

　廊ろう下かに出てからも有栖はしゃべらなかった。ただじっと地面を見つめ、歩くだけだ。

　湊にとって有栖が冷静さを取り戻してくれたことはありがたいことだった。しかし気まずさは拭ぬぐえず、話しかけることも逃にげることもできなかった。

　そうこうしているうちに、体育館の観かん覧らん席せきにたどり着いた。

「──お兄ちゃんさ」

「えっ？」

「エッチなところ、変わってないよね……」

　うっ、と喉が詰つまった。

「可愛かわいい子には弱いし……」

「ひ、否ひ定ていはできない……」

「それに、わたしのこと、全然考えてくれない……。どうせ今日会うまでわたしのことなんて忘れてたんでしょ？」

「そ、そんなことねぇよ」

「……噓」

「噓うそじゃねぇよ。確かに俺おれはバカだし、エッチなことも嫌きらいとは言えないけど、それでもシェルターにいるとき、よく有あり栖すのことを思い出してた」

「噓」

「だから噓じゃねぇって。お前がまた泣いてないか、心配してた。俺は兄貴だからな」

「お兄ちゃん……」

　有栖は震ふるえていた。先ほどまでは目線が合わせられなかったから見み逃のがしていたが、よく見ると顔色が悪い。

　……まさか。

　湊みなとには一つだけ思い当たることがあった。

「有栖、さっきの手紙、お前はなんて書かれていたんだ？」

「えっ!?　ううん、何でもないよ」

「何でもないじゃないだろ！　いいから見せろよ！」

「あっ！」

　湊は有栖の手にあった手紙を無理やり奪うばい取とった。

　たぶん有栖は気づいて欲しかったのだ。だからきっと〝わたしのこと、全然考えてくれない〟なんて言ったのだ。

　そしてそれは当たっていたと思う。でなければ身体能力が違うため、手紙を奪うことなんて不可能だっただろうから。

「………………何だ、これ」

　手紙に書かれていたのは、一文だった。




〝紫し桃とう有栖を常磐ときわ会かいから除名する〟




　湊は尋たずねた。

「常磐会って、さっき瞳ひとみも言ってたよな？　何なんだ？」

「…………別に、何でもないよ」

「何でもないわけないだろ！」

　有栖の両りよう肩かたを摑つかんで揺ゆらす。しかし有栖は目を背そむけ、口を開こうとしない。

「じゃあ他の誰だれかに聞いてくる」

「ちょ、お兄ちゃん！　それはダメ！」

「何がダメなんだよ！　それならお前から言ってくれよ！　じゃなきゃ他のやつに聞く」

「…………わかったわよ」

　有栖は覚悟を決めたのか、ぽつりぽつりと語り始めた。

「常磐会っていうのは、何て言えばいいのかな……同好会みたいなものと考えればいいと思う」

「何の集まりなんだ？」

「女の子としての心こころ構がまえとか、そういうのが同じ人が集まっているところ。三さん条じよう常磐ときわ先せん輩ぱいって人が会長をやってて、その人のファンクラブみたいなところもあるのかな」

「ファンクラブ？　どんな組そ織しきなのか全然わからんのだが」

「詳くわしい内容は言えないの。ごめんね、お兄ちゃん」

　これ以上有あり栖すを追おい詰つめたくはない──そう思った湊みなとは、別の方向から質問をしてみた。

「じゃあさ、何でお前が除名されなきゃいけないんだ？」

「……わからないの。それがわからないから、怖こわいの」

「…………」

　言葉通り受け取っていいのだろうか。

　有栖の表情を見る限り、確かにわからないようだ。しかし、何か隠かくしている雰ふん囲い気きもある。

　湊はひとまず、疑問点を置くことにした。

　問題は有栖が苦しんでいる。大事なのはそれだけだ。

「有栖……明日、一いつ緒しよに昼食を取らないか？」

「えっ？」

「芝しば生ふとかさ、そういうところがいいな。この学校って、そういうところあるんだろ？」

「あるけど……ちょっと目立つよ？」

「別にいいって」

「でも……」

「昔はよく家族でピクニックに行ったじゃないか。あんな感じで久しぶりに食べたいんだ」

「……うん、わたしも食べたい」

　このタイミングで有栖が常磐会を除名されたのは、兄である自分絡がらみであることは間違いない。ならばそれを解決するのも兄としての役目だろう。

　二人で目立つように昼食を取れば、おそらく常磐会を刺し激げきすることになる。でもそれが逆に尻尾しつぽを摑つかむチャンスだ。不ふ審しんなやつがいたら何でこんなことをしたか問い詰めて、元通りにするよう言いい含ふくめる。それで解決するはずだ。

「弁当は俺おれが用意するから、お前はシートやお皿を用意してくれ」

「えっ!?　お兄ちゃん、お弁当を作れるの……？」

「まあな。ちなみに中身は明日のお楽しみってやつだ」

「……変わったね、お兄ちゃん」

「成長したと言ってくれ」

　有栖の顔色は優すぐれない。でも少しだけ微笑ほほえんでくれた。それで十分だった。

「なんか悔くやしい」

　突とつ然ぜん、有あり栖すはそんな言葉を口にした。

「何がだ？」

「わたしがいつもお兄ちゃんのお世話をしてたのに、気を使われちゃった」

「お前、結構主導権握にぎりたがるよな。そんなのどうでもいいだろ？」

「どうでもよくない。わたしも成長、見せたいな」

「成長ねぇ……」

　それだけ可愛かわいくなっていれば──じゃない！　妹に可愛いとかないだろ！

　他の成長を探そうと、視線を下ろす。すると胸むねに目がいった。

　……おっと、これを言うのはやめておこう。死ぬには悪い日だ。

「お兄ちゃん、今どこ見てたの……？」

　有栖さん、こんなときだけ鋭するどすぎるっス。

　有栖は怒ろうとして──怒らなかった。

　きっと千ち湖こに止められたときのことを思い出したのだろう。あのときは首が三回転して死ぬところだった。

「わたしだって……わたしだってね……ううぅぅ……」

「なんかすまん。そういうつもりじゃなかったんだが……」

「わたしだって努力を……」

　豊ほう胸きよう吸きゆう引いん器き？　と言ったらさすがに今度こそ惨ざん殺さつされることは決定的だ。

　怯おびえているときにへこませるのはさすがに兄として心苦しい。これはフォローが必要だろう。

　……くそっ、しょうがない。ちょっとだけ……そう、ほんのちょっとだけサービスをしてやるんだ。

　湊みなとはおずおずと口を開いた。

「それだけ綺き麗れいになってりゃ十分だろ」

「……えっ？」

　有栖がまばたきをする。そして見る見る間にゆでだこのようになっていった。

「わっ、わわわっ……！」

「なっ──なに動どう揺ようしてるんだよ！　これはな、お前がかわいそうだから、ちょ、ちょっと褒ほめてやっただけで！」

「で、でで、でもさ！　お、お兄ちゃんがそんなことを言ってくれるなんて……」

「だぁ[image: ～][image: ～]！　だから、これはちょっと口が滑すべっただけで──」

「口が滑ったって、そそ、そう思ってくれてたってこと？」

「ちっ──ちげぇよ！　なに勘かん違ちがいしてるんだよ！」

　懸けん命めいに否ひ定ていする。しかし有栖はすでに自分の世界に入っているようだった。

「わわっ、わたしも努力してたし、まあそれくらいは──じゃなくて……ああ、あの、お兄ちゃんがそういってくれて、うう、嬉うれしいというか……」

　何なんだ、これは……。おかしいだろ、これ！　俺おれたち兄妹なんだぜ！

　…………まあ、血は繫つながってないし、家族でもなくなってしまったけれど。

　ふと顔を上げる。すると有あり栖すと目が合った。

「っ──」

　湊みなとは顔が熱くなるのを感じた。しかしそれは有栖も同じだったらしい。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　言葉にならぬ絶ぜつ叫きようを上げ、有栖はおもむろに小さな声を発した。

　そして次の瞬しゆん間かん──

「──ゴメンっ！」

「おいいいぃいぃぃぃ！」

　ナウ○カのユパ様みたいなポーズで有栖が観覧席から飛び降りた。

　大だい丈じよう夫ぶか！　と思って柵さくから顔を出して様子をうかがうと、有栖は見事に着地し、猛もうスピードで体育館を抜けるところだった。

　部活に精を出していた少女たちは驚おどろいていたが、〝気をつけてよ〟程度なのが恐おそろしい。普ふ段だんからやる女の子がいるのだろうか、という疑問が湧わくような余よ裕ゆうっぷりである。

　湊は近くにあった席に座り、一息ついた。

　ぼんやりと部活動を眺ながめながら慎しん重ちように思い出す。

（あれは、オッケーでいいんだよな……）

　去さり際ぎわ、小さな声だったが、有栖は確かに言っていた。




　　　〝明日、楽しみにしてるから〟




　──と。




　　　♀♀♂♀♀




「失礼します！」

　有う無むを言わさず、夏なつ秋あき瞳ひとみは放送室の扉とびらを開けた。

　突とつ然ぜん宛あて先さきのない手紙を受け取り、瞳が真っ先に向かったのが放送室だった。




　──三さん条じよう常磐ときわにはいくつもの顔がある。




　四し季きノの森もり学がく園えんの最さい大だい派は閥ばつ〝常磐会〟会長──それは彼女の一面を表すものでしかない。

　別の顔は四し季きノの森もり学がく園えんの生徒会長。そしてまた別の顔に、放送部部長があった。

　そんな常磐ときわが好んで本ほん拠きよ地ちとしている場所が放送室だった。

　四季ノ森学園の放送室は、そこらの高校が備えている設備を遥はるかに凌りよう駕がしている。

　五つものモニター。完全防音のスタジオ。ちょっとしたテレビ中ちゆう継けいやネットの生放送などが気軽にできるだけの機き器きが揃そろっている。

　放送室に入った瞳ひとみの目にまず飛び込んできたのは、真っ暗な部屋の中で一つだけついているモニターだった。その横で常磐は、私物と思われる豪ごう華かソファーに身をゆだね、プリン片手に画面を眺ながめていた。

「会長、ぉ話がぁります」

　常磐会のメンバーにとっては〝常磐会会長〟の意味だが、彼女にとっては〝生徒会会長〟としての意味での会長である。

　同性の厳きびしい目から見ても〝圧倒的〟と言われる常磐の美び貌ぼうが眼前に現れる。その現げん実じつ離ばなれした美しさに、瞳は気け圧おされた。

　常磐の容貌は、どちらかといえば古風である。

　長く艶つややかな黒くろ髪かみ。涼しげな眼。すらりと伸のびた鼻。ふくよかな唇くちびる。

　常磐の顔にはどれか一つだけでもため息をついてしまうほどのパーツが惜おしげもなく取り揃えられている。なのに冷たさよりもねっとりとした空気を醸かもし出だしているのは、どこからともなく漂ただよう淫いん靡びさゆえだろう。

　常磐は自みずからの美貌がどれほど優すぐれているか認にん識しきしている。そしてそれをひけらかすことにためらいがない。にもかかわらず、ナルシズムが欠片かけらもない。

　彼女にとってこの美貌は、あるのが当たり前であり、道具でしかないのだ。

　誰だれもが羨うらやむ美貌を道具として軽視する傲ごう慢まんさは、所作にも現れている。

「思ったより早かったな。まあ、どこか適当なところに座ってくれ」

　プリンをテーブルに置き、常磐が促うながす。ただし相手を気き遣づかったわけではなく、形式ばったものだ。その証しよう拠ことして、薦すすめて次の瞬しゆん間かんには髪を指に巻きつけて遊んでいる。

　──天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん。

　そんな常磐の揺ゆるぎなき尊そん大だいさと気だるげな仕草が瞳の勘かんに触った。

「ぃりません！　それょりこの手紙……どぅぃぅことですか！」

　瞳が手紙を広げて見せる。そこには──




『今すぐ久く我が原はら湊みなとから離はなれろ。さもなくばお前のポーさんの命はない』




　と書かれていた。

　ポーさんとは、瞳が命の次に大事にしているパンダ型ぬいぐるみのことである。

　ポーさんは昨年ヘヴン社から発売された〝ぱぴぷぺぽシリーズ〟の第五弾だんであり、〝頭がパーさん〟〝もざいくピーさん〟〝おならのプーさん〟〝林家ペーさん〟に続く〝ジャイアントポーさん〟として一部マニアに人気を博していた。その人気の秘密は、ジャイアントパンダが〝解げ脱だつ〟と言われる放心状態にある表情にあり、『あまりにも前ぜん衛えい的てきすぎて理解しがたい』と評された逸いつ品ぴんだった。

「君が言っているのは、これのことか？」

　常磐ときわが持っている放心状態のパンダのぬいぐるみ──それこそ、瞳ひとみの愛してやまないポーさんだった。

「い、ぃつの間に……返してくださぃ！」

「ああ、もちろんすぐに返すさ。ちょっとだけ借りてみたくなっただけだ」

　常磐は無造作にポーさんを投げ捨てた。

「ポーさん!?」

　宙に投げ出されたポーさんを瞳は慌あわててキャッチした。

「ょかったぁ、ポーさん無事だ……」

「なんだか不安にさせてしまったようで申し訳ない。その手紙はちょっとしたジョークのつもりだったんだが」

「ジョーク……ですか。さすがに笑ぇなぃんですけど」

「そうかな？　私にとってはナイスジョークの部類なんだが」

「言っておきますけど、あたしに何かぁった場合〝餓が狼ろう会かい〟が黙だまってませんょ？」

〝餓狼会〟は肉食系少女が集まる集団である。その設立目的は主おもに三さん条じよう常磐率ひきいる〝常磐会〟からの防ぼう衛えいを目的としている。

　瞳に降りかかった出来事は、〝餓狼会〟の防衛協定第一号を発令するのに十分な状態だった。

「〝餓狼会〟……そういえばそんな組そ織しきもあったな。忘れていたよ」

　平然と言い放つ常磐に瞳は怒りを覚おぼえながらも、迂う闊かつに手を出すことができなかった。

　三条常磐という名は、四し季きノの森もり学がく園えんで小さき名ではない。

　彼女の別名は──〝独どく裁さい者しや〟。

　見る者の目を奪うばう圧倒的な美び貌ぼうはそれだけで生徒たちの羨せん望ぼうの的まとである。また世が世なら貴族と呼べる血統、大臣を親しん戚せきに持つ政治的背景、そして学園設立に多額の寄付金を出したという経済的な事実は、多大な力を持っていることを匂におわせている。

　にもかかわらずそれらに執しゆう着ちやくせず、むしろ時折見せる優ゆう雅がながらダレきった有様が〝持ちすぎてしまったものの憂ゆう鬱うつ〟と見られ、人気に拍はく車しやをかけている。そんな彼女に憧あこがれるあまり〝閣かつ下か〟と呼ぶ少女さえいるほどだった。

　三条常磐は強引なやり方に不満を持つ者が数多くいるが、それ以上に魅み了りようされた者が多い、四季ノ森学園の頂点に立つ人物なのである。いくら〝餓狼会〟がバックにある瞳でも、そう簡かん単たんに喧けん嘩かを売れる相手ではなかった。

（でも、なんとか一ひと泡あわ吹ふかせてゃりたぃょね……）

　防ぼう衛えい協きよう定てい第一号を発令することはたやすい。しかし相手が〝常磐ときわ会かい〟頂点である三さん条じよう常磐であるなら、事は単純にいかない。

　もし発令すれば最後。〝常磐会〟と〝餓が狼ろう会かい〟の全面戦争が勃ぼつ発ぱつする。

　瞳ひとみとしてはなるべく〝常磐会〟と〝餓狼会〟の全面戦争にしたくないと思っていた。

　そうなった場合、有あり栖すは被害を受けず、争っている間に湊みなとを取られてしまう可能性があった。

　ただ、だからといってバカにされて黙だまってはいられない。

　そのため瞳は虎こ視し眈たん々たんと反はん撃げきの機き会かいを伺うかがった。

「いい顔だ……ぞくぞくするな」

　モニターの明かりが、常磐のふくよかな唇くちびるを怪あやしく照らす。




　　　【愚民契約メルテイ・リツプ】




　常磐が保有すると言われる能力名である。しかしその力は誰だれにも明かされていない。

　それだけに瞳は用心し、腕うでで視界を遮さえぎった。

「おや、見なくていいのかな？　ちょうどいい場面のようなんだが」

　そう言われ、瞳が目を向けた先では──湊と有栖が二人きりで話す姿が映うつし出だされていた。

『有栖……明日、一いつ緒しよに昼食を取らないか？』

「あああぁぁぁぁ！」

　瞳はモニターに駆かけ寄より、食い入るように見つめた。

『それだけ綺き麗れいになってりゃ十分だろ』

『……えっ？』

「ちょ……なんでこんなに盛もり上あがってるのょぉぉぉ!?」

『わわっ、わたしも努力してたし、まあそれくらいは──じゃなくて……ああ、あの、お兄ちゃんがそういってくれて、うう、嬉うれしいというか……』

「はっ、何そのぶりっ子！　だまされちゃダメょ、みなとくん！」

「ほう、随ずい分ぶん盛り上がっているじゃないか。これではもしかしたら明日にでも決着がついてしまうかもしれないな……」

「!?」

　常磐は瞳の焦あせりを楽しむように微笑ほほえむ。

「でも君が協力してくれるなら、チャンスはまだ十分にあるかもしれない」

「……会長ゎあたしに何を望んでるんですか？」

　瞳はすんなり矛ほこを収めた。こんなところで敵を増やすほど余よ裕ゆうのある状じよう況きようではなかった。

「賢かしこい子は好きだよ、私は。なに、そんな難むずかしいことじゃない。私はね、君に少しだけ大人しくしていて欲しいだけなんだ」

「……それで、会長にゎどんなメリットが？」

「安心するといい。私は君の恋路を邪じや魔まするつもりなどない。でも君に派は手でに動かれると、ちょっと計画が狂くるうんだ」

「計画、ですか」

　常磐ときわは容易に真意を見せない。そのミステリアスさが、人気の秘ひ訣けつなのである。

　ただその深しん慮りよ遠えん謀ぼうには油断ならないものがある。

　常磐は親しん戚せきである大臣の選挙に際し、裏うらで助言を行ったと噂うわさをされる策さく士しである。そのためこうして呼び出し、わざわざモニターを見せたのも、単なる気まぐれとは思えない。

　瞳ひとみはまどろっこしいことが好きではない。思ったことは口にしなければ意味がないし、必要ならば行動しなければと思う。

　だからこそ常磐会のように禁欲的な集団が嫌きらいだった。〝安い女にならない〟なんてお高くとまっているなんて馬ば鹿からしい。自分が〝好き〟と思えばそれがすべてなのである。問題は行動した結果うまくいくか否いなかで、〝女性から積極的にアプローチするなんてはしたない〟なんてクソくらえだと思っている。

　それだけに、口をついて出た言葉は直球だった。

「ゎかりました。会長の提案を吞のんでもぃぃですょ。ただし、計画の内容を教ぇてくださぃ」

「威い勢せいがいいな。実に聞き心地がいい」

「で、どうなんです？」

　常磐はゆっくりと足を組み替えた。

「……いいだろう。すべてを聞かせよう。君とは実に話が合いそうだ」

「どぅでしょぅ？　あたし、常磐会の理念って苦手ですし、先せん輩ぱいのことも正直好きじゃなぃですから」

「ふふっ、だからこそ合うんだよ、私たちは」

　まただ。また、そのふっくらした唇くちびるに目が行く──

　瞳は得体の知れない恐きよう怖ふを感じながら、常磐の言葉に耳を傾かたむけた。

　………………

　…………

　……

「なるほど……、そぅぃぅことですか……」

「だから君には少しだけ大人しくしていて欲しいんだが、どうだろうか？」

「……ゎかりました。そぅぃぅことでぁれば」

「ありがとう。協力に感かん謝しやする」

「でゎ、あたしゎこれで」

　目的を理解したのなら、この場にいる必要はなかった。

　瞳ひとみは放送室から出る際、常磐ときわがおもむろに携けい帯たいを取り出し、コールする姿を見た。そして扉とびらを閉める寸前、漏もれ出だした声が聞こえた。

「……なんだい、クイーン」

「クイーンじゃない。ここでは会長と呼べと言っているだろう？　ホルスト──」




　　　♀♀♂♀♀




　日は暮れ、夜となった。

　湊みなととホルスト以外の男子生徒は近くにある自宅に帰り、その他は寮りように戻もどった。

　寮では夕食の時間とお風呂の時間がきっちりと設定されている。

　そして夕食が終しゆう了りようした今、少女たちは設定された時間通り、お風呂に向かっていた。

「で、どうだったのよ」

「それがさ～」

　最大収容人数二百人を超こえる大浴場は、二つの浴よく槽そうがある。

　一つはジャグジーが設置された巨大な浴槽。残る一つは外にある浴槽で、こちらは温泉をコンセプトに外が一望できるようになっている。もちろん外と言っても周囲は植物や柵さくで囲われており、覗のぞくことができない。規模的には室内の浴槽よりこぢんまりとしており、こちらは最大三十人ほどが入れる程度である。

　お風呂は少女たちにとって、一種の情じよう報ほう交こう換かん所じよとなっている。今日、話題をさらうのは当然男のことだった。

「え～、そんなこと言われたの～」

「ショックすぎて立ち直れない……」

　少女たちはシャワーの前で身体からだを洗いながら、さっそく情報の交換に勤いそしんでいた。

　現在のお風呂は二年生の時間である。四し季きノの森もり学がく園えんの二年生に男は湊とホルストしかいないため、話は自動的に二人がどうだったのかに絞しぼられた。

「ホルストくん、本当に女おんな嫌ぎらいだったんだ……」

「嫌いどころか、憎んでるって言ったほうが正しいかも。もう怖こわくて近寄れないよ～」

　もっとも話題に上がったのは、ホルストの女嫌いである。

　その情報を事前に摑つかんでいた少女たちの中には、もし情報が違っていたら……と淡あわい希望を抱いていた者も少なくなかった。しかし現実はより厳きびしく、変なあだ名をつけられ、絶望に叩たたき落おとされる結果となっていた。

「ふふふ、これでホルスト×湊は確定ね」

「違うわよ！　湊みなと×ホルストよ！　決定的な証しよう拠こ写しや真しんまであるんだから！　いい加減なことを言ってると昇しよう天てんさせるわよ!?」

「素晴らしいわ、ホルストくん！　あなたは最高よ！」

　一方、〝ホモが嫌きらいな女子はいません派は〟は燃料を投下され元気になっていたが、それはあくまで一部の話である。

「じゃあ、久く我が原はらくんのほうはどうだったの？　誰だれか知ってる？」

「わっ、わわわ……」

「アリス……？」

　千ち湖こは髪かみを洗っていた手を止め、尋たずねた。すると隣となりで不ふ可か思し議ぎな言動をしていた有あり栖すはびくっと身体からだを震ふるわせた。

「んんんん[image: ～][image: ～]？　何でもないよ～」

「……まあ、アリスがいいならいいけど。……って、水を桶おけに溜ためてどうするの!?」

「ちょっと頭がぼーっとしたから」

「どんだけゆだってんの!?」

　その間にも隣では湊情報が飛び交っている。

「あ、わたし、久我原くんがホルストくんに怒ってるところ見たよ！」

「え[image: ～][image: ～]、それ、どういう状じよう況きよう!?」

「なんかホルストくんが同じクラスの女の子にひどいあだ名をつけたから、怒ったんだって」

「へ～、久我原くんはホルストくんと友達だけど、そっち系じゃないんだ～」

「安心したぁ～。うちの学年、まともな男の子いないと思ったよぉ～」

「男らしいところあるじゃん。あたし、狙ねらっちゃおうかな～」

　そのとき、ふいに有栖が声を上げた。

「──ダメ、お兄ちゃんはわたしのものだから」

「えっ？」

「えっ？」

　思わぬ言葉に、場が固まる。有栖は可愛かわいらしく小首を傾かしげるが、ごまかすまでにいたらない。

　皆みなの注目を浴びる中、有栖は目の前の桶を頭の上でひっくり返した。

「そぉい！」

「つめた……っ！　ちょ……っ！　有栖なにやってんの……っ！」

「あはは、なんか熱くて……」

「今、四月よ!?」

「あ～、まだ熱いな～。ごめん、わたしちょっと湯ゆ冷ざましに温泉に行くね」

　そう言って友人との会話を強制的に打ち切り、有栖はその場を立った。

「あ、アタシも」

　千ち湖こは有あり栖すを追うため、慌あわてて立ち上がった。

　行こうとしたところを、友人の一人が止める。

「あれ、どうしたの？　なんか知ってるんでしょ、センセン」

「あ[image: ～][image: ～]、別に」

「だって有栖、あんなにおかしいじゃない？　別に……ってことはないでしょ」

「放っておいていいと思うよ。でも、ちょっと放っておけないかな……」

「どっちなのよ」

「とりあえずアタシに任せてってこと」

　千湖はウィンクを送ると、有栖の後を追っていった。
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　ぶくぶくぶくぶく……。

「!?」

　千湖が温泉で見たのは、頭まで湯に浸つかっている有栖の姿だった。

　長い髪かみが湯船に広がっている。その光景は、水死体を彷ほう彿ふつとさせるのに十分なものだった。

「ちょ……、怖こわいよ!?」

「えっ……？　何か言った？」

「あ、うん……。なんでもないよ……」

　今の有栖に何を言っても意味がないと思った千湖は、湯に足をつけた。

「アリスってさ……」

「ん？」

「アタシが思ってた以上に、独占欲強いんだね」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　有栖が顔を真っ赤にし、再び沈しずもうとする。

「こらこら、逃げないの。アタシはわかってるんだから、隠かくし事ごとをしないでよ」

「千湖ぉ……」

　有栖は涙なみだ目めになると、千湖の胸むねに飛び込んだ。

「明日どうしよう……。何だかお兄ちゃんの顔を見れそうにないよ……」

「そっか……」

「わたし、お兄ちゃんと再会したときのこと、いろいろ考えていたんだよ……？　あらゆることを想定して、どんな言葉を言われても完かん璧ぺきな対応ができるよう、想定問もん答どう集しゆうもノート二冊分くらい用意してたの……」

「どんだけ準備してるの!?　それ、アタシもドン引きだよ!?」

「でも……ぜんっぜん、できなかった。喧けん嘩かばっかりしちゃったし、せっかく褒ほめてくれたのに、頭が真っ白になっちゃった……」

「わかるよ、うん。アリスは、ミナトンが好きすぎるんだよね」

「はぁ!?」

　有あり栖すが立ち上がる。ザバッと湯船が波立った。

「どど、どこをどう見たらそうなるのよ！　わ、わわわたしは、おおお兄ちゃんのこと、そそ、そんな風に思ってなんて──」

「はいはい、ツンデレ乙おつ」

「ツンデレじゃな───いっ！」

　千ち湖こはため息をついた。

　見ていればバレバレなのに、有栖は絶対に自分の気持ちを言おうとしない。

　湊みなとがいない間、一いつ緒しよに悲しみを慰なぐさめ合あった親友なのに、本音を吐と露ろしてくれないのは寂さびしかった。だけど有栖はそのことに気づいてくれない。

　千湖にいたずら心が湧わいた。これはちょっとしたお返しをしてやらなければなるまい。

「へ～、じゃあ昨日までミナトンと一緒のクラスになれるようお祈いのりをしていたのも好きだからじゃないんだ～」

「あ、あああ～、それはぁ！」

「今日、いつもより三十分前から髪かみをセットしてたのも、好きだからじゃないんだね」

「きょ、今日は風が強そうだったし！」

「朝、ミナトンが来るまで隠かくれてたのも、その後話しかけられなくて、こっそり後ろから追っていったのも、みんな好きだからじゃないんだ」

「──千湖」

「ん？」

　空気がざわめき、鳥たちが突とつ如じよ木々から飛び立ち始める。

「ねぇ、千湖……。この話、終わりにしよ……？」

「あはっ、あはははっ、そ、そうだねっ！　終わりにしよっ！」

　千湖は素早く引いた。これ以上からかうと、どうなるかわかったものではなかった。

「まあ、今日のことは終わったんだから、仕方がないよ。それより大切なのは明日のこと」

「……うん、そうだよね」

「アリスは、ミナトンと仲良くしたいんだよね？」

「……うん」

　この部分は、有栖も否ひ定ていしない。

「せっかくミナトンから誘さそってくれたんだし、単純に楽しもうって思えばいいんだよ」

「……そうかな？」

[image: ]

「そうだよ。それにしても、よくミナトンが誘さそってくれたね？　ミナトンって、気が利きくタイプじゃないと思うんだけど」

「…………」

　有あり栖すが一いつ瞬しゆん沈しずんだ表情になったのを千ち湖こは見み逃のがさなかった。

「アリス、何かあった？」

「えっ!?　ううん、何でもないよ」

「ホント？」

「うん。それより大事なのはお兄ちゃんとのこと」

　千湖は納得できなかったが、あえて掘り下げず話を戻もどした。

「とにかくアリスはミナトンのことを意い識しきしすぎ」

「そ、そんなに意識してるつもりはないんだけど……」

「意識してるって。それと、ミナトンが他の女の子といても目くじらを立てない。いちいち反応してたら保もたないよ？」

「それは他の子と一いつ緒しよにいるときのお兄ちゃんが……っ！」

　そのときお風呂の扉とびらが開いた。

「あっ……」

「あっ……」

　入ってきたのは瞳ひとみだった。

「…………」

　瞳はぷいっと顔を背そむけると、そのまま引き返していった。

　有あり栖すは無言で顔半分まで潜もぐると、ぶくぶくと息を吐はき出だした。

「…………千ち湖こ」

「何？」

「明日、わたし頑がん張ばるね」

「……うん、頑張って。アタシはアリスの味方だよ」

「ありがと、千湖」

　千湖は月を見上げ、どういたしまして、とつぶやいた。
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　一方、男だん子し寮りようでは湊みなとが厨ちゆう房ぼうで腕うでを振ふるっていた。

「何をやっているんだい、ミナトくん」

　ホルストはタオルで髪かみを拭ぬぐっている。湊は早風呂派はであり、ホルストは遅風呂派のため、こういう会い方はシェルターにいた頃ころから多い。

「ん？　見りゃわかるだろ？」

「そりゃわかるけど、その量だと夜食じゃなさそうだね」

「弁当だよ、弁当」

「それにしても量が多いんじゃないのかな？」

「少なめに作るのって難むずかしいんだよ。あ、お前も欲しいならやるぞ」

「ミナトくんの作ったものなら、なんでもいただくよ」

「あいよ」

　湊はネギを刻むのを再開した。

「あのさ」

「なんだよ、今包丁使ってるから手短に頼たのむぜ」

「それ、自分のためじゃないよね？　誰だれのためだい？」

「有栖」

　ホルストは表情を険けわしくした。

「……理由、聞かせてもらっていいかな？」

「明日、邪じや魔まをしないならな」

「君の幸せになるなら、ボクはしないよ」

「──わかった」

　少し迷ったが、なんだかんだ言ってホルストはもっとも付き合いの長い〝一応の友達〟であり、相談役でもある。

　湊みなとは今日あった出来事を包つつみ隠かくさず話した。

「……なるほどね。大切な元妹さんを守るため、昼食を一いつ緒しよに取ろう、と。そういうことかい？」

「だ、だから大切じゃねーよ、あんなやつ！　で、でもあんなやつでも、一応妹だしな！」

「それに深刻そうな話の割に、妙に楽しそうだし、料理には気合入りまくりだし……。目的、入れ替わってないよね？」

「りょ、料理は楽しいんだよ！　き、気合が入っているのは、せっかくだからすげぇの作って驚おどろかせてやろうと思ってだな！　兄貴としてすげぇところを見せてやりたいだろ？」

「凄すごいところを、ねぇ……」

「な、何だよ。文句あるのかよ」

「いや、別に。しかし昼食か……ミナトくんにしては気の利きいたアイデアだと思うよ」

「そうか？」

「でも──一ついいかな？」

　突とつ如じよ、ホルストが真剣な表情となって声を上げた。

　──耳に息が吹ふき掛かかるほど身体からだを密着させて。

「お前──これ以上近づいたらたたっ切るぞ」

「ジョ、ジョーダンだよ！　ほ、包丁はこっちに向けないで！　まったくミナトくんは堅かたいんだから。でもそんなに堅いんだから、きっとアソコも──」

「千切りとなます切り、どっちがいい？」

「オッケーオッケー。ちょっと落ち着こう」

　ホルストは冷ひや汗あせを拭ぬぐいつつ、距きよ離りを取った。

「ミナトくん、真ま面じ目めな話、君の元妹の話を抜いてもさ、ボクはもっと警けい戒かいしたほうがいいと思うんだ」

「はぁ？　何にだよ」

「人間の悪意にさ」

　湊は首を傾かしげた。

「君は女に対して油断をしすぎている。女はね、君が想像しているよりずっと狡こう猾かつで、自己中心的な存在だ」

「お前が女の子に不信感を持ちすぎてるだけだろ。今日会った子たちだって、みんないい子だったぞ」

「ミナトくんの見ているところだけがすべてならね。でも裏うらの顔があるんだよ、女には」

「だから根こん拠きよもなく言うなよ」

「例たとえばだよ。夏なつ秋あき瞳ひとみという垂たれ乳ちちクソビッチスイーツがいただろう？」

　あまりにひどい呼び名を咎とがめようか迷ったが、どうせ抵てい抗こうするのは見えている。それで話がややこしくなるのも面倒くさかったため、今回だけは流すことに決めた。

「君にモーションをかけていたようだけど、それは果たして好意からだったのかな？」

「えっ？　それはどういう……」

「ボクはね、さっき君が更こう衣い室しつに連れ込まれたってところを聞いて、非常に怖こわかった。もしあのまま君の元妹が現れなければ、大変なことになっていたんじゃないかな？」

「ど、どど、どういうことだよ？」

「写真でも撮とられてみなよ。不純異性交遊でよくて停学──女が支配している今の世の中じゃ、退学なんてことも──」

「じょ、冗じよう談だんだよな……？」

　笑い飛ばしたいのに笑えない。

　考えてみれば、瞳がわざわざ下着姿を見せつけたのは怪あやしい。更衣室に連れ込んだときの行動も、かなり強引だった。はめようとしていたと言われれば、当てはまる部分は多い。

「もしかしたら写真で脅おどされて、無理やり付き合わされていたかも」

「そ、そんなことは……」

「ない、とは言い切れないよね？　ミナトくん、現在女にとって、男と付き合うことは大きなメリットがあるんだよ。男は働かなくても給料が保証されているようなものだからね。結けつ婚こんすれば最低限の生活は保証されるし、子供ができればさらにお金が増える。ステータスにもなれば、最高の装そう飾しよく品ひんにもなる。女は男を捕まえるだけで金、名めい誉よが得られ、顕けん示じ欲よく、虚きよ栄えい心しん、怠たい惰だ……様々なものが満たされる。愛を満たしたい輩やからもいるかもしれないが、愛のない輩にだって現代の男は十分に魅み力りよく的てきだ」

　ホルストの言葉には、十分考こう慮りよに入れなければならないだけの真実味が入っている。

「それと、逆の悪意についてもボクは危き惧ぐしている」

「逆？」

「ミナトくん、四年間、地上は女が支配していたんだよ。そこには新あらたな秩ちつ序じよがあったはずだ。そんなところへ男が戻もどってきたら、新たな秩序はどうなる？　せっかくできた秩序を変えたくないと思う者がいるんじゃないのかな？」

「だから俺おれを排はい除じよしようと企たくらみ、アプローチしてきた、と？」

「そう思う輩がいても、何ら不ふ思し議ぎはないね」

　ホルストの考えは突とつ飛ぴなものではない──と湊みなとには思えた。

　今の世の中では男が異分子なのである。男を嫌きらう人がいてもおかしくない。

　でも──

「瞳はそんなやつに見えなかったけどなぁ……」

「それがやつらの狙ねらいなのさ。油断させておいて、寝ね首くびをかこうというわけさ」

「でもな、ホルスト……」

「ミナトくんは女心を見抜ける自信はあるのかい？」

「いや、ないが……」

「じゃあ、気をつけたほうがいいよね？」

「ま、まあ、そうかもな」

「ちなみに君の元妹や千ち湖ことかいう幼なじみにも警けい戒かいは怠おこたっちゃダメだよ。どんなことを吹ふき込こまれているかわからないんだから」

「さすがにあいつらは大だい丈じよう夫ぶだろ……」

「四年間という時の流れを甘あまく見ないほうがいいよ」

　時の流れという言葉に、チクリと胸むねが痛んだ。

　四年間はやはり長い。有あり栖すも、千湖も、随ずい分ぶんと変わった。だからどう変わっていてもおかしくはない。

「……わかったよ。でも弁当は作るし、明日のお昼は有栖と食べるからな」

「君がそれを選ぶなら、ボクには止められないよ。ただ覚おぼえておいて欲しい。ボクは君が幸せならばいいんだ。君が騙だまされて苦しむのだけは見たくないんだよ」

　ホルストはよくこうしたセリフを言う。そしてそのとき、いつも情念が込められている。偏へん見けんに満ちているホルストだが、自分を思いやる気持ちだけは間違いないように思えた。

「……心配、ありがとな」

「そう言ってもらえるとボクも嬉うれしいよ」

　ホルストは爽さわやかなスマイルを浮うかべると、ブラックのコーヒーを自分で作った。そして厨ちゆう房ぼうの一角に椅い子すを持ち込むと、湊みなとが料理を作る姿をじっと見つめていた。













　　その四　諸行無常のランチタイム







　湊みなとは午前五時に起きると、寝ね惚ぼけ眼まなこを冷や水で覚かく醒せいさせ、昨晩下ごしらえした材料の調理に入った。

　シェルター内で母ちゃんの作った料理みたいだと褒ほめられたきんぴらごぼう。味つけが絶妙と評されたブリの照り焼き。デザートも忘れてはならない。昨日から冷やしておいた巨きよ峰ほうゼリーの出来具合を確かめ、その味に納得のサインを送る。

「おはよう、ミナトくん。今日は早いね──って、どれだけ作ってるんだい！」

「三段重箱一式だ」

「ああ、去年作ってたおせちの応用だね。何やらたくさん用意してると思ったら、そういうことだったんだ……」

「お前の分はこっちな」

　重箱の横に置かれた通常の弁当箱を指し示す。

「ふふっ、羨うらやましいな。ボクも君の妹に生まれてくればよかったよ」

「材料用意すれば、いつでも作ってやるよ」

「そういう意味じゃないさ」

　ホルストは肩かたをすくめて立ち去った。

「何なんだ、あいつ……」

　意味がわからなかったが、そうこうしている間にも朝の貴き重ちような時間が過ぎていく。

　気を取り直し、湊は食材に向かった。
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「おはよう、お兄ちゃん」

「お、おう。おはよう、有あり栖す」

　教室で会った有栖は、昨日のことが噓うそのように落ち着いていた。

　なんというか、完かん璧ぺきな優ゆう等とう生せい的てき振ふる舞まいである。髪かみが毛先まで整えられ、背せ筋すじを伸のばして歩く様は妙なオーラさえ感じさせる。

「おっはよ、ミナトン！」

　カバンを机つくえに置いたところで千ち湖こに背中を叩たたかれ、湊はとっさに受身を取ろうとした。

　しかしさすがに手加減をしたのか、軽い挨あい拶さつ程度の勢いだったため、ほっと息を吐はき出だした。

「あのな、チコ。スキンシップはいいんだが、心しん臓ぞうに悪いから叩たたくのは勘かん弁べんしてくれ」

「それよりさ」

　千ち湖こが背せ伸のびをし、ずいっ、と身体からだを寄せてくる。

「お、おい！　あんまり近づくなって！」

　千湖は大切な友達だ。しかしあんまり近いと、別の感情が湧わきそうで怖こわい。

「え～？　ミナトン、アタシが近づいても恥はずかしいの？　バカじゃないの？」

「バカとか言うな。四年間女の子と触れ合うことがなくて、免めん疫えきが少なくなってるんだよ」

「へ～。ま、その気持ちはわかるけどさ、慣なれてないのを言い訳にしてないよね？」

　千湖の刺した棘とげは、小さいものの鋭するどい。おそらく千湖は遠まわしに瞳ひとみと更こう衣い室しつに行ったことを非ひ難なんしているのである。

「……お前、昨日のこと有あり栖すから聞いたのか？」

「まあね。言っておくけど、ミナトンの顔は並なみなんだし、気の利きいたことも言えるタイプじゃないんだから、調子に乗るとバカを見るよ？」

「うっ……言うなよ。自分でもわかってるって」

　あいかわらずズケズケ物を言うやつである。ただ昔むかし馴な染じみのためか、嫌いやな感じはしない。

「でもさ、アリスをランチに誘さそったのは頑がん張ばったよね。褒ほめてあげる」

　千湖は背が低い。なのにわざわざ目いっぱい背伸びをして、頭をなでてきた。

「バカ、恥ずかしいだろ」

「ホントにアタシでもダメなんだねぇ。もうちょっと女の子に慣れたほうがいいんじゃない？　慣れないほうがいいと思うけど」

「どっちだよ！」

　千湖はあはは、と笑い、頭に置いた手を戻もどした。

「で、出来はどう？」

「完かん璧ぺきだ。お前にもおすそわけを用意した。部活前の間食にでもしてくれ」

　ホルストの分を用意する際、千湖にもあげようと思いつき、作って持ってきたのである。

　弁当箱を手て渡わたすと、千湖は大げさな手て振ぶりで喜んだ。

「わおっ、サンキュー。昼は購こう買ばいでパンの予定だったから、代わりにいただくよ。中身はそのときまでの楽しみにしておくね」

　千湖は弁当箱を受け取り、うんうんと二度頷うなずいた。

「しっかし、ミナトンが料理を作れるようになってるとはね～。アリスを昼食に誘ったことといい、成長したもんだよ～」

「ま、いつか作ってやろうとは思ってたし、あんな手紙見ちまったし。だからしょうがねぇと思ってな。……兄貴として」

「素直じゃないねぇ。アリスにいいところ見せたかったんでしょ？」

「ばっ、馬ば鹿か言うんじゃねぇよ！　んなことあるわけねぇだろ！」

「それより手紙って？」

「話の流れを無視すんなよ。……って、そのことは聞いてないのか？」

「うん」

　どうやら本当に聞いていないらしい。他のことは話しているくせに、有あり栖すはなぜこのことだけ黙だまっていたのだろうか。

「詳くわしく聞かせて」

「詳しくって言われても、昨日有栖に手紙が渡わたされて、それに『常磐ときわ会かいから除名する』って書かれてただけだ」

「噓うそ、何それ……」

「おいおい、そんなにヤバイことなのか？」

「ヤバイ、って言うより、意味わかんない、って感じ。……あ、でもそっか。だからアリス、あんな感じだったんだ」

「何一人で納得してるんだよ。何かわかったのか？」

「うん。わかったけどわかんなかった」

「だからどっちだよ！」

　湊みなとはこっそりと有栖の横顔を眺ながめた。

　有栖は友達と談笑している。思ったより常磐会から除名された影えい響きようは出ていないようだ。

「ミナトン、アリスが心配なんだね」

「ちげーよ！　どうしてあいつの心配なんてしなきゃならねぇんだよ！」

「ミナトンもツンデレだねぇ。あ、ツンデレとツンデレの恋愛って傍はたから見ると凄すごくうんざりするからさっさと素直になったほうがいいよ」

「お前が何を言ってるかさっぱりわかんねーよ」

「本当はわかってるくせに」

　それだけつぶやいて、次の瞬しゆん間かん満面の笑みとなる。

「な～んてね、びっくりした？」

「ていうか、お前の声、小さすぎてよく聞こえなかったし」

「あ、そ……。それならそれでいいよ。んじゃランチ頑がん張ばりなよ」

　言うだけ言って千ち湖こは自分の席に戻もどっていった。




　　　♀♀♂♀♀




　昼休み──

　湊は机つくえの横に置いたスポーツバッグを肩かたにかけ、一直線に有栖のもとに向かった。

「俺おれはいつでもいいぞ」

「うん、わたしもいいよ」

　有あり栖すは机つくえの横にかけた手て提さげカバンを手に取った。

「じゃあ行くか」

「うん」

　そして並ならんで教室を出た。

　四し季きノの森もり学がく園えんは校舎がＨの字型となっており、校門側の中央部には芝しば生ふが敷しき詰つめられている。その芝生が中庭と呼ばれ、ピクニック感覚で昼食を取ることができる場所として人気のスポットとなっていた。

「じゃあ、お兄ちゃん。この辺にしよ」

　有栖がレジャーシートを取り出したので、湊みなとは広げるのを手伝った。

　靴くつを脱ぎ、シートの上に乗る。そして満を持して弁当箱を取り出した。

「あの、お兄ちゃん……これ、お弁当？」

「ああ、そうだ」

　豪ごう華か三段重箱。なるべく豪華でたくさん入るお弁当箱が欲しいと管理人のおばちゃんに頼たのんだら、わざわざ家に戻もどって持ってきてくれたのである。

「さあ、有栖。好きなだけ食ってくれ！」

　湊は蓋ふたを開けた。

「一段目は前菜！　サラダ、卵焼きなどを中心に、色彩を意い識しきした構成にしてみた！　二段目は煮に物もの！　オススメはこのきんぴらごぼうだ！　もちろん重箱の定番、筑ちく前ぜん煮にもあるぞ！　三段目はメインディッシュ！　ブリの照り焼きと豚ぶたの角かく煮にははっきり言って自信作だ！　たっぷりと味わってくれ！」

「………………………………」

「……あれ？」

　期待した反応が返ってこないため不安になった湊は、有栖の目の前で手を振ふってみた。

「おい、意識あるか？」

「…………お兄ちゃんさ」

「ん？」

「こんなに凄すごいの作れるようになったんだ……。前は目玉焼きだって焦こがしてたのに……」

　有栖の声は沈しずんでいる。だから湊はなるべく明るく語りかけた。

「まあな。俺、シェルター内にいるとき、外に出ることができなかったから、鬱うつ屈くつが溜たまってたんだよ。だからといってお前も知ってのとおり、勉強をするタイプでもなくてさ。そんなとき当番で料理を作ったら、結構楽しくてな。いつの間にかこんなものまで作れるようになったってわけだ」

「そうだったんだ……」

「とりあえず食べてみろよ」

　有あり栖すが取ったのは卵焼きだった。有栖の好物である。

　紙のお皿さらに乗せ、綺き麗れいに半分に割る。そして──

「おいしい……」

　口に入れて一言、つぶやいた。

「まあ、自信作だからな」

　と胸むねを張ってみせるが、正直安あん堵どした。気合を入れて作っただけに、マズイと言われたら立ち直れないところだった。

「わたし、こんなの作れないよ」

「慣なれだよ、慣れ。お前も練習すれば作れるって」

「そっか、慣れかぁ……」

「なんだよ、反応が薄うすいぞ？　もっと食えよ」

「……うん！」

　有栖に笑顔が戻もどってきたのを見て、湊みなとも箸はしを伸のばした。

　何度も味見をしただけあって、ハズレはない。

　おいしいものを食べれば、自然と笑みがこぼれる。そして話題にも花が咲さいた。

「そっか、プロのピアニストは諦あきらめたのか」

「うん。教えてくれてた先生が死んじゃって。それにやっぱり世界が変わっちゃったから、音楽自体も以前より廃すたれちゃってるの。だから今プロでやってるのも、元々一流だった少しの人だけ。社会に余よ裕ゆうが減っちゃったの」

「じゃあ今はまったく弾ひいてないのか？」

「ううん、自主練はしてるよ。当然プロの先生に教えてもらってるわけじゃないから、だいぶレベルは落ちてるかもしれないけど、弾くこと自体が好きだから」

「そっか」

　ようやく兄妹らしい会話ができたことに、湊は胸をなでおろした。

　四年前、喧けん嘩かばかりしていたが、食事中に怒鳴り合うような関係じゃなかった。

　──やっと戻ってきた。

　そんな感じがした。

　湊が豚ぶたの角かく煮にの味に満足し、お茶をすすっていると、今度は有栖から話題を振ふってきた。

「ねぇ、お兄ちゃん」

「何だ？」

「お母さんが姻いん族ぞく関かん係けい終しゆう了りようしたの、驚おどろいたよね？」

「ぶっ！」

　湊みなとはお茶を吹ふいた。まったりとしていただけに、虚きよを突つかれた。しかし考えてみれば、その話題が出るのは当たり前のことである。

「ど、どうしたの、お兄ちゃん!?」

「い、いや、気にすんな。確かに驚おどろいたぜ」

　くそっ、千ち湖こが変なことを言うから、意い識しきしちまったじゃねぇか──って、意識って何だよ!?　そ、それよりこんなことしてる場合じゃない！　不ふ審しんなやつはいないのか!?　有あり栖すに危害を加えそうな、怪あやしいやつは──

「あれね、わたしにも内ない緒しよでお母さんが勝手にやっちゃったの。だからわたしも驚いちゃって」

「お、おう、そうだったのか」

　……くっ、平へい穏おんそのものだ。来るなら来いっていうんだ。まったく気が利きかないものである。

　それよりマズイのはこの空気だ。湿しめっている。これは兄妹の空気じゃない。

「そうだ、有栖。昨日の手紙であんなこと書かれてたが、何かおかしなことあったか？」

　正直なところ、手紙のことで心配していると思われたくなかった。でも今は空気を変えることのほうが大事だと湊は判断した。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。常磐ときわ会かいの子もまだ知らないみたい」

「そっか、ならいいが」

　どうやら心配しすぎだったようだ。

　湊が頭を搔かくと、ねぇ、と言って有栖が話しかけてきた。

「お兄ちゃん、わたしのこと、心配してくれてたんだ」

「ばっ、馬ば鹿か野や郎ろう！　んなことあるはずないだろ！」

「もしかしてお昼に誘さそってくれたのも、心配だったから？」

「なっ、何勘かん違ちがいしてんだよ！　昼に誘ったのは、鍛きたえた料理の腕うで前まえを見せつけてやろうって思っただけだ！　それ以外にあるかよ！」

「本当にそうなの……？」

「当たり前だろ！」

「…………」

　有栖が口を閉ざし、うつむいてしまう。しまった、と湊は思った。

　……ちょっと言いすぎてしまっただろうか。だからと言って他の言い方なんて思いつかなかったし……それでもフォローくらいしたほうが良いだろうか……。

「お兄ちゃんさ」

「ん？」

「昔、わたしがお兄ちゃんって呼ぶの、嫌いやがってたよね？」

「と、突とつ然ぜん何言い出すんだよ」

「今はお母さんが姻いん族ぞく関かん係けい終しゆう了りようしちゃったから、正確に言うと、お兄ちゃんじゃないよね？　だとすると、お兄ちゃんって呼ぶの、やめたほうがいいかな？」

　なぜ有あり栖すはこんなことを言いだしたのだろうか。

　わからないまま、湊みなとは答えた。

「好きにすればいいぜ。ただ今いま更さら変えられても変な感じがするけどな」

「だよね。わたしもお兄ちゃんって呼ばないと、変な感じ。それにお兄ちゃんって、従兄弟いとこのお兄ちゃんとか、近所のお兄ちゃんとかあるし、そういう意味でもいいかなって思うの」

「お、おう……」

　有栖は思った以上に、兄でなくなることに抵てい抗こうがないらしい。でなければこんな発言、出てこない。

　まあ、元々兄妹じゃなかったんだし、割り切りが早くても責められる事こと柄がらではない。なのに、どうして俺おれはこんなに動どう揺ようしているんだろうか……？

「さ、さっきも言ったけどよ、お前の好きにすればいいぜ」

「じゃあ、お兄ちゃんはどうしたいの？」

　まっすぐに見み据すえられた目。動どう悸きが否いや応おうなく激はげしくなっていく。

「ど、どうしたいって、どういうことだよ？」

「わたしを妹として見たい？　それとも──」

　それとも──何だと言うのだろうか。

　妹以外の選せん択たく肢し？　ないない。当たり前じゃないか。有栖は妹。そう八年前に決まったんだ。

『湊、お前の母親と妹だ』

『みなとちゃん、お母さんの京きよう子こよ～。よろしくね～。こっちは妹のありすよ～』

『よろしく……お兄ちゃん……』

　あのときから有栖は妹になったんだ。それを今になってなしにするなんておかしな話だ。

　でも今──八年前と似た状じよう況きようなのかもしれない。

　急きゆう激げきに変化した環かん境きよう。そのことに八年前と同様、対応しなければならないのだろうか。

　八年前も最初は受け入れることができなかった。今までそうじゃなかったのに、いきなり母だ妹だと言われ、そんなことあるはずがないと思っていた。

　しかし法律上親子となってしまった以上、受け入れるしかなかった。じゃあ今回も、受け入れるしかないのだろうか……？

「うっ──」

　微び動どうだにしない有栖の眼に、湊はうめき声を上げた。

　妹じゃない？　一人の女の子？　付き合うのも、結けつ婚こんするのも問題なし？

　そんなわかっていたはずのことが、心をかき乱す。

　ちょっと落ち着いて有栖のことを見てみよう。

　……くっ、確かに可愛かわいい──じゃなくて、まあまあと言っていいだろう。しかも可愛い子の中に入っても目立つほど──だと誰だれかが言っていた気がする。アイドルとかモデルとか言われても納得してしまいそうなレベル──ではないとは言い切れないかもしれない。うん、人によって好みは違うから、何事も断定はよくないな。

　じゃあ自分の基準で考えてみるとしよう。サラサラな髪かみと透すき通とおるような白い肌はだのポイントが高いのは、万人に通じるところだろう。姿勢がよいところとか、パッチリとした目とかも、清せい楚そな雰ふん囲い気きが出ていてナイスな感じと認めなくもない。

　これらの点を総合すると、有あり栖すは好みのタイプにかなり近い────わけないよな！

　そうだ！　大事なのは心だよな！　そう、性格は合わないよな！　すぐ喧けん嘩かばかりしちまうしな！　こればっかりはしょうがないよな！

「ねぇ、お兄ちゃん……。どうなの……？」

　有栖がシートの上に手を置き、顔を寄せてくる。座っているため、逃にげようにも下がることができず、上半身を逸そらすことしかできない。

　頼たのむ、しおらしくしないでくれ。そんな風にされたら、俺おれは──

「ゴメン──アリス、ミナトン」

　突とつ然ぜんの乱入者──ではない、救出者は、千ち湖こだった。

「邪じや魔まをするつもりじゃなかったんだ。でも……ゴメン」

「あっ……」

　有栖は近づきすぎていることに気がついたのか、慌あわてて離はなれた。

　微び妙みように気まずかったが、それよりも湊みなとは千湖の表情が気にかかった。

「どうした、チコ。お前がそんな顔をするって、何かあったのか？」

「……うん。正直迷ったけど、遅かれ早かれ知ると思うから、早いほうがいいと思って」

　千湖が渡わたしてきたのは、Ａ４サイズの紙だった。どうやら校内紙の特別号のようだ。

　湊は紙面に視線を落とした。

「なんだ、こりゃ……」

　そこには湊が有栖に後ろから抱きかかえられている写真が掲けい載さいされていた。

（あのときのだ……！）

　昨日の登校途中、千湖に蹴けられ、有栖に助けられたときのことである。

　あのとき周囲には登校する少女たちがいた。その中の誰かが撮とったのだろう。

　でもそれにしてはタイミングが良すぎる。偶ぐう然ぜんでこれほど的確に写真が撮れるものなのだろうか。

　ただ写真を撮られただけならまだいい。この写真には大きな問題がある。有栖の表情である。

　背せ中なかから助けられたため、湊はあのとき有栖の顔を見ていなかった。だが写真の中で、有栖はあまりに嬉うれしそうだった。

　また煽あおり文ぶんがひどい。




『優ゆう等とう生せいが大暴走!?　元兄との再会に猛もう烈れつアタック！』




　記事を読むにつれ、湊みなとは怒りのあまり手が震ふるえた。内容は有あり栖すを中ちゆう傷しようする形で書かれていた。

　紫し桃とう有栖は登校時、義理の兄だった久く我が原はら湊を見つけ、後ろから抱きつくなど衆しゆう人じん環かん視しの中積極的にアタックをかけた──それが基本路線である。そこに〝淫みだらにも〟とか〝わざとらしく〟といった悪意のある装そう飾しよくが散りばめられ、あたかも有栖が悪いかのように演出されていた。

　湊は記事を握にぎりつぶした。

　事実とまったく違う。千ち湖こに蹴けられて有栖に助けられたのであり、そもそも有栖からアタックなどかけられていない。なのに有栖の表情が記事の信ぴょう性を高めてしまっている。

　湊はホルストの言葉を思い出した。




　──裏うらの顔があるんだよ、女には。




　ホルストが警けい戒かいしろと言っていたのは、このことだろうか。だとしても──ひどすぎる。

「ふざけんなよ……っ！」

「ゴメンね、ミナトン。アタシも話を聞いてから警戒をしてたんだけど……」

「お前のせいじゃねぇよ。それより誰だれがこんな記事を……っ！」

「たぶん──」

　有栖は言いかけて、口を閉ざした。

「有栖、知ってるなら教えてくれ」

「だけど……」

「いいから！」

「三さん条じよう常磐ときわ先せん輩ぱいだよ」

　断言したのは、千湖だった。

「三条先輩は新聞部を配下に置いてるし、それにこんな記事を書くの、あの先輩しかいないよ」

「……そうだね、わたしもそう思う」

　千湖の言葉だけならば、思い込みという線もあった。しかし有栖もまた、確信を得ているようである。

　三条常磐の名前に、湊は聞きき覚おぼえがあった。

「三条先輩って、常磐会の会長だよな。じゃあ有栖を除名したのって──」

「きっと昨日のうちに写真を入手してたんだね。でもわざわざこんなおおっぴらに叩たたいてくるなんて……除名だけじゃ気が済まなかったのかな」

「よくわかった……」

　湊みなとは背せを向け、靴くつを履はいた。

「ちょっと待って、お兄ちゃん!?　何をするつもりなの!?」

　背はい後ごから有あり栖すが袖そでを引っ張ってくる。それで止まる気など、湊にはなかった。

「別に何でもねぇよ。ちょっと話をしてくるだけだ」

「話をするって顔じゃないよ！　それにお兄ちゃん、あの先せん輩ぱいがどういう人が知ってるの!?　あの先輩に手を出したら、学園にいられなくなるかもしれないんだよ！」

「だから話をしてくるだけって言ってるだろ。お前が心配するようなことはしねぇよ」

　有栖は大きくため息をつくと、肩かたをすくめてみせた。

「まったくもう、お兄ちゃんはバカなんだから」

　冷や水を浴びせるような、呆あきれ返かえった響ひびき。あまりの豹ひよう変へんぶりに湊は戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「わたしは何とも思ってないから、落ち着いてよ」

「有栖……」

「これぐらい何でもないわよ。人の噂うわさも七十五日って言うし、放っておけばいいって」

「お前本気で言ってるのか？」

「もちろん」

　有栖にショックの色は見られない。話す仕草もいつも通りだ。

　だが兄であるがゆえ、わかる。こういうときの有栖は、無理をしているのだ。

「噓うそだ」

「……噓じゃないもん」

「わかってるんだから、噓をつくなよ」

「ついてないもん……」

　有栖は涙なみだ目めになり、押おし黙だまる。

　ああ、同じだ。かつて『お兄ちゃんと呼ぶのをやめてくれ』と言ったときもこうだった。頑がん固こになり、人の言うことを聞こうとしない。

　昔は怒りに任せてしまったが、今ならわかる。こういうとき、兄は妹を受け止めてやらなければならないのだ。

　だから湊はできるだけ優やさしく、いたわりの気持ちを込め──囁ささやいた。

「わかった。お前の言う通り、頭を冷やす。だから無理はしないでくれ」

「っ……！」

　強情な仮面が剝はがれていく。

　顔が強こわ張ばり、崩くずれ、その奥から出てきたのは、弱さを露ろ呈ていした有栖の素顔だった。

「うん、お兄ちゃんがわかってくれたならよかったよ……。わたしは大だい丈じよう夫ぶだから……」

　取とり繕つくろおうとするが、それ以上続かず、声にならない。

　有あり栖すのプライドが素顔を見られることを拒きよ絶ぜつしたのだろう。

「あれ、何か目にゴミが入っちゃったみたい……」

　そう言って背せを向け、肩かたを震ふるわせた。




　──忘れないで欲しいのは、どれだけ身体能力が向上しようと、同じ年とし頃ごろの、繊せん細さいな女の子なのです。




　シェルター内で、モニターを通して理り沙さが言った言葉。

　そう、有栖は──女の子は──強くなったかもしれない。しかし同時に、繊細な心も持っているのだ。

　湊みなとは拳こぶしを握にぎり締しめた。




　──なぜ有栖を守れなかったんだ。




　後こう悔かいばかりが残る。

　有栖が意地っ張りで、強がりで、才能があって、でもそれ以上に努力していて、それで、それで──泣き虫だってことを、誰だれよりも知っていたのに、なぜ──

　湊は空を仰あおいだ。雲一つない、まばゆいばかりの晴天である。

（──そうだ）

　ここはもう、シェルター内じゃない。立ち止まる必要なんてない。自分の足でどこにだって行けるのだ。なら──動くしかないじゃないか。

「久く我が原はら君！」

　血相を変えてやってきたのは理沙だった。

「……見たのね」

「はい。先生も？」

「ええ。さっき掲示板に貼はられたのを。とりあえず私が見たものは回収したのだけれど……」

「校内にはどのくらい？」

「正確な数はわからないけど、結構な数がありそうよ。ここに来るまでに持っている子を何人も見たわ。おそらく十枚や二十枚じゃきかないわね」

「そんな……」

　広まる前に回収するという手立てはこれで途と絶だえた。

　じゃあ有栖を守るためには、どうすればいいんだ──

「久我原君と……紫し桃とうさん。あまり生徒同士のことに口を挟はさみたくないのだけれど、少し話を聞かせてもらっていいかしら？」

「でも……」

　湊みなとが躊ちゆう躇ちよすると、理り沙さが耳元に口を寄せてきた。

「もちろんシェルター内のときと同様、私はあなたの味方よ。でも他の先生の手前ね、こうしなきゃならないの。ごめんなさいね」

「いえ、その言葉だけで十分です。ありがとうございます……」

　心強い声せい援えん。さすがシェルター内でみんなの憧あこがれだった理沙先生である。

「ミナトン、あれ見て」

　千ち湖こは屋上を指差している。そこには長い髪かみをなびかせる少女がいた。

「あれが、三さん条じよう先せん輩ぱいだよ」

「なんだって……！」

　遠目から見ても圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうと存在感を持っている。もし偶ぐう然ぜんすれ違っていただけならば、一生手の届かない憧れとして目で追ったかもしれない。

　しかし、あの眼まな差ざしはなんだろうか。




　──見下している。




　まるで愚ぐ民みんを見つめる独どく裁さい者しやだ。記事を配布したことで愚民がどのような反応を見せるのか、たっぷりと観かん察さつ──といったところか。

　有あり栖すを泣かせておいて、なんという傲ごう慢まんさだ。

　ふいに、常磐ときわが何かを受け取った。あれは──マイクだろうか？




　ピンポンパンポン……。




　校内に流れるメロディ。湊が校舎に目を向けると、誰だれもが何事かと耳を澄すましていた。

「あー、あー、昼休み中に失礼する。私は三条常磐。四し季きノの森もり学がく園えん生徒会長だ」

　やはりあれはマイクだったか。しかし全校放送で何をしようというのだろうか。

「私は先ほど、校内紙の特別号を手にした。おそらく見た者も多いだろう。そのため多くは語らないことにする」

　手にした、だと……？

　湊は頭に血が上っていくのを感じた。

　あくまで〝自分がやったわけではありません〟と言わんばかりの言い草である。

　白々しい噓うそだ。昨日有栖を常磐会から除名しておいて、知らないはずはないのである。

「紙面には生徒会長として見過ごせない事態が書かれていた。有あり体ていに言ってしまえば、不ふ祥しよう事じだ。これは学園の存亡に関わるものと私は判断した。そのため私は──審しん判ぱんを行おうと思う」

「審しん判ぱん……？」

　湊みなとは首を傾かしげた。

「生徒諸君！　この事態の収拾を、教きよう師しに任せてはならない！　私たちがやっとの思いで入学したこの学園は、私たちの手で守らなければならない！　わかるだろうか！　これは戦争だ！　学園を守るための戦争なのだ！」

　戦せん慄りつが学園内を駆かけ巡めぐる。どこもかしこもざわめき、バーゲンセールに匹ひつ敵てきする熱と緊きん張ちよう感かんが学園を覆おおっていく。

　そのとき湊は、ふと強い視線を感じた。

　常磐ときわが屋上からこちらを見下ろしている。口元には笑み。常磐の長い黒くろ髪かみが風で広がる姿は、女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もと言えそうなほどの邪じや悪あくさがにじみ出ていた。

「指令！　久く我が原はら湊と紫し桃とう有あり栖すの二名を放送室に連行せよ！　手段は問わない！　責任はすべて私が取る！　遠えん慮りよせずにやるのだ！　なお、連れてきた者には、私からできる限りの報ほう奨しようを与えよう！」

「報奨……」

　クラスで、廊ろう下かで、お手洗いで──少女たちはぴくりと耳を動かした。

　常磐は金も権力も有する四し季きノの森もり学がく園えん最大の有力者。その彼女が『できる限りの報奨』と言えば、ほとんどの願いは叶かなう。

　また教師より権力を有すると言われる常磐が『手段は問わない！　責任はすべて私が取る！』と言った。これは〝男子生徒の前での全面的な能力の解禁〟を意味していた。

「久我原湊……」

「紫桃有栖……」

　少女たちは口々につぶやき、目標を確認する。そう、常磐の力さえあれば、贅ぜい沢たくな暮らしも、望みの進学も、男を手に入れることさえ可能となる。

「──以上だ。生徒諸君の健けん闘とうを祈いのる！」

　常磐が放送を終えると、校内は奇き妙みような静せい寂じやくに包まれた。

「何なんだよ……。俺おれたちは何にもしてねぇじゃないかよ……」

　湊は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「ミナトン、ぼーっとしてる場合じゃないよ！　逃にげることを考えなきゃ！」

　千ち湖こがかばうように前に立つ。しかし──

　僅わずかな間にどこからともなく集まってきた少女たちによって取り囲まれていた。

「うっ……」

　湊は絶句した。誰だれの目もギラついている。

「この裏うら切ぎり者もの！　衆しゆう人じん環かん視しの状じよう況きようであんな恥はじ知しらずな行為をしていたなんて……常磐会の風上にも置けないわ！」

「閣かつ下か！　閣下の指令は、必ずあたしが成なし遂とげてみせます！」

「ごめんね、久く我が原はらくん……。でも私とあなたの愛のためなのよ……。だから大人しく捕まって……」

「はぁ？　捕まえるのはわたしよ！　あんたはどこか行きなさいよ！」

「あんたが欲しいのは金でしょ！　それならあたしが何とかしてあげるわよ！　それより会長の力を借りないとホルストくんを更こう生せいさせられないの！　だからあたしに譲ゆずりなさいよ！」

　少女たちは我われ先さきにと争い、優ゆう位いな状じよう況きようゆえの内ない部ぶ崩ほう壊かいが始まる。

　……チャンスだ！

「こっちだ、有あり栖す！」

　湊みなとは有栖の手を取って走り出した。

　だがそんなに甘い包ほう囲い網もうではない。すぐに行く手に数人の少女たちが立ちはだかった。

「くっ──」

「行きなさい、久我原君！　紫し桃とうさん！」

　理り沙さのウェーブした髪かみが舞まい上あがる。その両手の間には、チョークが挟はさまれていた。




　　　【危機的結婚適齢期フアイブ・オウ・ワン】




　八本ものチョークが一気に放たれる。

　所しよ詮せんはチョーク。怪け我がをするほどの威い力りよくはない。

　だが無論当たれば痛い。それだけに威い嚇かくには最適だった。

　直ちよく撃げきを避さけ、少女たちは横に飛ぶ。そのおかげで道ができた。

「ミナトン、息を止めて！」

　千ち湖こは湊と有栖を脇わきに抱かかえると、能力を発動させた。




　　　【巨人殺しジヤイアントキリング】




　湊の視界が高速領域に変へん貌ぼうする。ジェットコースターに乗っているのと勘かん違ちがいしそうなＧ。瞬またたく間まに囲みを抜け、中庭を脱出する。

　たどり着いたのは渡わたり廊ろう下かだった。

　右手には東校舎。左手には西校舎。教室があるのは東校舎であるため、少女たちが右手からわらわらと無む限げん増ぞう殖しよくする。

　活路はないかと思い、湊は来た道を振ふり返かえった。

「うぉっ！」

　そこにはラグビーのように一直線に並ならんで迫せまってくる少女たちの姿があった。

　こえぇ……。女の子たちに追いかけられるなんて男おとこ冥みよう利りに尽つきるが、まったく嬉うれしくない。

　前門の虎とら。後門の狼おおかみ。またもや逃げ場はない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　千ち湖こはそうつぶやくと、跳ちよう躍やくした。窓の縁へりをジャンプ台に変え、一気に屋上を目指す。

「させないわ！」

　三階の渡わたり廊ろう下かから放たれた、新体操用のリボン。それは正確に跳躍する千湖の足を捉とらえた。

「しまった……っ！」

「千湖！　わたしに任せて！」

　千湖の腕うでの中で、有あり栖すが手を閃ひらめかせる。




　　　【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】




　コンマの世界。結ばれたリボンは綺き麗れいに解ほどかれた。

「千湖！　あそこの窓が開いてるわ！」

「了りよう解かい！」

　有栖の指示に千湖が頷うなずく。

　有栖が示した窓は西校舎の二階にあり、教室がある東校舎と違って人は少ない。

　落ちる最中、千湖は体勢を変えると、【巨人殺しジヤイアントキリング】によって二階の壁かべを蹴けり、窓から室内に飛び込んだ。

「理科室よ！　理科室に入ったわ！」

「もしもし！　みんな、聞いてたわよね！　報ほう奨しようは演劇部で取るわよ！　二人は理科室の入口を固めに行って！　わたしは窓から行くわ！」

　少女たちの連れん携けいにより、すぐさま逃げ場は固められつつあった。

　追っ手を一時的に撒まけたと言えど理科室は袋ふくろ小路こうじ。追おい詰つめられれば降参するほかない。

　湊みなとは身を隠かくせる場所を探した。しかし死角となりそうな場所はほとんどない。

「とりあえずアタシが囮おとりになるよ」

　千湖さん、頼たのもしさ半はん端ぱねぇっス！

「ミナトン、上着を脱いで。カモフラージュするから」

「お、おう」

　千湖の指示に従い、湊は制服の上着を脱いで渡した。その間、有栖は骸がい骨こつと人体模型を運び出してきていた。

「千湖、これなら制服を着せられるわ」

「アリス、ナイスアイデア！」

「でもこれだけじゃ……」

　さすがにすぐ見つかってしまうだろう。せめて顔を隠かくさなくては意味がない。

　湊みなとは四方を見回した。顔が隠せるほどの布──あったのは暗幕だった。




　　　♀♀♂♀♀




　少女たちは鍵かぎを持ってくるつもりなどなかった。




　──ガチャ！　ガチャガチャ！　ガチャ！




　理科室の扉とびらを揺ゆさぶり、鍵の破は壊かいを目指す。

　常磐ときわは〝教きよう師しに頼たよらず〟〝手段を選ばず〟と言い放ち、しかも〝責任を取る〟とお墨すみ付つきまで与えている。となればドアの破壊は許きよ容よう範はん囲い内、と少女たちは解していた。窓の破壊をしなかったのは、さすがに現代の少女たちと言えど服や皮ひ膚ふが傷きずつくのを避さけたかったためだった。

　ガギッ──と鈍にぶい音を立て、鍵が粉ふん砕さいされた。これでもう、障害となるものはない。

「大人しく捕まりなさい！」

　先頭の少女がそうつぶやいた瞬しゆん間かんだった。千ち湖こが理科室を飛び出したのは。

　入口に殺到した少女たちを飛び越え、千湖は三角飛びの要領で天井スレスレから乗り越えようとする。

「行かせちゃダメよ！」

　千湖の両手には、暗幕で包まれた人間大の物体が抱かかえられている。

　少女たちは天井に向けて手を伸のばした。ある者は跳ちよう躍やくし、空中での逃げ場さえなくす。

　だが届きそうな寸前で、千湖が抱えた暗幕の中から落ちてきたものがあった。

　少女の一人が拾うと、それは人体模型の肋ろつ骨こつだった。

「まさか──」

　理科室の入口にいた少女が内部を見回す。すると男子の制服が机つくえの陰かげに見えた。

「本命はこっちよ！」

　常磐は何名に報ほう奨しようを出すとは言っていない。そのため捕まえた最初の一人しかもらえない可能性は十分にあった。

　一瞬の迷いが出遅れを生み、報奨の権利を逃のがす──

　そんな焦あせりに駆かられた少女たちが理科室に殺到した。

「これで報奨は私のものよ！」

　最初に制服を摑つかんだ少女は、権利を主張する。

　だがしかし──

「何よ、これ……」

　あったのは制服の上着のみ。中身は空からだった。

「そっちよ！　センセンが抱かかえているほうが本命よ！」

「えっ!?」

　少女たちが千ち湖こに目を向ける。しかし千湖にとって僅わずかな隙すきで十分だった。

「やばっ、もうバレた……っ!?」

　千湖は少女たちの一団を飛び越え、階段を上り始めた。

「行かせちゃダメ！　追うのよ！」

「捕まらないよ～だ！」

　千湖が加速する。少女たちはその後を猛もう烈れつな勢いで追いかけた。




　　　♀♀♂♀♀




「どうやらうまくいったようだな」

「うん」

　理科室の掃そう除じ道どう具ぐ入いれ。そこに湊みなとと有あり栖すは隠かくれていた。

「ただ長くは保もちそうにないな」

　二重のフェイント。とはいえ、すぐにバレることは間違いない。

　湊は気配を探さぐった。今のところ理科室内に人はいなさそうだった。

「でもお兄ちゃん、すぐに出るのも危険よ。せめて次、どこに逃にげるかだけでも決めないと」

　有栖の息が首に当たる。その生なま暖あたたかさに、湊はぞくりとするような快感を覚おぼえた。

　なるべく肌はだが触れないようにしているが、有栖の肉体まで僅か一センチ程度の距きよ離りしかない。髪かみからはシャンプーの匂においが漂ただよってきて、意い識しきが持って行かれそうになる。

「お兄ちゃん、辛つらくない……？」

　足場があまりないせいで、湊はバケツに片足を突つっ込こみ、残った片方は宙に浮うかしていた。

　しかし残る足場は有栖の両足の間にしかない。つまり浮いた片足を置けば、確実に有栖と密着する。

　正直、片足立ちは限界に近かった。でもここは兄として、強がるしかない。

「大だい丈じよう夫ぶだから気にすんな」

「…………」

　有栖は口を一文字に閉じると、いきなり首に手を回して抱きついてきた。

「おっ、おい、有栖！　何やってんだよ！」

　想像以上に華きや奢しやな身体からだ。柔やわらかすぎて、どこを摑つかんでも壊こわれそうで触れられない。

「しっ、お兄ちゃん静かに」

「だ、だけどな！」

「しょ、しょうがないでしょ！　わたしも恥はずかしいけど、お兄ちゃんに無茶させられないじゃない」

　耳元で囁ささやかれる非ひ難なんはなぜだかとろけそうなほど甘あまい。

　実際、足はすでにつりそうだった。だからこれはしょうがないのだと自分に言い聞かせた。

「わ、わかった。ここから出るまでな」

「うん……」

　湊みなとはやむなく有あり栖すの足元に着地した。

　生なま肌はだの感触を感じる。それだけじゃない。温ぬくもりも、心しん臓ぞうの音も伝わってくる。

　有栖の鼓こ動どうは恐おそろしいほど早い。そのせいでこちらまで釣つられて緊きん張ちようしてしまう。

　今後どうするか決めなければならないのに、喉のどがカラカラで言葉が出てこない。

　頭がくらくらする。掃そう除じ道どう具ぐ入いれ全体が有栖の香かおりに包つつまれ、満たされているようだ。

　これだけ密着していると、有栖の髪かみの毛一本一本までがはっきりわかる。編み込まれた三つ編みの美しさとか、そのなめらかさとか、何気ないことを発見するたび、心臓が弾はずむ。

「ごめんね、お兄ちゃん」

　突とつ如じよ、有栖はそんな言葉を口にした。

「気にすんな。お前のせいでこんなことになったわけじゃねぇから」

「ううん、そうじゃなくて……お兄ちゃんはわたしなんかと密着しても嬉うれしくないよね……。だから、ごめんね」
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「うっ──」

　湊みなとは立ちくらみを覚おぼえた。

　ヤバイ。とにもかくにもヤバイものはヤバイ。

「ばっ、馬ば鹿か！　なんてこと言うんだよ！」

「そんなにおかしい？」

「だ、だってよ！　お前は何言ってるのかわかってんのか！」

　有あり栖すはくっついているのが嬉うれしいと言っているようなものだ。それは兄妹の範はん疇ちゆうを超こえかねない危険なものである。

「……わかってるよ」

「じゃ、じゃあ──」

「そうだ、お兄ちゃん。さっきの答え聞かせてよ」

「な、何だよ、さっきの答えって」

「わたしを妹として見たい？　それとも──」

　湊は一いつ瞬しゆん、呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいった。有栖にバレないよう必死に呼吸を落ち着け、口を開く。

「こ、この掃そう除じ道どう具ぐ入いれ、随ずい分ぶんボロいな？　何で校舎は新築が多いのに──」

「──お兄ちゃん」

　有栖の腕うでにぐっと力がこもる。首が押おさえられ、強引に顔が寄せられていく。

「ここじゃ逃にげられないよ。ごまかすのもダメ。ちゃんと教えて」

「っ──」

　首に回された手が震ふるえている。有栖は覚かく悟ごを持って聞いてきているのだ。

　じゃあ、俺おれはどうなんだ？　俺は──




　──コツッ。




　足音に、湊は身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　誰だれかが理科室に入ってきた。千ち湖この偽ぎ装そうがバレてしまったのだろうか。それとも用心深い誰かがもう一度確認しに来たのだろうか。

　どちらにせよ、絶体絶命だ。だけど今なら──片方だけであれば助かる方法がある。

　湊はそっと囁ささやいた。

「有栖……俺が出て行くから、お前は隠かくれていろ」

「お兄ちゃん!?」

「声を抑おさえろ。俺が先に出ていけば、お前を見み逃のがすかもしれない。俺が引きつけておくから、お前はその隙すきに逃げるんだ」

「でも、そうしたらお兄ちゃんが……」

「俺おれのことはいい。どうせ三さん条じよう先せん輩ぱいには言ってやりたいこともあるしな。でもお前だけは──」

「ダメだよ、お兄ちゃん！」

　ふわっと匂においが強くなったと思うと、有あり栖すが頰ほおをくっつけてきた。そして存在を確認するかのように、何度も頰をすり寄せる。

「もうわたしを置いていかないでよ！」

「有栖……」

「わたしがどれだけ心配していたか、お兄ちゃんにわかる？　お兄ちゃんが死んじゃったらどうしようと思って、寝ねられなかった夜がどれだけあったと思う？　せっかく再会できたのに、また離はなればなれになっちゃうなんてヤダよ……」

　胸むねが締しめ付つけられる。

　幼いころ、喧けん嘩かをして帰ると、有栖は頰をすり寄せ泣きじゃくることがあった。

　姿かたちは変わってしまっていても、有栖はそのままなのだ。

「ねぇ、お兄ちゃん……。わたし、わたしね……ずっと前から、お兄ちゃんのこと……」




「──聞こぇてるんだけど」




　掃そう除じ道どう具ぐ入いれが……開いた。

　腕うでを組み、頰を引きつらせた少女が立っている。──瞳ひとみだった。

　次の瞬しゆん間かん、瞳はぱぁっと輝かがやいた笑顔となると、湊みなとの手を摑つかみ、掃除道具入れから引き抜いた。

　慌あわてて湊は片足で着地したが、足がもつれた。そんな湊を瞳は巨大な胸むねで受け止めた。

「ごめんね、みなとくん！　助けに来るの遅くなっちゃった！　危なぃところだったね！」

「ふごごごご……っ！」

　湊は心の中で感かん涙るいを流した。

　男子の本ほん懐かいである。これほどノーブルでエクセレントなクッションがあるだろうか。いや、ない。

　ただ堪たん能のうするには状じよう況きようが悪すぎる。かといって瞳の胸には抗あらがえない魔ま力りよくがある。

　湊は折せつ衷ちゆう案あんとして胸に埋うもれたまま顔だけ出し、尋たずねた。

「ど、どうして瞳が！」

「ふふんっ、チコちんゎぅまく【巨人殺しジヤイアントキリング】の高速移動でごまかしてたけど、あたしの目ゎ騙だませなぃょ」

　そうか、【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】で見抜いたからこそ、真っ先にここへ来られたのか。

「ひとみ、あなたね……」

　有あり栖すは掃そう除じ道どう具ぐ入いれの中から怒りを示す。それに対し、瞳ひとみは無言でロッカーを閉じた。

「大変なことになっちゃったね、みなとくん！　でも大だい丈じよう夫ぶだょ！　あたしが守ってぁげる！」

「ふんっ！」

　ぶおっと風を切り、背はい後ごをロッカーの扉とびらが水平に飛んでいく。

　真ん中には大きなへこみがある。おそらく蹴けり飛とばしたのだろう。

「ひとみ……ここまでやってくれたからには、覚かく悟ごができてるのよね……？　もうごめんなさいじゃ許せないわよ……？」

「それゎこっちのセリフでしょぉ？　あたしのぃなぃところで好き勝手ゃってくれちゃってさぁ……。ここまであたしをコケにしたの、ぁんたが初めてょ……」

「へぇ、じゃあ、やる気？　容よう赦しやしてあげないわよ？」

「その澄すました面つら、泣き顔にしてぁげる……」

「ちょ、ちょ[image: ～][image: ～]っと待ったぁ！」

　渾こん身しんの勇気を振ふり絞しぼり、湊みなとは間に入った。

　湊の生命センサーは死を予感させていた。でもこの場は入らざるを得なかった。

「瞳は俺おれたちの味方なのか？　それとも敵なのか？」

　まずはこれを確認しなければならない。

　すでに異変を嗅かぎつけた少女たちが騒さわぎ立たてている。そのため喧けん嘩かしている時間などない。

「もちろん味方だょ。みなとくんのね」

　どこか引っかかる物言いである。

　湊は恐おそる恐る尋たずねてみた。

「ち、ちなみに有栖に対しては？」

「敵だょ」

　ううっ、頭が痛い……。どうすればいいんだ、この状じよう況きよう……。

「じゃっ、行こっ、みなとくん！」

「何勝手に進めてるのよ。お兄ちゃん、当然わたしと行くでしょ？」

「みなとくんゎ、あたしと行くんだょぉ？　ゎかる？」

「ええ、わかるわよ。お兄ちゃんはわたしと行くの。ひとみ、頭大丈夫？　頭にいくはずの栄養が胸むねにいっちゃった？」

「かゎぃそうなありす……。胸が大きくならなくて、妄もう想そうの世界にぃっちゃったんだね……。でも、現実に戻もどって来なきゃダメだょ？」

「はぁ？　言ってやってよ、お兄ちゃん！　豚ぶたは豚小屋に行けって！」

「みなとくん、元妹だからって、遠えん慮りよすることなぃょ！　貧ひん乳にゆうゎ部屋の端はしっこで腕うで立たて伏ふせでもしてろって言ってぁげて！」

　二人の視線が突つき刺ささる。湊みなとはおずおずと口を開いた。

「あ、あのさ……今だけ協力するとかは……？」

「ごめんね、みなとくん。みなとくんの頼たのみでも、それだけゎできなぃの」

「お兄ちゃん、ひとみはわたしを敵と言ったんだけど？」

「ですよねー」

　どうすんだよ、マジで!?

「いたぁぁぁぁ！」

　入口に現れた少女が理科室に指を向け、絶ぜつ叫きようする。

「逃にげなきゃ！」

「みなとくん、こっちだょ！」

　有あり栖すが右手、瞳ひとみが左手を握にぎってくる。ただし行こうとする先は逆。

　瞳は窓のほうへ。有栖は少女を倒して進もうとしたのか、廊ろう下か側がわへ。

　互たがいに譲ゆずらぬ大おお岡おか裁さばき。湊の両手は左右に思いっきり引っ張られ、肩かたがぐきっと鳴った。

「ぎゃああぁぁぁ！」

　超ちよう痛いよ！　脱だつ臼きゆうしてるよ、たぶん！

「チャンスよ！」

　機きと見て二人の少女たちがなだれ込んでくる。

　有栖はゆっくりと入口に歩み寄り、鼻で笑った。

「〝いつ〟〝どの状じよう況きよう〟がチャンスですって？」

　有栖の腕うでが残像でぶれる。そして輪りん郭かくが元に戻もどったとき、両手にはスカートが握にぎられていた。

「いつの間に!?」

　突とつ撃げきしてきた二人の少女のスカートがなくなっている。もちろんパンツが丸見えだ。

　白ですかそうですか。清純でいいと思いますよ！

　だが少女たちは恥はじらいも見せず体勢を整える。そこに有栖が追おい討うちの言葉を浴びせた。

「隠かくさなくていいの？　去年までの学園と違って、ここには〝男〟がいるんだけど」

　湊はスカートのない少女たちと目が合った。

　一応愛想笑いを浮かべてみる。ちょっと鼻息が荒あらくなってしまっているかもしれないけど、そこは勘かん弁べん。

　すると見る見る間に少女たちの顔が羞しゆう恥ちに染まっていった。

「「キャ────ッ！」」

　少女たちは慌あわてて駆かけ出だしていった。

「あ、別にそのままいてくれても……」

「お兄ちゃん、今何か言った!?」

「いえ、何も……」

　湊みなとはそそくさと目線を逸そらした。

　入口は狭せまい。一度に入れるのは二人が限度だ。そこに有あり栖すが立ちふさがる。

　囲まれたら有栖でも太刀たち打うちできないだろう。しかし二人程度なら──有栖の【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】なら──同じ状じよう況きようになるのは目に見えている。そのため少女たちは入口に殺到したまま、中に乗り込めずにいた。

「【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】がこれほどとは……」

「〝燻いぶり狂くるえるバンダースナッチに近寄るべからず〟──とはよく言ったものね」

「頑がん張ばれよ、みんな！　もっと突とつ撃げきして来いよ！」

「お兄ちゃん、何言ってるの？　絞しめるわよ？」

「じょ、冗じよう談だんだって！　冗談！」

　危ねぇ……有栖のやつ、完全に殺す目つきだった……。

　そのとき、入口付近にいた少女が携けい帯たいで指令を出した。

「今よ！」

　合図と同時に、窓から四人の少女が姿を現した。空を飛んでいるように見えるが、単純に跳ちよう躍やくしただけのようだった。

　彼女たちの手には弓が握にぎられている。矢には防ぼう護ごが施されており、殺さつ傷しようを目的としていないのは明らかだが、食らったらかなりのダメージを受けることは間違いない。

「放はなてっ！」

　窓は逃にげるために開けっ放しにされている。そのため矢の邪じや魔まとなる障害物はほとんどない。

「あたしを忘れてもらっちゃ困るんだけど」

　瞳ひとみの眼が大きく見開かれる。




　　　【くりくりおめめの肉食獣イーグルアイ】




　その動体視力を持ってすれば、遠えん距きよ離り攻こう撃げきなど攻撃の内に入らない。

　一本、二本、三本……。

　光のごとき速さで迫せまる矢を瞳は余よ裕ゆうしゃくしゃくで摑つかみ取とる。

　だが最後の一本を摑もうとして、一いつ瞬しゆん迷いを見せた。

　その一本は湊みなとではなく、有栖に向かっていた。

「えっ──」

　有栖は気がついたが、もう遅い。注意が入口に向けられていたせいで間に合わない。

「くっ──」

　有栖は目をつぶった。

　しかし顔に当たる寸前──矢は受け止められていた。

「ちっ……〝つぃ〟〝とっさに〟受け止めちゃったじゃなぃ……」

「ひとみ……」

「運が良かったね、ありす。みなとくんがぃなきゃ止めなかったょ」

「感かん謝しやはしないわ」

「それで結構ょ」

　入口、窓、双そう方ほうを迎げい撃げき。しかし劣れつ勢せいには変わりがない。

　そもそもこの状じよう況きよう、勝ちが見えなかった。

　授業開始まで逃にげ切きればいいように見えて、放課後再開されればそれまでだ。制限時間がない鬼おにごっこならば、いずれ捕まる。

　湊みなとは頭を悩ませた。

　状況を改善するには、常磐ときわを何とかするしかない。となると、危険であっても常磐に会って指令を取り下げさせなければならない。

　だがまともに話を聞いてくれる保証などない。ならばどうすればいいのだろうか……。

「どけどけ！　このクソビッチども！　ミナトくん！　ボクが助けに来たよ！」

　ホルストか!?

　しかし声は聞こえても姿は見えない。

「ホルストくん、あなたでもここは通せないわ」

「力に差があるのはわかってるわよね？　大人しく引いて頂ちよう戴だい」

　どうやら女の子たちに足止めされているようだ。

　男の力でどうにかなる状況ではない。ホルストは静せい観かんしていたほうがいいだろう。

「ホルスト！　俺おれのことはいい！　その気持ちだけで十分だ！」

「ミナトくん……。──しょうがない。ミナトくんのためだ。やりたくはなかったけど、覚かく悟ごを決めるよ」

　何をするつもりだ、ホルスト……？

　そう疑問に思っていると、絶ぜつ叫きようが鳴なり響ひびいた。

「キャ─────ッ！」

「どけどけ！　ボクの邪じや魔まをすると容よう赦しやしないぞ！」

　入口の少女たちが目を丸くし、後ずさりをする。

　道が開け、堂々と正面からホルストは姿を現した。

「大だい丈じよう夫ぶかい！　ミナトくん！」

　キラッと白い歯が輝かがやいている。清すが々すがしい笑顔だ。まさにピンチに救出しに来たヒーローと言うべきかっこよさである。

　──全ぜん裸らでなければ。

「これでもう大だい丈じよう夫ぶだよ！　女どもはボクがすべて撃げき退たいしてみせよう！」

　くいっくいっと腰こしを動かしながら近づくな。殺意が湧わくじゃないか。

　さすがの有あり栖すと瞳ひとみも赤面だ。顔を両手で覆おおっている。

　だが背せを向ける瞳に対し、有栖はよくよく見てみると、指の隙すき間まからこっそり覗のぞいていた。

「有栖……お前、見てるだろ？」

「見てない！　見てないわよ！」

　まあ、そういうことにしておいてやろう。

「よしっ、ひとまずホルストを先頭に脱出しよう」

　有栖と瞳が頷うなずく。湊みなとはホルストを先頭に歩かせ、理科室を出た。

「ほらほら！　男様のお通りだ！」

　ホルストはブリーフを指に引っ掛けて回す。

　……あ、うん、そこまではしなくていいから。

　少女たちは囲みを解とかないが、視線を逸そらした状態ではさすがに手が出ない。それでも果か敢かんに攻こう撃げきを試みる少女もいるが、正視できない状況では有栖と瞳の敵ではなかった。

　そうしているうちに階段にたどり着いた。とりあえず外への脱出も考こう慮りよし、一階に移動したほうが良さそうだ。

「誰だれか！　誰か止めて！」

　そう言われて止まるやつなどいない。湊は階段を下りる速度を早めた。

「ちょっとどいて！」

「ちょっとそれは──」

「──えっ？」

　無数のピンポン玉が落ちてくる。ヤバイと思ったときにはもう遅い。着地しようとした際、踏ふみつけてしまう。

「あっ……」

　崩くずれるバランス。とっさのことに有栖の【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】も間に合わない。

「うわあああぁぁぁぁ……っ！」

　段差ごとに衝しよう撃げきを受けながら、猛もう烈れつな勢いで階段を落ちていく。

　そしてどうにか一番下にたどり着き、平へい衡こう感かん覚かくが戻もどった瞬しゆん間かん、

「い──っ！」

　激げき痛つうが湊の脳のう天てんを貫つらぬいた。

　痛みは足首からきている。ヤバイ。足をひねってしまったようだ。

「お兄ちゃん……！」

「ミナトくん……！」

「みなとくん……！」

　湊みなとはうずくまらざるを得なかった。

　それでも何とか逃にげなければならない。そう思ったときにはもう遅かった。

「つっかまっえた♪」

「もう逃げられないわよ」

「ごめんね、久く我が原はら君……」

　三人の少女たちが取り囲み、湊を捕ほ獲かくする。湊は激げき痛つうもあって、抵てい抗こうすることさえできなかった。

　湊が見上げると、有あり栖すは固まっていた。

　このままでは二人とも捕まるだけだ。なら──言えることは一つしかない。

「有栖、逃げろ！」

「お兄ちゃん……」

「俺おれはいいから、早く……っ！　瞳ひとみとホルストも、有栖を守ってやってくれ……っ！」

　瞳とホルストが戸と惑まどいを見せる。

　だがすぐに状じよう況きようを理解したのだろう。共に頷うなずいた。

「わかったょ……。あたしに任せてぉぃて」

「おい！　女ども！　このままミナトくんを連れて行くわけじゃないだろうな！　必ず先に保健室に連れていけよ！」

　さすがに少女たちも悪いと思ったのだろう。口を閉ざしたまま首を縦たてに振ふった。

「ミナトくん、あとはボクに任せてくれ！」

「お兄ちゃん……必ず助けに行くから！」

「みなとくん！　少しだけ待ってぃてね！」

　有栖たちが階段を駆かけ上あがっていく。

　湊は少女たちに身体からだを拘こう束そくされながら、三人の無事を祈いのるしかなかった。




　　　♀♀♂♀♀




　四し季きノの森もり学がく園えんの保健室は、通常の保健室ではない。機き能のう的てきにはちょっとした大学病院のレベルに達している。それは男性にウィルスが発はつ症しようした際、対応できるだけの設備が求められたからだった。

　そのため保険医と言っても医い師し国こつ家か試し験けんを突とつ破ぱした新しん進しん気き鋭えいの女医であり、ウィルスに対する知ち識しきはもちろんのこと、その他知識についても十分持っていた。

　そんな女医は湊を触しよく診しんすると、あっさりと言った。

「軽くひねっただけだな。肩かたもたいしたことはない。明日には痛みが引いているだろう」

　念のため、テーピングが施される。

　その間、湊みなとは周囲の様子をうかがっていた。どうやら保健室の外で少女たちが、捕らえた権利の取得者を巡めぐって論争となっているようだった。

「お前さんも大変だねぇ。ま、適当なこと言って放課後までここにいさせてやるから、ゆっくりしていきな」

　女医はベッドに案内してくれた。そして外に出て一いつ喝かつする。

「おい、お前らぁ！　放課後まで怪け我が人にんを外に出すつもりはないから、とっとと戻もどりな！」

　さすがに手が出ないと考えたのだろう。少女たちの気け配はいは遠ざかっていった。

　湊はベッドに横たわり、天井を見ながら考え始めた。

　このまま大人しくしているわけにはいかない。今このときも有あり栖すは逃にげているのである。

　昼休みは残り二十分。授業開始で一いつ旦たん中止になるだろうが、有栖は優ゆう等とう生せいなので必ず授業に出ようとするだろう。すると授業終しゆう了りようと同時に襲おそいかかられ、ジ・エンドだ。

（やはり三さん条じよう先せん輩ぱいを止めなければ解決にならない……）

　かといって、その手段は思いつかない。

　誰だれかに相談したいと思った。幸さいわい携けい帯たいは手元にある。しかしそんな都合のいい人物、そう簡かん単たんには見つからない。

（いや、待てよ……）

　有栖、瞳ひとみ、ホルストは一いつ緒しよになって逃げているだろうから、隠かくれていた場合、迷めい惑わくがかかる。でも千ち湖こなら……大だい丈じよう夫ぶかもしれない。

　湊は携帯を取り出し、コールしてみた。すると千湖はすぐに取ってくれた。

「ミナトン、聞いたよ！　足、大丈夫!?」

「ああ、たいしたことなかった。お前こそ大丈夫か？」

「アタシも仲間ってことで捕らえられそうになってたけど、何とか逃げ切った感じ。でもアリスは囲まれちゃってるから、助けに行くのは難むずかしそうかな……」

「アリスはまだ無事なんだな？」

「うん。今三階の空き教室に立てこもってるよ。状態は拮きつ抗こうしてるから、しばらくは保もちそうなんだけど、逆に言えばジリ貧だね……」

　ひとまず無事なことに安心した。しかし何らかの対処が必要なのは確かなようだ。

「ミナトンさ、一人で三条先輩のところに乗り込む気なんでしょ？」

　千湖のセリフに、湊は目を丸くした。

「やっぱり。そういうところ四年前と変わってないよね」

「止めるなよ、チコ」

「もちろん。アタシに言われて止まるようなやつじゃないよね、ミナトンは。でもさ、乗り込んだとしてどうするの？　審しん判ぱんされるだけじゃ意味ないでしょ？」

「それをどうしようかと思っててな」

「う～ん、難むずかしいよね。せめて三さん条じよう先せん輩ぱいの目的がわかればやりようはあるのかもしれないけど」

　目的、か……。

「三条先輩はわざわざ俺おれと有あり栖すを記事で叩たたいたあげく、捕まえて罰ばつしようとしているよな？　それってつまり、俺と有栖を退学させたいということか？」

「かもしれないね。……だとすると、本当の狙ねらいはミナトンだね」

「？　どういうことだ？」

「だってさ、アリスは一年間この学園で過ごしてきたけど、何もされなかったんだよ？　確かにアリスは積極的な常磐ときわ会かいメンバーじゃなかったけど、気に入らないならとっくに何かされてるよね？」

「でも俺、三条先輩と話したことすらないぞ？」

「もしかしたら男に恨うらみがあるのかも」

　なるほど、ホルストの逆バージョンみたいな感じか。それならありえるかもしれない。

　そういえばホルストが昨日こんなことを言っていた。




　──ミナトくん、四年間、地上は女が支配していたんだよ。そこには新あらたな秩ちつ序じよがあったはずだ。そんなところへ男が戻もどってきたら、新たな秩序はどうなる？　せっかくできた秩序を変えたくないと思う者がいるんじゃないのかな？




　……そうか、そういうことか。

　秩序を乱みだす〝男〟という存在が生徒会長である常磐にとって邪じや魔まだった。だから男を取り除こうとしたのだ。

　かといって、理由がなければさすがに追い出しづらい。そのため記事をでっち上げたというわけか。

　だとしたら有栖は──ただの巻まき添ぞえだ。

「そうだったのか。それならやりようはあるかもしれない」

「……考えがあるんだね。じゃあ、アタシも協力するよ。何かできることはある？」

「できれば三条先輩と一対一で話したいんだけど、何とかならないかな？　放送室までに人はいるか？」

「アタシのいる場所からじゃわかりにくいけど、少なそうだよ。三条先輩の口車に乗った人はみんな三階に固まってる感じ」

　湊みなとは声を落とした。

「それなら保健室の先生さえ何とかすれば十分に行けそうだな……」

「そんなことならアタシが引きつけてあげるよ」

　ありがたい提案である。それなら何とかなりそうだ。

「じゃあ頼たのんだ」

「任せて。……と、その前に一つ忠告」

「何だ？」

「三さん条じよう先せん輩ぱいにはね、【愚民契約メルテイ・リツプ】って能力があるらしいんだ」

「らしい？」

「あると知られてるけど、どんな能力かは知られてないんだ。だから気をつけて」

「──了りよう解かい」

　電話を切る。そのまま湊みなとはじっと時が来るのを待った。

　すると五分も経たたずに、千ち湖こが姿を現した。

「先生、職しよく員いん室しつに来てって校長先生が」

「校長？」

　女医は不ふ可か思し議ぎに感じながらも、無視するわけにはいかないと思ったらしい。

「久く我が原はらぁ、ちょっと出るから、大人しく寝ねてろよ」

　女医が保健室を出る瞬しゆん間かん、千湖がウィンクしたのが見えた。

　足音が遠ざかっていくのを確かめると、湊は掛かけ布ぶ団とんを剝はぎ取とった。

「……あっ」

　蚊かの鳴くような声が聞こえた。しかし周囲を見回しても、姿はどこにもない。

「勘かん違ちがいだったかな……」

　無視することにし、足をベッドから抜く。その一連の動作で手の位置を変えた際、柔やわらかなものにぶつかった。

「きゃっ！」

「…………ちょ、まっ、えっ？」

　手の触れた場所には何もなかった──はずだった。なのに虚こ空くうに色がついていき、突とつ如じよ小こ柄がらな少女が姿を現した。

「ど、どどど、どういうことだ!?」

　ずっと起きていたのにいつの間にか可愛らしい少女が添い寝をしていた……？

　誰だれかがそんなことを言ったら馬ば鹿かじゃないのかと突つっ込こむところである。だが事実起こっていた。

「あっ、すみません……っ！。なんだか暖かそうだったので……っ！」

　少女は赤面となり、何度も頭を下げてくる。

「いや、そうじゃなくて、君、いつの間に……？」

「えっ……あっ！　すみませんっ！」

　小さく、控ひかえめで、どこかリスっぽい。頰ほおのラインに沿って巻き込むようなボブショートがとても似合っている。ゆるふわなくせっ毛のせいだろうか。妙になでたくなるオーラを発している少女である。

　湊みなとは毒気を抜かれ、とりあえず名前を聞いてみた。

「わたし、水みず島しま小こ萌もえと言います。一年生です」

「……じゃあ小萌ちゃん、どうやって布ふ団とんの中に入ったんだ？」

「こう、正面からです」

「いやいやいや、それはないんじゃ──」

　否ひ定ていしようとして、湊は閃ひらめいた。

「……もしかしてさ、俺おれが気がつかなかったのって、君の〝能力〟のせいだったりする？」

「はい、わたしの【少女は見ていたベイビーステツプ】は気け配はいを殺しますので、そのせいかと」

　気配を殺す──という言葉に、湊は思い当たる節ふしがいくつかあった。

「……じゃあ、有あり栖すや瞳ひとみのポケットに手紙を入れたのは君？」

「はい、そうです」

「記事に使われていた写真を撮とったのも？」

「はい、わたしです。ちなみに先せん輩ぱいが更こう衣い室しつにいるのを紫し桃とう先輩に教えたのもわたしです」

「どうしてそんなことを！」

　つい湊は声を荒あらげていた。

　小萌が写真を撮らなければ、記事なんてデマだと言い切れた。都合のいい写真があったからこそ、有あり栖すが迫せまったなんて噓うそに信ぴょう性が出てしまったのである。それだけに湊は穏おん当とうに聞くことなんてできなかった。

「す、すみません！　すみません！」

　小萌が涙なみだ目めで謝あやまってくる。そんな姿を見て、湊は罪ざい悪あく感かんが湧わいてきた。

「……こちらこそ怖こわがらせてゴメン。俺の言い方が悪かった」

「本当にすみませんでした！」

「ふう……」

　これだけ謝られては、怒る気になれない。一度冷静になろう。

「わかった。もう謝る必要はないよ」

「本当ですか……？」

　くっ、可愛かわいい……。

　この子は天然で男心をくすぐるものを持っている。目にいっぱいの涙を溜ためて健けな気げに上うわ目め遣づかいだなんて、意い識しきしてやっていればわざとらしすぎる。

「ああ、本当だ。その代わりそんなことをした理由を教えてくれないか？」

　小萌はこくんと頷うなずいた。

「……わたし、常磐ときわ先せん輩ぱいの命令でずっと久く我が原はら先輩を追っていたんです。でもこんなことになっちゃって、本当にわたしがしてきたことは正しかったのだろうかって思ったんです。だから久く我が原はら先せん輩ぱいにすべてを話して、お詫わびしなければと……」

「そうか……」

　彼女も常磐ときわに操あやつられていた。ある意味、彼女もまた被害者なのだ。

「なんで三さん条じよう先輩はそんなことを？」

　常磐は千ち湖こが警けい戒かいを促うながすほどの人物である。そのため少しでも情報を集めておいたほうがいいと思った。

「常磐先輩は久我原先輩のことを、もっとも学園を変える可能性がある人物として注意をしていました」

「学園を変える……？」

「はい。常磐先輩が何を指してそう言っていたのか、わたしにはわかりません。わたしは久我原先輩の動向を常に観かん察さつし、何かあれば写真に収めるよう言われていただけなので」

「やっぱりそうだったのか……」

　常磐の狙ねらいは有あり栖すではなく、自分だったのだ。

　だとしたらじっとはしていられない。早めに会いに行く必要がある。

「ごめん、小こ萌もえちゃん。俺おれ、行くよ」

　湊みなとはベッドから降りて、上うわ靴ぐつに履はき替かえた。

「ダメです！」

　そう言って小萌が背はい後ごから抱きついてきた。

「あっ、大きな背せ中なか……」

「ちょっっ！　君、何言ってんの!?」

「す、すす、すみません！　で、でも行かせられません！　先輩は常磐先輩のところに行くつもりですよね？　だとしたら危険です！　絶対に行かせられません！　決して大きな背中が気持ちいいから離はなれないわけじゃありません！」

「いや、俺も気持ちいいけど……いやいや、そうじゃない！　行かせてくれ！」

　背中から伝わってくる小さな胸むねの感触には、悟さとりが開けそうな素晴らしさがあった。

　しかし今は緊きん急きゆう事じ態たいである。

　湊は煩ぼん悩のうを懸けん命めいに振ふり切きり、小萌を引ひき剝はがそうとし──

「ダメですよ、先輩。大人しくしていてください」

　力で負けた。

　マウントポジション。両手首をがっちり押おさえつけられ、身動きができない。体重は軽く、負担にはならないが、足と肩かたを負ふ傷しようした状態ではねのけることはできそうになかった。

　しかし腹ふつ筋きんに当たる感触のなんと甘かん美びなことか。このままこうしていていいんじゃないか──と思いかけ、湊は頭を振った。

「離はなしてくれ、小こ萌もえちゃん！」

「だ、ダメです！　それはできません！　……はぁはぁ」

「って、小萌ちゃん、楽しんでない？」

「えっ？　そ、そんなことありません！」

　何だかはぁはぁ言ってた気が……いやまあ、そんなところも可愛かわいいのだが。

　このままでは埒らちがあかない。そう思った湊みなとは説得を試みることにした。

「小萌ちゃん、俺おれを三さん条じよう先せん輩ぱいのところにまで案内してくれないか？」

「えっ？」

「俺は三条先輩と一対一で話がしたいんだ」

　小萌が引き止め続けるなら、常磐ときわに会いに行くことなどできない。ならば説得が必要だ。それに彼女の力を使えば、道中人と会うことなく行くことができる。そのため小萌に協力してもらえるようお願いするのが一番いいと思った。

「でも……」

「三条先輩はそれほど危険な人なのか？」

「危険……と言うより、何を考えているかわからない人です。ただ常磐先輩は一見間違っているようなことをしていても、最後には『ああ、なるほど』と思わせてくれる人なのです。だからもしかしたらわたしが謝あやまりに来たのは勇いさみ足あしだったのかもしれません。それに──これは個人的に行動しただけなので」

「個人的……？」

「先輩と一度話してみたくて……」

「えっ？　ゴメン、今なんて言った？」

「い、いい、いえ、何でもないです！」

　小萌は真っ赤になってうつむいてしまった。

「小萌ちゃん、三条先輩がそんなに凄すごい人なら、小萌ちゃんが俺を足止めすることも予想しているんじゃないのか？」

「あっ……確かに。常磐先輩ならそこまで考えていてもおかしくありません」

　小萌が揺ゆれている。これはチャンスだ。

「だろ！　だとしたらこのままいるほうが危険かもしれない。だから俺の願いを叶かなえてくれないか？」

「しかし……」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだから！　何でもするからお願いだ！」

　小萌の顔がぱぁっと輝かがやいた。

「何でも、いいんですか……？」

「えっ！　あっ、ああ、いいよ」

「…………じゃあ、頭をなでてもらっていいですか？」

　湊みなとは唾つばを飲み込んだ。上うわ目め遣づかいに潤うるんだ瞳ひとみ──完かん璧ぺきなおねだりである。

（可愛かわいい……）

　リスのような雰ふん囲い気きと相まって、強きよう烈れつに保ほ護ご欲よくをくすぐってくる。

「そ、それでいいなら……」

「じゃ、じゃあ！　お願いします！」

　小こ萌もえがマウントポジションを解とく。湊は立ち上がり、小萌の前に立った。

　緊きん張ちようしているようだ。強く目をつぶり、細こまかに震ふるえている。

　湊はそっと小萌の頭に触れた。

（なんというか、もふもふしてる……）

　柔やわらかで豊富な髪かみが指の間を滑すべり、気持ちいい。

「じゃあこれくらいで……」

　このままいつまでもなでていたい気持ちだったが、時間が迫せまっていた。

　昼休みは残り十分。そろそろ行かなければならない。

「も、もう少し……」

「えっ？　いや、でも……」

「ダメ、ですか……？」
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　甘あまい甘いおねだり。可愛かわいらしい後こう輩はいボイスが耳をくすぐる。

「……わかった。続けよう」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　小こ萌もえの輝かがやくような笑顔を見て、湊みなとは心が折れた。

　しかし一分ほどなで、湊も十分に堪たん能のうしたことで、理性が戻もどっていった。

「じゃあそろそろ……」

「もう少しだけお願いできませんか？」

「いやいやいや、さすがに行かなきゃ」

「ダメ、ですか……？」

「……ダメじゃないよ」

　ダメだ、勝てる気がしない……。

　結局、小萌の〝おねだり〟は七回に及およんだ。

　それでも諦あきらめきれない小萌に〝またいつでもするから〟と湊が約束したとき、放送を知らせるメロディが鳴なり響ひびいた。

『あー、あー、聞こえているだろうか。三さん条じよう常磐ときわだ』

「!?」

　湊は嫌いやな予感がした。そしてその予感は──的中した。

『たった今、紫し桃とう有あり栖すを捕らえることに成功した。久く我が原はら湊も怪け我がによって保健室におり、放課後我わが手てに帰することが決定的となった。よって、指令を解除する。生徒諸君、ご苦労だった。諸君らの尽じん力りよくに感かん謝しやする』

　放送はそれで終しゆう了りようした。

　湊は小萌に視線を向けた。小萌は小さく頷うなずき、保健室の扉とびらに手をかけた。




　　　♀♀♂♀♀




　遡さかのぼること数分前──

　有栖たちが逃にげ込こんだ空き教室では激げき戦せんが繰くり広ひろげられていた。

　ここは元々美術室として使われていた部屋である。しかし別館に美術室が完備されたため、現在は古ぼけた机つくえや椅い子すが並ならぶ部屋となっていた。

　有栖たちはここを要よう塞さいと化した。二つの扉のうち、一方を机と椅子を積み上げて封ふう鎖さし、通路側の窓も同様の方法で開かなくした。

　残る出入口は一つ。ここでせめぎ合いは行われていた。

　数十人もの少女たちが入口を取り囲むが、迂う闊かつに中に入ることはできない。入ろうとするとホルストが全ぜん裸らで待ち受けており、ためらった瞬しゆん間かんに有栖が撃げき退たい。地上三階であるため、能力を備えた少女たちと言えど窓からの攻こう撃げきには限界があり、瞳ひとみの鉄てつ壁ぺきな防ぼう御ぎよを崩くずすことは叶かなわなかった。

　そんな拮きつ抗こうした状じよう況きよう下か、一人の少女が現れたことで、空気は一変した。

「三さん条じよう先せん輩ぱい……っ！」

「常磐ときわ様……っ！」

「閣かつ下か……っ！」

　彼女を好む者も好まない者も、無視することができない存在感。それが四し季きノの森もり学がく園えんのカリスマ──三条常磐である。

「随ずい分ぶん苦戦しているようだな」

　彼女が声を発すると、慌あわてて常磐会の少女が駆かけ寄よって跪ひざまずいた。

「申し訳ございません、閣下。紫し桃とう有あり栖すと夏なつ秋あき瞳だけならば何とかできたでしょうが、男がいることで動どう揺ようが広がっており……」

「いや、構かまわない。追おい詰つめただけで十分だ。よくやってくれた」

「はっ、ありがたきお言葉！」

「それより、私が行っていいだろうか？　私が捕らえてしまっては報ほう奨しようのチャンスを奪うばってしまうことになるため、様子を見ていたのだが……血が疼うずいてきてな」

　常磐は少女たちの一団をにらみつけた。

「ひっ──」

　誰だれかが小さく悲鳴を上げ、道を空あける。凶きよう相そう──そう言えるだけの禍まが々まがしさが常磐ににじみ出ていた。

　常磐会である者も、そうでない者も、無言で左右に分かれ、道が形作られる。

　そんな道を、常磐はさも当然とばかりに歩んでいった。

　出入口。入ってすぐに立ちふさがるのはホルストである。

「──ほう、ホルストか」

「クイーン！　何で貴様が！」

「お前たちを捕らえるために来たのだ」

「ふんっ、行かせはしないぞ！」

　ホルストは両手を広げ、常磐の前に立ちふさがる。

　常磐はホルストの全身をくまなく舐なめるように見回し、

「──ふっ」

　鼻で笑った。

「くぅぅぅぅっ──」

　ホルストは羞しゆう恥ちを浮うかべ、股こ間かんを隠かくして逃にげ出だした。

　常磐は振ふり返かえり、少女たちに告げる。

「さて、この三人が力を合わせれば、腕わん力りよくという意味では私を凌りよう駕がするだろう。それで私は負けるだろうか？　そこのお前、どう思う？」

　視線を向けられた少女は直立不動となって答えた。

「三さん条じよう先せん輩ぱいが勝つと思います！」

「そう、私が勝ってしまうのだ。力というものは、決して腕力だけを指すわけではない。いつの時代も勝負を決めてきたのは、ここと、ここだ」

　常磐ときわは自みずからの頭と唇くちびるを指し示す。

「つまり、総合力では私が圧あつ倒とうしているというわけだ。さて、ここで聞いておこう」

　常磐は切れ長の眼を有あり栖す、瞳ひとみ、ホルストの三人に向けた。

「──ひれ伏ふせ」

「「「!?」」」

「ならば情状を酌しやく量りようしてやろう」

「はっ、貴様の言う通りにするくらいなら、死んだほうがマシだね」

　即座に拒きよ絶ぜつしたのはホルストだった。

「いい度ど胸きようだ。夏なつ秋あき瞳はどうだ？」

「前に言ぃましたょね？　あたし、先輩のことぁまり好きじゃなぃって」

「では紫し桃とう有栖は？　私は以前から君を買っていた。常磐会を裏切り、悲しい思いにもなった。だからこそ聞かせて欲しい。君の素直な気持ちを」

「わたしは──」

　有栖は唾つばを飲み込んだ。

「三条先輩には憧あこがれの気持ちもありましたし、常磐会の理念にも一定の賛同をしていたので、二人ほど抵てい抗こうする気持ちはありません」

「ほう」

「でも、先輩がなぜわたしにここまでするのか納得できません！　先輩の口から説明してもらえませんか？　それで納得できたら、抵抗をやめます」

「いいのかな、説明して。君なら言わずとも理解していると思うが？」

「!?」

　有栖は二の句が継つげず、押おし黙だまる。

「──決まったな。三人とも捕らえるとしよう」

「くっ──」

「そぅ簡かん単たんにゎゃられなぃょ」

　有栖、瞳、ホルストは構かまえを取る。

　常磐は三人を見回し、せせら笑った。

「──プリンを食べ残しているんだ。さっさとかかってこい」




　　　♀♀♂♀♀




　放送室の前は人っ子一人いない状態だった。

　湊みなとは試しにドアノブを回してみたが、鍵かぎはかかっていなかった。

　ここに来るまで誰だれとも会わなかったのは、小こ萌もえが先せん導どうしてくれたからだった。小萌が【少女は見ていたベイビーステツプ】により先行し、人がいない道を選んでくれたのである。

「常磐ときわ先せん輩ぱいはここにいるはずです」

「小萌ちゃんはもう戻もどったほうがいい」

「いえ、先輩に付いていきます！」

「……わかった」

　案内してもらったことがバレると、小萌の立場が悪くなる。そう心配した湊だったが、彼女の意思が固いと見て、やむを得ず了りよう承しようした。

「失礼します！」

　覚かく悟ごを勢いに変え、湊は放送室に上がり込んだ。

　室内は暗くら闇やみに閉ざされていた。

　湊が電気を探すと、奥のスタジオで、パッとスポットライトがついた。

「おや、自分の意思でやってくるとは。断だん罪ざいされる覚悟はできたというのかな？　久く我が原はら湊」

　ソファーに座る常磐は食べようとしたプリンを寸前で止め、スプーンを容器に戻した。

　常磐の横にある小さなテーブルには、ざっと見るだけで五つのプリンが空となって積まれている。どれだけプリン好きなんだ、この人は。

　湊は意を決し、奥のスタジオに乗り込んだ。

　スタジオには数台のカメラと照明、壁かべ際ぎわにはマイクスタンドや音おん響きよう器き具ぐが転ころがっている。

　常磐の背はい後ごにある窓は暗幕で覆おおわれている。おかげで昼間なのに闇が深い。その中で常磐に注がれるスポットライトが眩まぶしく輝かがやいている。

　光と闇。それらが色濃く混在し、調和している。

　まるで常磐を表しているようだ──と湊は思った。

「っ……有あり栖す！」

　入口からは角度的に見えなかったが、常磐の横に有栖の姿があった。

　見る限り、外がい傷しようはない。しかしソファーに寝ねそべったまま動かない。

「おい、有栖に何をした！」

「なに、ちょっと眠ってもらってるだけだ。お前が来たのなら起きてもらおうか」

　常磐が有栖の肩かたを揺ゆらす。すると有栖が覚かく醒せいし、うっすらと目を開けた。

「おはよう。寝ね覚ざめはどうかな？」
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「さ、三さん条じよう先せん輩ぱい──」

　有あり栖すは慄おののき、慌あわてて距きよ離りを取った。

「有栖、大だい丈じよう夫ぶか！」

「お、お兄ちゃん！」

　呼びかけたことで、ようやく存在に気がついたらしい。有栖は常磐ときわを警けい戒かいしつつ駆かけ寄よってきた。

「怪け我がはないか？」

「……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

「どうしてお前がここに？」

「わたしたちは三階の空き教室にいたんだけど、三条先輩がやってきて、全員捕まっちゃったの。それから変な匂においのする布を嗅かがされて……気づいたらここに」

「みんな三条先輩にやられたのか!?」

　有栖、瞳ひとみ、ホルストの三人は何十人もの少女たちが寄ってたかって攻こう撃げきしてきても見事に撃退してきた。それなのにたった一人で三人に勝ったなんて信じがたい。

「この人、滅め茶ちや苦く茶ちや強いのか？」

「本気を出していないからよくわからないけど……」

「わからない？　じゃあどうやってお前たちは負けたんだ？」

「いきなりポケットからお兄ちゃんの全ぜん裸ら写しや真しんを取り出してきて、写真をあげる代わりにホルストくんを味方につけたの」

「ホルストぉぉぉぉ、てめぇぇぇぇ！」

　あいつは殺す。後で絶対殺しておく。

「わたしもひとみも、お兄ちゃんの写真をちらつかされて集中力が切れている間に捕まっちゃった」

「っていうか、何で三さん条じよう先せん輩ぱいが俺おれの全裸写真なんて持っているんだよ!?」

　常磐ときわは肘ひじ掛かけに体重を預け、鼻で笑う。

「くくっ、私がこの学園の生徒で知らないことなどないのだ」

「何ドヤ顔で言ってるんスか、あんたは！」

　完全に犯はん罪ざいだろ、これ！　この先輩、予想以上にヤバイ人だ……。




　──キーンコーンカーンコーン




　午後の授業開始を知らせるチャイムである。だが常磐は放送室を出ようとする素そ振ぶりを見せない。それどころかプリンを頰ほお張ばる余よ裕ゆうっぷりである。

　プリンを舐なめるときの舌つきがやけに艶なまめかしい。あまりのいやらしさに背せ筋すじに電流が走った。

「さて、チャイムが鳴り、役者も揃そろった。そろそろ始めようか」

　そうつぶやくと、常磐は高らかに宣言した。




　──これより久く我が原はら湊みなと及および紫し桃とう有あり栖すの審しん判ぱんを始める。




　常磐はすくっと立ち上がった。

「久我原湊、お前はこの記事にあるように、神聖なる学まなび舎やであるここ四し季きノの森もり学がく園えんにおいて、紫桃有栖と淫みだらな行為に及んだことを認めるか？」

「ちょ、ちょっと待ってください！　俺おれが倒れそうになったところを有栖が助けてくれただけですよ！　そんな淫らなこととかしていません！」

「ほう、では紫桃有栖はどうだ？　お前は認めているんだったな？」

「えっ？　どういうことだ、有栖」

　有栖はうつむいたまま、黙だまっている。

「今回の問題は、お前たち二人が『兄妹であるか』『他人であるか』に要点が絞しぼられる。なぜなら兄妹であれば、この写真はスキンシップによるもの、他人であれば発情行為と言えるからだ。それは理解できるか？」

「な、なるほど……」

　確かに背はい後ごから有あり栖すに抱きしめられていようと、兄妹ならスキンシップと言い張れば済む。でも他人であれば、イチャついていると見られても仕方がない。

「先ほど紫し桃とう有栖は、私になぜ自分にここまでしてくるのか尋たずねてきた。私はお前なら理解しているのではないか、と聞いた。その結果、紫桃有栖は反論しなかった。つまり──紫桃有栖にはわかっていたのだ。自分の抱いだく感情が、兄妹から逸いつ脱だつしていることに」

「なっ──」

「別の解かい釈しやくがあれば聞くが、どうだ？」

　有栖は──答えない。

「ど、どうしたんだよ、有栖！　言ってやれよ、俺おれたちは兄妹だって！　ほ、ほら、そうやって言ってやれば済む話だろ？」

「………………ねぇ、お兄ちゃん」

「な、何だ？」

「お兄ちゃんは、どう答えて欲しい？」

「!?」




『わたしを妹として見たい？　それとも──』




　あの問いが、回りまわって戻もどってきている。

　違うんだ。ここは有栖を助けなきゃいけない場面で、こんな話をしている場合じゃない。

　例たとえ有栖が自みずから罪つみを認めていようと、それを周囲に認めさせてはいけないんだ。

　湊みなとは深呼吸をして気持ちを落ち着けると──一気に息を吐はき出だした。

「先せん輩ぱい！　俺はどんな罰ばつでも受けます！　でも有栖には危害を加えないでください！」

　有栖が目を丸くする。

「お、お兄ちゃん!?　何を言ってるの!?」

　常磐ときわは細い眉まゆをバツの字にし、肩かたをすくめた。

「どういう意味で言っているのか、わからないな」

「先輩の目的は俺でしょう！　先輩は学園の秩ちつ序じよを乱みだす俺を排はい除じよしたかったんですよね！　なら有栖は関係ないはずです！」

　千ち湖こは言っていた。常磐は有栖に対して個人的な恨うらみはないって。

　なら目的は俺だ。俺がすべてをかぶれば……有栖は救われるはずだ。有栖が自分で罪を認めているかどうかなんて関係ない。あくまで常磐は、有栖をダシにして俺の排除を狙ねらっているはずなのだから。

　もちろん俺だって退学なんてしたくない。でも俺はまだ入学して二日だ。それに比べ、有栖は大変な試験をくぐり抜けて一年、この学園に通っている。そんな有栖の積み上げたものを、絶対無む駄だにさせたくはなかった。

　多少効果があったのか、常磐ときわは思考し始めた。同じところを三度回り、そして口を開いた。

「お前は何が問題となるかわかっていないようだな……。ならば教えなければなるまい。この学園におけるルールを」

「先せん輩ぱい、それは──」

　小こ萌もえが不安げな声を上げる。常磐は手で制した。

「これは男子生徒に知らせるべきものではないかもしれないが、伝えることが禁止されているものでもない。私がいいと言ってるんだ。誰だれが反論するだろうか」

「先輩がそうおっしゃるなら……」

　常磐はプリンに口をつけると、舌で唇くちびるをなぞった。

「たいしたことではない。──女子生徒は四し季きノの森もり学がく園えんの生徒として、恥ずべき行為を慎つつしむべし。そういうルールさ」

「恥はずべき行為……？　なんですか、それ……」

「実に曖あい昧まいな言葉だと思わないか？　教きよう師したちがいくつか具体例を作ったが、それでもまだ曖昧だ。だから私は、それを実用面に落とし込むべく〝常磐会〟を作り上げた」

「常磐会……？　じゃあ、有あり栖すが常磐会を除名されたのって……」

「そう、紫し桃とう有栖が恥ずべき行為を行ったからだ」

　千ち湖こに言っても除名の理由がわからなかったはずだ。

　千湖は有栖が助けてくれた場にいた。だから有栖が〝恥ずべき行為〟なんてしなかったことを知っている。

　しかし常磐は違う。その場にいなかったため、写真だけで〝恥ずべき行為をした〟と判断した。そこが違うのだ。

「どうしてそんなルールが!?」

「男が入学することになったからだ」

「えっ……？」

「男は貴き重ちようだ。それゆえ奪うばい合あいが起こることが想定された。だがそんなことになっては学園が乱れるため、一定の歯止めをかけるべくこのルールは作られたんだ」

　男が現代で特別であることは知っていた。だが新あらたにルールができるほどとは湊みなとは思っていなかった。

「お前の履り歴れきを調べた上で、私は当初から彼女が一番危険だと思っていた。そして実際に彼女はルールを破った。これは退学もやむなしと言えるほどの大たい罪ざいだよ」

「大罪って……それほどのことを有栖がしたと言うんですか!?」

「ああ、そうだ」

　大罪だなんて言い過ぎにもほどがある。

　湊みなとは怒りがどんどん湧わいてくるのを感じていた。

「そんな訳のわからないルールで、有あり栖すは学校を追い出されなきゃならないんですか……？」

「訳がわからない？　違うな。理に適かなったまっとうなルールだ」

「有栖は何も悪いことをしていないのに、大たい罪ざいのレッテルを貼はられて、退学させられるなんて……馬ば鹿かげてますよ！」

「お兄ちゃん、もういいよ」

　有栖が袖そでを引っ張ってくる。

「お兄ちゃん、わたしのためにありがとね。でも……もういいの。ああいう写真を撮とられちゃった時点で、わたしが悪かったの。だってあの写真で、たくさんの人を不快にさせちゃったのは間違いないだろうから」

「なに優ゆう等とう生せい発言してるんだよ！　お前、いいのかよ！　この学園に通えなくなっても！」

「それは……」

「言ってやれよ！　俺おれたちは兄妹だって！　大罪だなんて言われること、何にもしてないって！　ほら！」

　有栖は袖をぎゅっと握にぎり、沈ちん黙もくした。

　そして顔を伏ふせたまま、ぽつりとつぶやいた。

「お兄ちゃん、わかってないよ……」

「えっ？」

「お兄ちゃんは、まったくわかってない！」

　叫さけぶと同時に、有栖が顔を上げる。

「っ──」

　涙なみだが、溢あふれんばかりの涙が、有栖の頰ほおを伝っていた。

「認めるしかないじゃない！　だってわたし、お兄ちゃんを抱きしめて、嬉うれしかったんだもん！　それが兄妹の感情か男女の感情かわからないけど、嬉しかったのは本当だもん！　それなら認めるしかないじゃない！」

「有栖……」

「大罪って言われることは、わたしだって馬ば鹿かげてるって思ってるよ！　でもね、今の世の中はそうなっちゃったんだよ！　男の人が少ないから、恋愛はなかなかできないの！　だからもし恋愛している人がいたら、嫉しつ妬ととか凄すごいことになっちゃうの！　そのためにルールが作られたの！　ルールが守られなきゃ大変なことになっちゃうの！　だからこれはしょうがないの！　そうじゃないとお兄ちゃん、大変なことになっちゃうよ！」

「俺が……？」

「そうだよ！　みんな恋愛したくてしょうがないんだよ！　なのにわたしだけが抜けがけしたみたいな感じになったら、それは問題でしょ？　だからわたしが罰ばつを受けなきゃダメなの！」

　有あり栖すは常磐ときわのほうに向き直った。

「三さん条じよう先せん輩ぱい！　悪いのはわたしです！　罰ばつは全部わたしが受けます！　先輩がこの学園から出て行けと言えば出て行きます！　だからお兄ちゃんはこのままいさせてください！」

「有栖、お前はそれでいいのかよ！」

「いいとか悪いとかはないよ。わたしだってお兄ちゃんと一いつ緒しよに学園に通いたいよ。だって……凄すごく楽しみにしてたんだよ？　でも、そうしなきゃダメなんだよ……」

「有栖──」

　なんてザマだ。昔は有栖を守っていたのに、今は有栖に守られている。

　でも──それでいいはずないだろ！

　俺おれは兄貴なんだ！　兄妹じゃなくなったとしても、兄貴だったんだ！　有栖が自分で罪つみを認めていたって関係ない！　どうにかして守ってやるのが兄貴としての努めだろ！　妹が目の前で泣いているっていうのに、見てるだけなんてできるはずないだろうが！

「三条先輩さぁ……、あんた、やりすぎだよ……」

　常磐は有栖を泣かせた。寄ってたかって悪者にして、有栖に悲しい思いをさせたんだ。

　それを許せるか？　──答えは決まっている。

「俺さ、有栖と四年ぶりに再会したときさ、あんまり綺き麗れいになってたから、正直驚おどろいちまったんだよ……」

　有栖の息を吞のむ音が聞こえた。

　常磐は相あい槌づちも入れず、ただじっと聞いている。

「でもさ、兄貴って意い識しきも強くて、急に恥はずかしくなっちまって。再会早々喧けん嘩かしちゃったんだよ……。そうなると、兄貴として申し訳ない部分もあってさ。正直なところ、俺は兄として有栖を見てるのか、一人の女の子として有栖を見てるのかわかんなくなるときがある」

　兄として有栖を見る自分と同時に、一人の女の子として有栖を見ている自分がいた。それは認めなければならないのだ、きっと。

「でさ、さっき有栖もそう言ってて、やっぱ同じなんだなって思ったんだ、俺」

「……で？　それが今回の問題とどう関係ある？」

　常磐はあくまで冷静だ。そのどうでもいいと言わんばかりの口調が、湊みなとはムカついた。

「わっっっかんねぇよ！　とにかく俺は、あいつの兄貴としても、一人の男としても、あんたがやったことは許せねぇんだよ！　有栖を泣かせやがってよ！　馬ば鹿かやろうが！　ふざけんなよ！　何がルールだ！　んなもんクソくらえだ！　何が恥はずべき行為だ！　どこに恥じることがあるって言うんだよ！　あんたがレッテル貼はりするからいけないんだろうが！」

　人は四年間、男女で会うことを禁じられた。そのことによって、新しいルールができたのならば、従う必要があるのかもしれない。

　でも──

「俺おれと有あり栖すは何でもねぇよ！　でもさ、もし惹ひかれ合あったとして、何の問題があるんだよ！」

「兄妹ではなく、男女の関係と認めるのか？」

「んなこと言ってねぇだろ！　どっちなのか俺たちにもわからねぇって言ってるじゃねぇか！　そんな曖あい昧まいなこと、他人が勝手に決めつけるんじゃねぇよ！」

「ではお前は、ルールに問題がある、と？」

「さっきからそう言ってるだろ！　あんた生徒会長なんだろ！　なら生徒のためにルールをちゃんとしたものに変えろよ！　もし変えようとしても無理だったら、問題は全部俺がかぶってやるから、有栖のことは水に流せよ！　それでいいだろ！」

「………………なるほど」

　常磐ときわはそうつぶやくと、顎あごに人差し指を当て、何やら考え始めた。

「お前の意思、確かに受け取った」

「……えっ？」

　噓うそ!?　通じた？　もしかして今ので納得してくれた？

　予想外の反応に、湊みなとは急きゆう激げきに頭が冷えていくのを感じていた。しかし意外すぎて、次に何を言い出すのか見当がつかない。

　ふいに常磐は横にあるカメラに視線を向けた。

　そして湊に向けて一度意味ありげな笑みを送ると、カメラの向こうにいる人々に向けてこう言った。
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　──というわけですが、どうでしょうか、国会議員の方々。




「…………………………………………………………………………はぁ？」

　今、なんて言った……？　国会議員……？

　常磐ときわは明らかにカメラを意い識しきしている。

「彼は一男子高校生として、思いの丈たけを語ってくれました。私たち女性は、これを無視するわけにはいかないのではないでしょうか。私は彼の意見に賛同し、ルールの見直しを望みます」

「えっ？　えっ？」

　何を言っているんだ、この人は？　さっきと言ってることが全然違うじゃないか。

　俺おれの意見に賛同？　ルールの見直し？　まったく意味がわからない。

　常磐はにやりと笑った。

「では久く我が原はら湊みなとくん。全国の視し聴ちよう者しやに向けて、最後に一言」

　混乱する中、湊が選び出したのは、もっとも気持ちを表したものだった。




「なんじゃそりゃああああぁぁぁあぁぁぁぁぁぁ！」




　湊の声は集音器を通してネットへ。ネットから国会へ。国会からテレビへ。そしてテレビを通して全国へと響ひびき渡わたる。

　常磐はカメラに向けて深々と頭を下げた。

「彼の本音を引き出すためとはいえ、お見苦しい点があったことはお詫わびいたします。ですが通達を乱用したケーススタディをお見せするため、必要な処置でした。ご理解いただければ幸さいわいです。……それでは生放送はここで終わりにします。視聴者の皆みな様さま、ここまでお付き合いいただきありがとうございました」

　室内の照明がついた。

　湊は呆ぼう然ぜんとなり、口を開閉させた。

「あの、先せん輩ぱい……今の冗じよう談だんじゃ──」

「冗談じゃないぞ。まったく完全に一部の隙すきもなく全ぜん国こく中ちゆう継けいされた」

「マジでえええぇぇぇぇぇ！」

　常磐がニヤニヤしながら口くち真ま似ねをする。

「『でもさ、もし惹ひかれ合あったとして、何の問題があるんだよ！（キリッ）』」

「ぎゃああぁぁぁ！」

　今のセリフが全国に……。俺はなんてことを口走ってしまったんだ……。

　常磐ときわが爆ばく笑しようした。

「あっはっは！　くくっ、実にいい反応だ！　これはたまらないな！」

　あかん、この人ドＳだ……。

　誰だれだよ、こんな人にこれほどの力を与えたやつ！　マジで死んでくれよ！

「お疲れ様でした、常磐様」

「おわっ！」

　スタジオの壁かべの一部が忍にん者じや部べ屋やのように回転し、中からノートパソコンを持ったメガネ少女が現れた。

　キリッとした美人である。雰ふん囲い気きは大人びているが、顔立ち自体は子供っぽい。

　そんな美人が常磐の前に跪ひざまずいた。

「常磐様、放送は完かん璧ぺきでした」

「ならばいい。お、そうだ。小こ萌もえ、ホルストと夏なつ秋あき瞳ひとみを解放しておいてくれ」

「わかりました」

　小萌が放送室を出て行く。常磐は背せ伸のびをした。

「あ～、疲れた。我われながら随ずい分ぶんつまらないことをしてしまったな」

「何をおっしゃる。とても楽しそうに見えましたが」

「やはりそう見えるか？」

「ええ、とても」

「実にいい反応だったからな……くっくっく」

　うおおぉぉ、こっちを見るなよぉぉぉ！　死にたくなるじゃないかぁぁぁ！

　常磐が別室から現れた美人を紹しよう介かいしてきた。

「あ、こいつは蘭らんだ。システム回りを任せていた」

「三年の御み堂どう蘭です。常磐様のお付きをしています。どうぞお見知りおきを」

　蘭の口調には抑よく揚ようがほとんどない。顔も無表情である。

　冷静な人物を前にして、湊みなとは理性を取とり戻もどしていく自分を感じた。

「あ、あの、せめて説明をして欲しいのですが……」

　恐おそる恐る手を挙あげて尋たずねると、蘭が答えた。

「常磐様は当初より、『──女子生徒は四し季きノの森もり学がく園えんの生徒として、恥ずべき行為を慎つつしむべし』というルールをひどく嫌きらっていました」

「違う違う。つまらないと思っていたんだ」

「訂てい正せいします。つまらないと思っていました。しかしこのルールは内閣府の通達によってできたものです。そのためたやすく改善できるものではありませんでした」

「な、内閣府……？」

　あまりに遠い存在すぎてピンとこない。

「お前は知らないだろうが、文もん部ぶ科か学がく大だい臣じんの神かん原ばら幸ゆき恵えは私の叔母おばだ。しかし閣内には反対の意見も強くてな」

「それで常磐ときわ様は考えられたのです。ルールの影えい響きようを受ける男子生徒の声を届ければ、さすがに考えざるを得ないのではないか、と」

「男性──しかも男子高校生となると、かなり貴き重ちようだからな。それだけで発言力は大きい」

「そのためあなたを誘さそい込こみ、ネットで生放送し、幸恵様に国会で取り上げていただいたのです」

「蘭らん、再生数はどのくらい行った？」

「国会で取り上げられた辺りから急きゆう上じよう昇しようし、最終的には五十万再生を超こえました」

「おお、凄すごいじゃないか！」

「じゃ、じゃあやっぱり俺おれの声って全国に……」

「蘭、テレビはどのくらい取り上げていた？」

「三局において生なま中ちゆう継けいをしていました。すべて録ろく画がをしてありますが、見ますか？」

「ぜってぇ見ねぇよ！」

　湊みなとは頭を抱かかえた。

　くぅぅ、好き勝手に操あやつってくれちゃってよ……俺はモルモットじゃないんだぞ……。

「悩まないで、お兄ちゃん……。お兄ちゃんが言ってくれたこと……わ、わたし……嬉うれしかったよ……」

　そ、そうだ、俺は有あり栖すへの気持ちを思いっきりしゃべって──

「うおおおぉぉぉ！　お、俺はなんてことをぉぉぉ！」

「お、お兄ちゃん!?」

　カッとなっていたにせよ、なんてことを言ってしまったんだぁぁ！　あかん！　これは死ねるっ！

「今いま頃ごろうちの叔母が頑がん張ばってくれてるだろう。いや、実によくやってくれた」

　これでもねぎらいの言葉らしい。だが心の傷きずはまったく癒いえやしない。

　ダメだ、この人……スケールがでかすぎる。

　湊は思った。

　ああ、この人には一生勝てないんだろうな──と。

「そ、それじゃあ、記事を出したこととか、その他もろもろ全部──」

「ルール変へん更こうのためです。今回の一連の出来事は、通達を悪用すればどうなるかを見せることで、わかりやすく多くの人に問題を理解してもらうために実行されたものです」

　そう蘭が解説する。

　だろうとは思っていた。だとしても、湊には許せないことがあった。

「ちょっと待ってください！　そのために有栖を傷つけたんですか!?」

　俺おれ自身はまだいい──と思う。被害と言えば、せいぜい全国津つ々つ浦うら々うらのお茶の間に恥はじを晒さらしたくらいなのだから。……いやまあ、トラウマものだが──まあいいことにしておく。

　しかし有あり栖すのことは洒落しやれにならない。

「申し訳ないと思ってる。その点は素直に詫わびよう」

　常磐ときわが真しん摯しな表情で頭を下げた。

「記事は放課後までにすべて回収。明日、弁明の記事を出そう。そこには紫し桃とう有栖への謝しや罪ざい文ぶんも載のせるつもりだ。無論、常磐会の除名も取り消す」

「有栖、いいのか……？」

「……うん。ちゃんと謝あやまってくれたし、元通りになるなら、わたしはそれでいい」

「ま、お前がいいならいいが」

　蘭らんが付け加えた。

「ちなみにあなたが来なくても謝罪文は出す予定でした」

「そ、それなら俺を叩たたけばよかったじゃないですか！　どうしてわざわざ有栖を！」

　常磐が鼻で笑った。

「理由は二つある。一つは紫桃有栖を叩きやすい写真が撮とれたこと。そしてより重大なもう一つは、お前からルールを否ひ定ていする発言を引き出すには、お前自身を追い詰めるより彼女を追い詰めたほうが有効だと判断したため──だ」

　なんて恐おそろしいことを口にする人だろう。面と向かうのは今日が初めてだというのに、すでに本質まで見み透すかされている。

「だとしたら俺がやったことは……」

「骨ほね折おり損ぞんのくたびれ儲もうけだな」

「ああああぁぁぁ……」

　ひでぇ！　どれだけ俺の心を傷きずつければ気が済むんだ！

「私にとっては実に有意義だったぞ……くくっ」

「笑わないでくださいよ！　こっちは本気でへこんでるんですから！」

「すまんすまん。お前の反応が面白くてな。……そうだ、いいことを思いついた」

「またよからぬことですか？」

「よからぬとはなんだ。お前を私の名めい誉よ愚ぐ民みんにしようと思っただけだ」

「愚民!?」

　常磐が席を立ち、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　そこへ有栖が立ちふさがった。

「三さん条じよう先せん輩ぱい、愚民ってどういうことですか？　冗じよう談だんにもほどが──」

「蘭」

「はっ」

　背はい後ごから蘭らんが有あり栖すを羽は交がい絞じめにする。

「ちょ……離はなしてください！」

「ふふっ、お前の【瞬き過ぎ去る手バンダースナツチ】も拘こう束そくしてしまえば何の意味もない。そこで大人しく見ているんだな」

「お、お兄ちゃん、逃にげて！」

　その間にも常磐ときわが近づいてくる。

　湊みなとは後ずさった。しかしすぐに壁かべにぶつかった。

　逃げなければと思うのに、常磐を絶対的強者と悟さとってしまったがためか、金かな縛しばりで動けない。まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるだ。

　常磐は壁に手をつけると、白く細長い指で湊の頰ほおをなぞった。

「いいぞ、私の愚ぐ民みんは。死ぬまで三さん食しよく昼ひる寝ね付つき。他の女に手を出すのも構かまわない。ただし私の命令は第だい一いち優ゆう先せんだがな」

「え、遠えん慮りよいたします……」

「ほう、文句を言うのはその口か」

　常磐のふくよかな唇くちびるが艶なまめかしく動く。




　──三さん条じよう先せん輩ぱいにはね、【愚民契約メルテイ・リツプ】って能力があるらしいんだ。




　千ち湖この言っていた言葉が頭をよぎる。

　ま、まさか、口づけを交わすと下げ僕ぼくになってしまうとか、そういうのじゃ──

　常磐は舌なめずりをすると、そのまま唇を近づけていった。

「やめろ、クイーン！」

　あと数センチ。口づけが交わされる寸前で飛び込んできたのは、着衣済みのホルストだった。

「離はなれろ、悪あく魔まめ！　ボクのミナトくんに手を出したら、お前の家に火をつけるぞ……っ！」

　ホルストは常磐との間に割り込むと、両手を広げて立ちはだかった。

「ホルスト、どうしてここに……」

「君の声は聞こえていたよ。ボクの心に」

　最高の笑顔に感動しかけていた湊に対し、蘭が訂てい正せいする。

「違います。先ほどの会話は全校放送で流していましたから、それを聞いたのでしょう」

「ちょっと待ってくれ。全校放送って……」

「よかったな、明日から有名人だぞ」

「ああぁぁぁぁぁ……」

　湊は両手足を地面につけ、うなだれた。

「ミナトくん、かわいそうに……。だからボクは言ったんだ。女は君が想像しているよりずっと、狡こう猾かつで、自己中心的な存在だって」

「ホルスト、もしかしてお前が〝女〟と言っていたのって、具体的に言うと……」

「この女のことさ！　三さん条じよう常磐ときわ──別名クイーン・ビッチ！　まさしく人の皮を被った悪あく魔まだ！　もちろん代表的な女という意味で、他の女も狡猾で自己中心的だよ！」

「ほほう、ホルスト。お前はそうやって久く我が原はら湊みなとを洗せん脳のうし、自分のものにしようとしていたわけか」

「女が悪魔なのは事実だろう？　責せき任にん転てん嫁かをするのはやめにしてくれないか、クイーン」

「お前らって、知り合いなのか？」

　湊が尋たずねると、ホルストは身み震ぶるいした。

「知り合いだなんて言いたくないような、ギブアンドテイクの相手さ」

「ホルストは小学校のころの後こう輩はいでな。なかなか見所があるやつだと思って、目をかけてやっているんだ」

　そういえばホルストはどこからか女じよ教きよう師しの情報を得て、脅おどしたりしていた。その情報源が常磐と考えれば納得である。

「何が見所があるだ……あんなことやこんなことをボクにしておいて……この独どく裁さい者しやがっ！」

「ふふんっ、お前の悪態はあいからず耳心地がいいな。もっと言ってみろ」

「くっ──」

　なるほど、ホルストさえ手玉に取る恐きよう怖ふの上級生だったのか。あんな先せん輩ぱいがいればホルストにトラウマができるのもわからないではない。

　しかし──独裁者、か。

　湊は最初ぴったりのあだ名だと思ったが、ふと違う単語が思いつき、そちらのほうがしっくりきた。

　──この人は独裁者じゃない。はた迷惑な〝革命家〟だ。

「そういやホルスト。さっき、俺おれの全ぜん裸ら写しや真しんで有あり栖すと瞳ひとみを裏切ったらしいな……？」

「あんなあばずれどもの命より、君の全裸写真のほうが大事に決まってるじゃないか！」

　膝ひざ蹴げりを入れ、地面に沈しずめる。懐ふところに入れてあった全裸写真を回収し、ミッションコンプリートである。

　それらの光景を見ていた常磐が呆あきれぎみにつぶやいた。

「まあ愚ぐ民みんの件は保留にしてやろう。今日のところは思い通りに事が進んだだけで十分だ」

　湊はほっと一息ついた。どうやらひとまず脅きよう威いは去ったらしい。

　そこで一つ、聞いてみることにした。

「でも三条先輩、俺、思うんですけど、なんで最初から俺に伝えてくれなかったんですか？　言ってくれれば協力しましたし、そうしたら有栖のことを記事にしなくてもよかったんじゃ……」

「それでは面白くないからだ」

「ホント先せん輩ぱいって、最低っスね！」

「褒ほめるな。くすぐったい」

「褒めてませんよ！」

「おや、愚ぐ民みんの分際でよく吠ほえるじゃないか。保留はやめだ。これは躾しつけなければなるまい」

　常磐ときわが短めのスカートをまくる。すると真っ白な太ももがさらけ出された。

「ほら、私が呼んだら『なんでしょう、閣かつ下か』だ。言ってみろ」

「言えませんって！」

「言ったらご褒ほう美びをやるぞ？」

　組み替えられる足。淫みだらさと清純さを兼かね備そなえた肉付きのよい太ももが揺ゆれ動うごき、その先が見えそうで見えないギリギリの範はん囲い内ないで寄せては引く。まさにチラリズムの極地と言うべき光景である。

　くっ、卑ひ怯きようだ。こんな太ももを見せられたら『閣下と言うだけでこの先が見られるなら、悪い取引じゃないのだろうか……？』と思ってしまうじゃないか！

「お兄ちゃん、鼻の下が伸のびてるんだけど、まさか愚民になるつもりないわよね……？」

「ははっ、まさか！　そんなことあるはずないだろ！　……ハッ！」

　今、一いつ瞬しゆん、足を組み替える隙すきに見えかけた……？　いや、錯さつ覚かくか……？

　この際きわどさ、間違いない。計算ずくだ。

　なんてことだ。やはりこの人の頭ず脳のうは悪あく魔まじみている……。

「お兄ちゃん！」

「いたたた、頰ほおを引っ張るな！」

「惑まどわされちゃダメだ、ミナトくん！　見るならボクのを見るんだ！」

「お前は脱ぐんじゃねぇぇぇ！」

　ズボンを下ろしたホルストに肘ひじ鉄てつを食らわせ撃げき沈ちんする。

　こほん、と蘭らんが咳せき払ばらいした。

「あなたに黙だまっていたのは、真実味がなくなるからです。あなたが何も知らなかったからこそ、一つの意見として取り上げられる価値を持つものになったのです。これが知っていたのであれば、どこかで演技が混じり、真実味がなくなったことでしょう」

「なるほど……」

「久く我が原はら先輩、お疲れ様でした」

　可愛かわいらしい後こう輩はいの声に、湊みなとは救いを見つけた気がした。

「すみません。私、目的のことは知らなくて……」

「いいよ、小こ萌もえちゃん。気にしないでくれ。……あっ、じゃあ長い間頭をなでることになったのも、三さん条じよう先輩の指示だったのか？　あれって国会のタイミングに合わせるための時じ間かん稼かせぎ？」

「そうそう、私もそれが気になっていたんだ。小こ萌もえ、大だい胆たんな行動をしたじゃないか。お前が自分から『久く我が原はら湊みなとを放送室に連れてくる役目をやらせてくれ』と言うから、どういうことかと思っていたが、随ずい分ぶんと堪たん能のうしたようだな」

　小萌は真っ赤になって顔を隠かくすと、そのまま【少女は見ていたベイビーステツプ】によって消え去った。

「お兄ちゃん、頭をなでてたって、何？　わたしたちが追おい詰つめられている間、随分楽しんでいたみたいね？」

「えっ？　あ、いや……その……」

「その、何？」

　有あり栖すさん、マジ怖こわいんスけど、勘かん弁べんしてくれませんか。

「みなとくん、無事!?」

　今度は瞳ひとみが飛び込んできた。

「夏なつ秋あき瞳か。随分引ひっ搔かき回してくれたが……まあうまくいったからいいだろう。協定は終しゆう了りようだ。好きにしていいぞ」

「協定……？」

　常磐ときわが説明する。

「放送が終わるまで静せい観かんするという協定だ。お前が紫し桃とう有栖のことを守りたいと思うからこそ、ルール否ひ定ていの発言が引き出せるのだからな。夏秋瞳にはそれを揺ゆるがす可能性があったため、大人しくしておいてもらう必要があったというわけだ。それと逃にげ切きられては放送ができないため、あらかじめ戦力を削けずっておこうという意図もあった。ま、結局は途中で裏切られてしまったがな」

「そういうことだったのか……」

「あたし、目的しか聞ぃてなかったから、こんなぉぉごとになると思ってなくて……。だから助けに行くのが遅れちゃったの。ごめんね」

「いや、そんなことはないよ。協定を破ってまでして守ろうとしてくれてありがとな」

「当たり前だょ。だってみなとくんのためだもん！」

　瞳は湊の頭を胸むねに抱いた。

「ふごふご……っ！」

　でかぁぁぁい！　そして柔やわらかぁぁぁい！　天にも昇のぼる心地とはこのことか！

　しかし天国は続かない。有栖に首根っこを摑つかまれ、無理やり引ひき剝はがされた。

「お兄ちゃん、何をしてるの？」

「みなとくんゎ、あたしと感動を分かち合ってぃたの。ゎかる？」

「感動？　脂し肪ぼうの塊かたまりを押おし付つける行為が感動だなんて、笑わせないで。本当の感動はね、わ・た・しのために身体からだを張ってくれたお兄ちゃんの行動のことを言うのよ」

「押おし付つける胸むねがなぃ人ゎ大変だょね。頑がん張ばった男の子を癒いやしてぁげることもできなぃんだから」

「豚ぶたのひがみは聞いてられないわね。誰だれか黙だまらせてくれないかしら」

「黙りなさぃょ、このまな板！　板ゎ板らしくキッチンで干されてなさぃょ！」

「うるさい豚ね！　それ以上言うとチャーシューにするわよ！」

　天国からいきなり地じ獄ごくに真っ逆さまである。しかもこの争いには終わりが見えない。

　そのとき湊みなとの目に入ったのは、常磐ときわが足を組み替える姿だった。

　今度は間違いない。角度さえ変えれば確実に見える──

　湊は二人の争いから逃のがれ、ふらふらと引き寄せられていった。

「くくっ、さすがは私の名めい誉よ愚ぐ民みん。やはり最後は私の下に来たがるようだ」

　湊は唾つばを飲み込んだ。

　機き嫌げんが良くなったおかげか、今まさにゲートがオープンされようとしている。だがオープンゲットする前に、背はい後ごから黒い影が忍しのび寄よっていた。

「お兄ちゃん……お仕置きが必要なようね……」

　有あり栖すさん、ホントマジで一度くらい見み逃のがしてください……。

「お、落ち着け、有栖！　ちょっと魔まが差しただけだ！　なっ！」

「会長、名誉愚民って、どぅぃぅことです？」

「こいつは私の所有物ということだ。安心しろ。気が向いたら許可を出してやる。そうしたら好きにしていいぞ」

「はぁぁ？　なにょそれ！　横暴にもほどがぁるんですけど！」

「うるさいな。おい、蘭らん。そこの発はつ情じようメス豚を調教してやれ」

「誰が発情メス豚ょ！　みなとくんゎあたしの奴ど隷れいなんだからぁげませんょ！」

「えっ？　俺おれの価値、ドンドン下がってる!?」

「それよりお兄ちゃん！　こっちの話が終わってないんだけど！」

「三さん条じようさん、どういうことか説明して！」

　理り沙さ、他の教きよう師し、そして教室を抜け出した少女たちが放送室に押しかけてくる。

　これから起こるであろう騒そう動どうを想像し、湊はがっくりと肩かたを落とした。










　　　♀♀♂♀♀




　湊みなとと常磐ときわの会話が国会で流された──通つう称しよう〝国会事件〟の日の夜。教きよう師したちから午後中説教という名の事じ情じよう聴ちよ取うしゆを常磐と共に受けた湊は、ふらふらになって寮りように帰き還かんした。

　そしてお風呂に入り、ようやく自室に戻もどってきたところで、携けい帯たい電でん話わに着信が入った。

　ナンバーは出ているが、発信元が登とう録ろくされていない。そのことに湊は疑問を覚おぼえたが、とりあえず取ることにした。

「はい、もしもし」

「返事は『なんでしょう、閣かつ下か』だと言ってるだろ、名めい誉よ愚ぐ民みん」

「一言目からそれですかっ！　ていうか、なんで教えてもいないのに俺おれの番号知ってるんですかっ！」

　三さん条じよう常磐はすべてのツッコミをスルーし、いきなり要点に入った。

「本日の成果が出た。ルールについて特例を出すそうだ」

「……あの、ルールって、あれですよね？　恥はずべき行為をするな、とかいう」

「そうだ。その特例とは〝久く我が原はら湊に対してのみ、ルールを除外する〟というものだ」

「……えっ？」

「つまりお前がルール除外の実験台に選ばれたというわけだ。お前、問題は全部かぶると言ったな？　その覚かく悟ご、見せてもらうぞ」

　ああ、はい、確かに言いましたね。

「はいはい、わかりましたよ。実験台でも何でもやりますよ」

　半なかばやけになって返す。

「あ、このことは女子生徒全員に通達しておいたからな。くくっ、明日が楽しみだ。せいぜいあがいてみせてくれ」

　ツーツー、と着信の切れた音が湊の耳に鳴なり響ひびく。

　常磐の言葉の意味がわかったのは、翌日になってからのことだった。
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「久我原くん、昨日の放送、わたし感動したよ！」

「湊先せん輩ぱい、ちょっとお話を聞かせて欲しいんですけど……」

「あ、あの、久我原くん！　わたし、クッキーを作ったんだ！」

「久我原さん！」

「湊くん！」

　………………死ぬ。

　湊みなとがホルストと一いつ緒しよに寮りようを出ると、玄げん関かんを出たところにざっと二十人の少女たちが出待ちしていた。

「ふざけるな、このビッチども！　ミナトくんが欲しければボクを倒してから行け！」

「ちょっとどいて！」

「何を……うわぁぁ！」

　ホルストが身体からだを張って湊を守ろうとするが、人数と体力の差は埋うめ難がたい。人の波にうもれ、すぐに消息不明となった。

　湊は柔やわらかおしくらまんじゅう地じ獄ごくを乗り越え、やっとの思いで教室にたどり着いた。

　すると机つくえには数え切れないほどの弁当箱が積まれていた。

　……はい、なぜか凄すごく欝うつな気持ちになりました。ごめんなさい。

「やっ、大変だったね」

「チコ……」

　教室を移動する際、千ち湖こが話しかけてくれたことに湊は言葉にならない安あん堵ど感かんを覚おぼえた。

「うおおぉぉ、お前、ホントいいやつだなぁ！」

「アタシ、何にもしてないんだけど」

「それでいいんだ！　いや、それがいいんだよ！」

「病んでるねぇ……」

　無論、クラスメートの少女たちから湊は注目を浴びている。だがクラスメートの少女たちは他学年、他クラスの少女たちのように、押おしかけるような行為をしていなかった。

　彼女たちは同じクラスなら押しかけなくても、いずれチャンスがあることを知っていた。

　──今、下手へたに動けば、逆に好感度を下げかねない。

　そう読み、したたかにチャンスを狙ねらっていた。

「しっかしミナトン、大変だよね。早めにダメなことはダメって言ったほうがいいよ」

「でも言って変えてくれるのかな……？」

「えっ？　ミナトンがダメって言ったことは、ルールに追加されて禁止されるんでしょ？」

「へっ？　そんなこと聞いてないぞ」

「違うの？　アタシ、そう聞いてるよ？　だからみんなこんなに焦あせってるんでしょ？」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。その理由はわかった」

　常磐ときわが〝面白いから黙だまっていよう〟と考えたことは、想像に難かたくない。

　湊が眉み間けんを摘つまんで気持ちを落ち着けていると、千湖がニヤニヤ笑いながら言った。

「ミナトン、これ」

　差し出してきたのは手紙だった。

「アリスから」

「有あり栖す!?　何で手紙で!?　直接話しかけてくりゃいいじゃないか」

　湊みなとは後方を歩いていた有栖に目を向けた。

　すると有栖は真っ赤になり、あからさまに視線を逸そらした。

「今日はこんな感じだから、なかなか落ち着いて話しにくいじゃん。だから手紙のほうがいいと思ったんじゃないの？」

「まあ、わからんではないが……」

　微び妙みように納得のいかない湊だったが、とりあえず受け取ることにした。

「ちなみにさ、有栖は昨日のこと、何か言ってたか？」

「何も言ってなかったけど、ネットに上がってた〝国会事件〟に関する動画を全種類ダウンロードしてバックアップまで取ってたよ」

「ちょっっ、待てやぁぁぁ！」

　あいつ何やってんの!?　死にたくなっちゃうよ、俺おれ!?

「ちなみに、手紙について逃げちゃダメだよ。もし逃げようとしたらアタシが無理やり連れて行くから」

「内容知ってるのか、お前」

「一応ね」

　ここでは読みにくいと思った湊は、ひとまず手紙をポケットに入れた。
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　有栖からの手紙には、




　──放課後〝伝説の木〟の前で待っている。




　と書かれていた。

　湊が〝伝説の木〟について千ち湖こに聞いたところ、

「そこで告白したら必ずカップルになれるって言われてる木だよ」

　と教えられた。

「どこかで聞いたことがある話だな」

「気にしない気にしない」

　と話す千湖は、意味ありげな笑みを浮かべていた。

「って、行かなきゃダメか？」

「縄なわで縛しばって連れていってもいいけど？」

「わかった。行けばいいんだろ、行けば」

　そして放課後──

　チャイムと同時に教室からダッシュで逃にげ出だした湊みなとだったが、千ち湖この【巨人殺しジヤイアントキリング】によって捕ほ捉そくされ、縄なわで縛しばられた。

　その後、千湖から湊を奪うばい返かえそうと少女たちが怒ど涛とうのごとく迫せまってきたが、千湖は巧こう妙みように逃とう走そう。その結果、少女たちを完全に撒まいた状態で湊は伝説の木の下に連れて来られた。

「じゃっ、ミナトン頑がん張ばってね！」

　千湖は縄を解とくと、それだけ言って消えてしまう。すると──

「お兄ちゃん……」

　有あり栖すが木こ陰かげから姿を現した。どこか照れくさそうな有栖を見て、湊は反転ダッシュした。

「ちょっと待ってよ、お兄ちゃん！」

　身体能力の差は歴然としており、あっさり先回りされる。

　それでも逃にげようとする湊に対し、有栖は背せ中なかから抱きしめて動きを封ふうじた。

「お、おい、有栖！」

「ダメだよ、お兄ちゃん！　もう逃がさないから！」

「あ、あのだな……そ、そうだ！　きょ、今日は用事があるんだよ！　だから──」

「でも少しくらいは時間取れるでしょ？」

「いやいや、これが結構重要なやつでさ……」

「噓うそばっかり！　お兄ちゃん、わたしがこれから言おうとしてること、気がついてるから逃げようとしてるんでしょ！」

「ん？　何のことだ？」

「わたし、聞いたんだから」

「何をだ？」

「お兄ちゃんの本音」

「うっ──」

　心しん臓ぞうが口から飛び出そうなほど暴れている。唇くちびるは枯かれ、全身は棒ぼうのように固くなり、身動きができない。

「お兄ちゃんさ、放送室でいろんな子からアタック受けてたでしょ？　それを見て、わたし、はっきりわかったんだ……自分の気持ちが」

「き、きき、気持ちって何だよ！　俺おれは何のことかわからないぞ！」

「お兄ちゃんはわからなくていいよ。でもね、わたしは決めてきたの。わたしの気持ちを言おうって」

「ちょ──ちょっと落ち着け、有栖！　と、とりあえず待つんだ！」

　湊は懸けん命めいに有栖を引ひき剝はがそうと暴れるが、振ふりほどくことができない。

　有栖は目を潤うるませ、続けた。

「ううん、待たない！　ねぇ、お兄ちゃん、わたしね、わたしはね……」

「ま、待て、有あり栖す！　俺おれは……俺たちは──」




「お兄ちゃんのこと、家族としてしか見てないの！」




「………………………………………………………………えっ？」

　予想外の言葉に、湊みなとはポカンと口を開けた。
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　屋上から湊たちを見下ろす常磐ときわは、手中の小型マイクに向けてしゃべりかけた。

「わ、わたしもどっちの気持ちかわからないことがあったけど、やっぱり家族としての気持ちしかないってわかったの！　思わせぶりな行動しちゃってごめんね！」

　その声質は常磐のものではない。完全に有栖のものだった。




　　　【愚民契約メルテイ・リツプ】




　溶とけるように甘あまい唇くちびるは悪あく魔まの囁ささやきとなって湊を叩たたきのめす。

「でもお兄ちゃんとしてわたしは大好きだよ！　それは本当だよ！」

　有栖は混乱のあまり声を失っていた。その隙すきをついて、常磐は完かん璧ぺきなアドリブで演じる。

「ははっ、そうか……、そうだったのか……」

　湊は脱力し、地面にへたりこんだ。

　これは小こ萌もえの【少女は見ていたベイビーステツプ】と常磐の【愚民契約メルテイ・リツプ】の連れん携けい技わざと言える。

　まず【少女は見ていたベイビーステツプ】によって有栖に小型の通つう信しん機きがつけられた。そしてタイミングを見計らい、常磐が【愚民契約メルテイ・リツプ】により声を偽ぎ装そう。このことにより、まるで有栖本人がしゃべっているように見せかけたのである。

　出で来き栄ばえに満足し、常磐は口くち端はしを釣つり上あげた。

「くくっ、どうだ蘭らん？　いいタイミングだっただろう？」

「常磐様……鬼おにですね」

「鬼？　さて、それは私だけとは限らないぞ」

　常磐の視線の先には、湊と有栖を遠巻きに見ていた少女たちがいた。彼女たちは一度千ち湖こに撒まかれたが、執しつ拗ような追求により二人の姿を発見。その後高速で情報は共有され、茂しげみに隠かくれることで二人の動向を見守っていた。

　入るタイミングを逸いつしていた少女たちだったが、常磐による偽いつわりの告白を耳にし、俄が然ぜん元気を取とり戻もどしつつあった。

「ち、違うの、お兄ちゃん！　わ、わたしは──」

　懸けん命めいに誤解を解とこうとする有あり栖すを見て、少女たちはおかしいことを感じながらも、その流れに乗った。

「素晴らしい兄妹愛だね！　羨うらやましいなぁ～！」

「やっぱり四年も兄妹やっていると、本当の兄妹になるんだね～」

　数十人もの少女たちがなだれ込み、偽りの告白を事実として固めようと画策する。

「あ、あの、違うの！　これは！」

「うんうん、わかってる。みんなに見られてるのが恥はずかしかったんだね！」

「ごめんね～！　二人の関係が気になっちゃって、つい……ね！」

「ち、違うの！　わたし、本当は好きなの！」

「このお菓か子しがでしょ！　はい、あげるね！」

「もごもごもご」

　有栖の懸命な叫さけびも少女たちに阻はばまれ、湊みなとには届かない。

「ねっ、みなとくん、昨日話してたぉ詫わびってぁるでしょ？　これからカラオケに行かなぃ？　ぉ詫びだからぉごっちゃぅょ！」

「ちょっと夏なつ秋あきさん！　くっつきすぎィ！」

「え～、別にぃぃじゃん！　それにあたしゎ、みなとくんにぉ詫びをしなきゃぃけなぃの！　ぁんたたちゎ関係なぃんでしょ！　顔も名前も覚おぼぇられてなぃ雑魚ざこゎ引っ込んでなさぃょ！」

「みんなやめてよ！　久く我が原はらくんはホルストくん一筋なんだから！」

「君、女のくせにいいこと言うじゃないか！　そう、ミナトくんはボクだけのものさ！」

「ホルスト！　お前は出てくんなぁぁ！」

　常磐ときわは騒そう動どうを見下ろし、口元を緩ゆるませた。

「やはりこうでなくてはな。せっかく特例ができたのに、早々決着がついてしまっては面白くない」

「彼女にはお気の毒としか言えないですね。いえ、彼にとっても、かもしれませんが」

「どうだろうな。私にとっても、あの男は読めないところがあるからな」

「そうなのですか？」

　意外な言葉に、蘭らんは驚おどろきを持って尋たずねた。

「ちなみに、どこが予定外だったのでしょうか？」

「どこだと思う、蘭」

「そうですね……久我原湊が本音を話しだしたところでしょうか？　あれによって常磐様が予想していたより二人の距きよ離りが縮ちぢまってしまったのでは？」

「あの程度は予想の範はん囲い内ないだ。どちらにせよ、今回の事件で二人の距離は縮まると思っていた」

「じゃあ、どこが？」

「私は久我原湊を泣くまで追い詰めるつもりだった」

　あまりのドＳぶりに、蘭らんがドン引きする。

「男を嬲なぶるのは久しぶりでな。実は楽しみにしていたのだ。しかしあの男は、私の予想以上に激げつ昂こうし、偶ぐう然ぜんだろうが、ルール批判に繫つなげた。そのため私はあそこで終わらせるしかなかった」

「昔は普ふ通つうに男の人を嬲っていたのですね……」

「私に啖たん呵かを切ったことを後こう悔かいさせてやりたかったのだが……あの場は仕方がなかったな。正直、負けた気分だ」

「ああ、だからいきなり名めい誉よ愚ぐ民みんにするなどと……」

「従順な馬ば鹿かより、予想外の行動をする馬鹿のほうが、躾しつけがいがあると思わないか？」

「同意はしませんよ？　それに失敗したことも、たまにはいい薬ではないかと」

「言ってくれる。だが全体的に見れば大成功だ。これを見てみろ」

　常磐ときわはひけらかすように、片手を広げた。

「どうだ、蘭。皆みな、この状況下であっても、恥はじらいを忘れていない。素晴らしいじゃないか」

「〝常磐会〟はそのために作ったようなものでしたね」

　ただ男を奪うばい合あう──それではいくら〝恋愛戦国時代〟といえどもあまりに興きよう覚ざめだ、と常磐は考えていた。




〝男女が同数いたころの意い識しきを強く保たもたせることで、恥じらいを忘れさせない〟




　それが常磐が〝常磐会〟を作った本当の目的だった。そのため一年間、あえてルールを順守させ、保守的な思想を少女たちの根底に植え付けた。その結果、〝恥じらいを忘れない狩人かりうど〟が誕たん生じようしたのだった。

「パンツを女から見せつけても、男は興こう奮ふんするだろうか？　恥じらいがあってこそ燃えるものがあるのではないか？　それと同じことだ」

「抜き身すぎますね、そのセリフは。恥じらいが足りませんよ、常磐様」

「おっと、私としたことが。やはり恥じらいがなくてはな」

　そう言って、常磐は満足げに地上を見下ろした。

「でも……どうですか？　ご希望が叶かなって、お気持ちは？」

「ああ、いい気分だ。私はこんな学園が──こんな青春が、見てみたかったんだ」

　常磐の笑みに、蘭は肩かたをすくめた。

　一方、地上では少女たちの攻こう勢せいに、有あり栖すの怒りが頂点に達しようとしていた。

「お兄ちゃん……何デレデレしてるのよ……」

　有あり栖すの身にどす黒い炎ほのおが宿る。

　その修しゆ羅らのような表情に、少女たちは顔を青くした。

「わ[image: ～][image: ～]、アリス、待った待った！」

「そうだ！　用事があったんだ！」

「あ、あの、じゃあ私はこのくらいで……」

　波が引くように少女たちは去っていく。

　涙なみだ目めの有栖に対し、湊みなとは懸けん命めいになだめようとする。

「お、落ち着け、有栖。お前は〝妹〟なんだぞ？　〝兄〟が女の子に囲まれてるなら、怒るんじゃなくて、応おう援えんの一つくらいしてくれても──」

「お兄ちゃんの……お兄ちゃんの……」




「馬ば鹿かぁぁぁぁ────！」

「なんで俺おれがぁぁぁ────！」




　二人の叫さけび声ごえが校内に響ひびき渡わたる。

　数少ない男性を数多くの女性が奪うばい合あう〝恋愛戦国時代〟。

　その戦いは、まだ始まったばかりに過ぎない。










　あとがき




　どうも二に丸まるです。このたびは「女の子は優やさしくて可愛かわいいものだと考えていた時期が俺おれにもありました」をお買い上げいただき……って、タイトルなげーなオイ。

　このタイトルはどうにもタイトルが決まらずに困り果て、とりあえずタイトル案をたくさん出して編集さんに送ることになったときに出たものです。筆者本人では限界に来ていたため、三み河かわごーすと先生に相談したところ、

【三河】女の子は優しくて（以下略）でどうですか？（笑）

【二丸】こやつめ、ハハハ！　採用！

【三河】じゃあ「恋する女の子は優しくてあなたのことを想おもうとすぐ（自主規制）」は？

【二丸】クッソワロタｗｗ　採用ｗｗ

　なんていうノリで出たものでした。パロディ＋メチャ長いタイトルなので、まさか紆う余よ曲きよく折せつを経へてこのタイトルに決まるとは思ってなかったです。人生どうなるかわからんもんですね。

　ということで今度東京行ったとき三河先生に焼肉おごります。う、噓うそじゃないから（震ふるえ声ごえ）。

　なお、このタイトルに決まった後、編集さんから送られてくる資料にはタイトルの略りやく称しようとして『俺にもありました』と書かれていました。何があったんでしょうねぇ（意い味み深しん）。




　さて、ここから少し前作「ギフテッド」を読んでくださった方のために使わせてください。

　２巻のあとがきで「アフリカ編でお会いできれば」と書いたな？　……あれは噓だ。

　ということで期待してくださった方々、申し訳ございません。ただ２巻で完結ではないです。

　２巻の発売前後、前編集さんが異動となり、現在の編集さんとなったことで「まず新作を書いて行こう」という方針となったため、新作優ゆう先せんとなりました。現在作者本人もいつ書けるのかわからないのですが、もし応おう援えんいただければこれに勝まさる喜びはありません。

　そしてこの作品を読んでいただいた方で、前作に興きよう味みを持った方がいらっしゃれば、手に取っていただければ幸さいわいです。ただし話は今作と違ってシリアスなので、ご注意を！




　さて、ここからは謝しや辞じを。

　まずは担当編集の粂くめ田た様、サブ担当の小お野の寺でら様。美しいイラストを描いていただいたモフ様、愚ぐ痴ちを聞いてくれた友人・先せん輩ぱい、様々な相談に乗ってくれた戦友と書いて「とも」と呼べる作家の方々、ブログからのメールや手紙で応援してくださった方々。皆みな様さまのおかげでまた本を出すことができました。本当にありがとうございます。

　そして最後に、この本を手に取ってくださった方すべてに心より感謝を。


二〇一三年　七月　　二に丸まる修しゆう一いち
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二に丸まる修しゅう一いち

岐阜市生まれ。岐阜市在住。

最近、やらなければと思うことが多いです。執筆はもちろんのこと、今後のために勉強や運動もしなきゃなぁと思ってます。でもこれがなかなかできません。もっと時間と折れない心と強い身体が欲しいよぉぉ！
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イラスト／モフ

岡山県在住のフリーのイラストレーター。

最近、カードゲームをやり始め、はまっています。

有栖の能力は便利だなと思うわけです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「二丸修一先生」係

「モフ先生」係











本書は書き下ろしです。
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女おんなの子こは優やさしくて可愛かわいいものだと考かんがえていた時じ期きが俺おれにもありました








二に丸まる修しゅう一いち





発　行　　　　2015年5月7日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C) 2013 SHUICHI NIMARU





※2013年7月10日発行の電撃文庫『女の子は優しくて可愛いものだと考えていた時期が俺にもありました』初版に基づき制作
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